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　　　　　Prologue




「好きです！」




　紛れもなく、それは愛の告白だった。

「ずっと……あ、ずっとっていっても一年生の夏なつ頃ごろからだから、まだ丸一年にもなってない……です、けど……」

　早くも、失速のきざし。

「で、でも！」

　でも。

「この八ヶ月……九ヶ月かもしれないけど……私が、渡わた会らいくんのことを考えない日は、一日もありませんでした！」

　彼女の声は、いっそ悲痛なぐらいに真剣そのものだった。

　きっと、表情も。

（まいったな……）

　俺おれは息を潜ひそめる。

「渡会くん！　渡会秋あき兎とくん！」

　彼女が意中の相手の名前を叫んだ。

　生憎あいにくと、それは俺の名前じゃない。──が、知っている名前ではあった。

　知っているなんてレベルじゃない。

　十年来の親友の名前だった。

　彼女は、俺の親友に愛の告白をしていた。

「私は、渡会くんのことが、好きですっ！」

　この状況にまったく無用の存在である俺は、ただ息を潜めるしかない。

　早く、終わってくれ。

（おい、秋兎）

　俺は彼女の向かいにいるはずの親友に心の声をぶつけた。

（さっさと返事をしてやれよ）

　沈ちん黙もく。

　静寂。

　秋兎の返事は、聞こえてこない。

（秋兎……？）

　俺は身を隠していた木の陰からそっと顔を覗のぞかせて、息を吞のんだ。

　秋あき兎とが、いない。

（これは……）

　秋兎は、女の子からの告白に無言で首を振って去ってしまうようなヤツじゃない。

　秋兎の声は、そういえばさっきからまったく聞こえていない。

　つまり、秋兎は初めからこの場にはおらず、彼女は今ここにはいない秋兎に対して愛の告白をしていたことになる。

「渡わた会らい秋兎くん！」

　彼女が再び悲痛な声を発した。

「一年……じゃなく、九ヶ月前から、私は渡会くんのことが好きでした！」

　理解する。

　これは練習だ。

　彼女は、告白の練習をしているんだ。

　よりにもよって、こんな薄うす暗ぐらい場所で。

（そりゃあまあ、告白といったら校舎の裏かもしれないけどさ……）

　校舎の裏といっても、ここは秋には取とり壊こわされることが決まっている旧校舎の裏だ。

　日当たりが異常に悪く、晴れた日の昼間でさえじめじめしていて寒い。人ひと気けなんて、当然ない。

　そんな場所を、実は、俺おれは気に入っていた。人気がないからだ。静かだからだ。

　旧校舎は授業が行われていないのはもちろん、部活にも使われていないから、昼休みも放ほう課か後ごも、ここだけは静寂に包まれている。

　学校という右を見ても左を見ても人がいる空間の中で、こういう静かな場所はとても貴重だと思う。

　思春期まっただ中の男子高校生ともなれば世間の喧けん噪そうから逃のがれて一人ひとりで物思いに耽ふけりたくなることだってそりゃあるわけで、そんな時、俺はここにきていた。

　今日きようだってそうだ。授業が終わって、まっすぐ家に帰る気にならなかった俺は、やるせない思いを抱えていつものようにこの場所にやってきて、ため息を三つついたところで彼女が現れた。

　平然と去ってしまえばよかったのに、この場所で人と会うことに慣なれていなかった俺は、咄とつ嗟さに木の陰に隠れてしまったのだった。

　そして、俺の存在に気づいていない彼女は、告白の練習を始めてしまった……。

　彼女の顔は見えていない。……が、誰だれかはわかっていた。後ろ姿と声でな。

　二年Ｃ組、森もり崎さき由ゆ布う子こ。

　クラスメイトだ。

　友達というほど親しい間柄じゃないが、言葉を交わしたことなら何度もある。「おはよう」「またね」程度の挨あい拶さつなら、それこそ毎日のように。

（森もり崎さきが秋あき兎とのことを好きだったとは……）

　知らなかった。これっぽっちも気づいちゃいなかった。

　気づけるわけがないんだ。

（だって、森崎……おまえは……）

　森崎が秋兎への愛の告白を実行してしまうのかどうかは、わからない。

　もし、本当に森崎が秋兎に告白したとして、果たして彼女の恋は実るのか。

　その答えを、俺おれは知っていた。

　森崎由ゆ布う子こは、渡わた会らい秋兎の彼女にはなれない。

　秋兎に今現在付き合っている彼女がいるとかそういうことじゃない。秋兎がホモとかそういうことでも、もちろんない。

　それでも、森崎には、万に一つも望みはない。

　なぜなら──。

（おまえのキャラは地味すぎるんだ、森崎……）
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　ギャルゲ時空の存在を、俺おれは確かく信しんしている。

　エロゲ時空と言い換えてもいいし、ラノベ時空と呼んだってかまわない。

　ただ、エロゲだと十八歳未満には障さわりがあるし、ラノベという呼称をここで使ってしまうのは些いささかメタの度合いが強すぎるだろうってことで、ギャルゲ時空と呼ばせてもらうことにする。

　ギャルゲ時空は、現実では到底ありえないような『ギャルゲ的な出来事』を幾度となく俺の身の回りにもたらしていた。

　たとえば、だ。

　家が隣となり同士の幼おさな馴な染じみの女の子が毎朝起こしにやってくる……なんて、ギャルゲの世界ではベッタベタのお約束でも、現実ではまず、ない。

　幽ゆう霊れい少女や宇宙人の女の子と友達になった人間が、一体何人いるだろうか。

　魔ま法ほうやドラゴンが実在する世界からやってきたお姫様と同居したことがあるなんて、一体、誰だれが信じるというのか。

　俺は信じる。全部現実にあったことだから、信じないわけにはいかない。

　病院へ行け、というツッコミに対しては完かん璧ぺきな反はん論ろんがある。もう行っている。俺の頭に異常はない。異常なのは現実のほうだ。

　金髪のツインテール少女から、「べ、べつにアンタのために作ってきたんじゃないからねっ！」と手作りのお弁当を渡されたこともあるし、許嫁いいなずけを名乗る和服姿の少女が家に押しかけてきたこともある。

　ギャルゲの世界ではお約束でも、現実には「ねぇよ！」な出来事の数々。

　ただし、その主人公は俺じゃない。

　秋あき兎とだ。

　すべては、俺──南みな代しろ春はる馬まじゃなく、親友、渡わた会らい秋兎の身に起きた出来事だった。

　小学一年の夏に知り合って以来、高校二年の現在に至るまでずっと同じ学校同じクラスの腐くされ縁えん。

　そして、家が隣同士の幼馴染みに毎朝起こされ、幽霊少女や宇宙人少女と友達になり、異世界からやってきたお姫様と同居経けい験けんまであるという、ギャルゲの主人公的存在。

　秋兎こそがギャルゲ時空の発生源であり中心点だと、俺は考えている。

　ギャルゲ時空における俺は、もうそのまんま『主人公の男友達』ポジションだ。

　いわゆる、あれだ。

　数少ない男キャラの一人ひとりで、ストーリーの序じよ盤ばん、主に学園シーンでそれなりに出番はあるものの、中盤以降はフェイドアウト。稀まれに終盤まで出番があっても、所しよ詮せんは脇わき役やく。

　ヒロインたちから好意を向けられることはない。

　彼女ができることは、ない。

　さて、今俺の目の前には洗面台の鏡かがみがある。

　鏡かがみに映っている顔──俺おれの顔は、自分で言うのもなんだがそこそこのイケメンだ。

　風ふ呂ろ上あがりに鏡を見て、「あれ、俺ってイケメンじゃね？」と錯さつ覚かくしてしまうのは健全な男子なら誰だれもが通る道だと思う。が、今は寝起きだ。人が一番ブサイクに見えるタイミングだ。

　それでも、俺の顔はそれなりにイケている。顔面偏差値でいえば、68はあると思う。身長だって１７９センチはあるし、帰宅部なりに週３でスポーツクラブに通っているおかげで、筋肉はしっかり締しまっている。モデルにスカウトされたことだってあるんだぜ？　成せい績せきだって上から数えたほうが早い。

　モテる要素は十分に揃そろっているってのに、さっぱりモテやしない。

　なぜだ？

（坊やだからさ……）

　じゃなくて。

　原因ははっきりしている。秋あき兎とだ。

（くっ……）

　鏡に向かって歯を剝むきつつ、俺はヘアワックスで髪を整ととのえた。我ながら鮮あざやかな手並みだ。

　いくら身だしなみに気をつかったところでモテはしないが、だからといって手を抜くわけにはいかない。

　制服に皺しわが寄っていないかどうかをチェックし、ぱんちゃん（愛犬・フレンチブル・雌めす３歳）の毛をブラシで払って、準備完了。

　鞄かばんを持ち、リビングで寝ているぱんちゃんに「いってきます」と声をかけて、靴を履はく。

　アルファ症候群（犬が自分のほうが飼い主よりも偉いと勘違いしてしまうアレだ）気味のぱんちゃんは、見送りにさえきてくれない。

　親は出勤済み、妹も部活の朝練で登校済みだから、「いってらっしゃい」の言葉はない。

　毎朝のことだから、寂しいとは思わない。愛犬が見送ってくれないのは、ちょっと寂しいけどな。

「はあっ……」

　ドアノブに手を掛けたところで、ため息が出た。

　原因は、モテないことでもぱんちゃんのアルファ症候群のことでもなく（どっちも深刻な悩みではあるが）、森もり崎さきのことだ。

（どうしたものかな……）

　森崎由ゆ布う子こはクラスメイトだ。

　クラスメイトでも、これがたとえばロクに口も利いたことがないような相手だったら、なんとも思わない。

　が、森崎とは、毎日挨あい拶さつ程度には言葉を交わしていたりするんだ、これが。

　ただの顔見知り以上、友達未満ってところか。

　そんな森もり崎さきが叶かなわない恋に突とつ撃げきして木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散る姿を見るのは、忍びない。

（告白の練習、だったんだよな。あれは……）

　今日きようか明日あしたか明後日あさつてか……近いうちに、森崎は秋あき兎とに告白するだろう。そして、フラれる。

「どうしたものかな……」

　口に出てしまった。

　どうするべきでもないってことは、わかってる。

　他人の恋路に口出しするなんて、この上もなく野や暮ぼな真似まねだ。

　わかってはいるんだが……やっぱり、忍びないんだよ。

「うーん……」

　決断できないまま、俺おれは家を出た。




　明みよう神じん市しは海に面した町だ。海といっても内海だから、浜に立ってみたところで海は広いな大きいな的な感動が込み上げてくることはない。そもそも俺は海があまり好きじゃない。どっちかっつーと、嫌いだ。嫌いな理由は自分でもよくわからない。たぶん、怖いんだろうとは思う。が、なんで怖いと感じるのかが、これまたよくわからない。

　海は好きじゃないが、この町のことはそれなりに気に入っている。駅周辺には若者に必要な施設は一通り揃そろっているし、大きな街まで電車で十五分とかからないし、なにより住めば都ってやつだ。

「十年か……」

　俺のなにげない呟つぶやきに、隣となりの秋兎が小首を傾かしげた。

「十年って？」

「俺がこの町に越してきてもう十年になるんだなって思ってさ」

「ああ、そうだね。十年前の、ちょうどこの時期だっけ」

　秋兎は懐なつかしむような目を街路の桜に向けた。

　その横顔を、俺は見下ろす。

　秋兎はチビだ。１６０センチもない。先週の身体測定の時に、「やったよ！　身長が１６０センチになったよ！　四捨五入すればだけど……」と言っていたのを思い出す。制服の袖そでは、今でも余り気味だ。

　顔立ちは、身長に見合っている。つまりは、童顔だ。小学校の頃ころから、たいして変わっていない。

　童顔ではあるが、美少年にはほど遠い。ぼさぼさ気味の髪とシャレっ気のないメガネが、パッと見の印象を重ったるくしてる。実に、[image: 冴]さえない。

　自惚うぬぼれでもなんでもなく客きやつ観かん的てきな事実として、俺のほうが圧倒的にイケメンだ。

　にもかかわらず、モテるのは俺ではなく秋兎のほうなのである。

　でもって、秋あき兎とに思いを寄せる女の子たちは、皆、ギャルゲ的な──現実にはちょっとありえないような要素を持ち合わせている。

　ギャルゲ的な因果を招き寄せる、あるいは生み出す原因になってしまっているのだ。渡わた会らい秋兎という一個人が。そんなふうに解釈するしかない。

（んで、俺おれもその因果に囚とらわれちまった一人ひとりってわけだ）

　俺に与えられたのは、『ギャルゲ主人公の男友達』というポジションだが、森もり崎さきは？

　森崎のポジションは、なんになるのだろう？

「春はると出会って、もう十年になるんだねぇ。でも、急にどうしたんだい？」

「いや……なんとなく、な。おまえと出会って友達になってなかったら、今いま頃ごろ、俺、どうなってたのかなって」

　秋兎と友達になっていなかったら、あるいは秋兎との付き合いを断たっていたら、可愛かわいい彼女の一人や二人ふたり、できていたのだろうか。二ふた股またなんてかけるつもりはないけどさ。

　でも、それは無意味な仮定だ。

　秋兎と出会っていなかったら、友達になっていなかったら、俺はここにはいなかったかもしれない。いられなかったかもしれない。

　俺にとって、秋兎は親友であると同時に恩人だ。秋兎との付き合いを断つという選択肢は、俺にはない。

「春がどうなっていたかはわからないけど……少なくとも僕は、春と友達になっていなかったら、今みたいに毎日楽しく過ごせていないんじゃないかな。ありがとう、春。春のおかげで、僕は幸せだよ」

　秋兎は俺を見て、その[image: 冴]さえない顔に無邪気な笑えみを浮かべた。

「よせよ。恥ずいだろ」

　秋兎の顔をまともに見ていられずに、俺はそっぽを向いた。

　昔からこうだ。

　今みたいな恥ずかしい台詞せりふを、秋兎は平然と口にする。

　他人に対する好意を、屈託のない笑顔えがおと言葉で、いともあっさりと表現してしまう。相手の性別を問わず、だ。

　……バイって意味じゃないぞ。一応、な。

　秋兎の笑顔には、なんというか、こう、人を救う力があると、俺は思っている。

　大げさに聞こえるかもしれないが、秋兎に笑顔を向けられると、ああ俺は生きていてもいいんだ、ここにいてもいいんだ……と、そんなふうに思えるんだ。

　俺は秋兎に救われた。日々、救われている。

　まあ秋兎がモテるのはギャルゲ体質だからってだけじゃなく、この好意を隠さない性格のせいでもあるんだろう。

「あー、おっせえな。ちえり」

　話題を変えるために、俺おれは待ち人の名前を口にした。

「しょうがないよ。ちぃはチビだからね」

「おまえが言うなって感じだけどな」

「僕はチビじゃないよ。ただちょっと、日に本ほんの男子高校生の平均身長に足りていないだけさ」

「それをチビって言うんだよ」

「あ、きたよ」

　秋あき兎とが指差した先──横断歩道の向こう側に、走る少女の姿が見えた。

「走ってるな」

「走ってるね」

「こけるよな」

「こけるね」

　走りながら俺たちのほうへと顔を向けた少女は、その小さな顔いっぱいに笑えみを浮かべて──。

「にゃっ」

　こけた。

『……』

　俺も秋兎も、なにも言わない。助けにもいかない。

　なぜならそれは、ごくごくありふれた日常の光景だからだ。

　俺がちえりと呼び、秋兎がちぃと呼んだその少女。

　椎しい名なちえりは、秋兎の幼おさな馴な染じみだ。つまりは、俺にとっても幼馴染みということになるわけだけれど。

　付き合いの長さでいえば、秋兎のほうが六年ちょっと、長い。

　秋兎とちえりは家が隣となり同士で誕たん生じよう日びが一日違い。両親同士が親友ということもあって、ふたりの付き合いは人生の始まりから今日きように至るまで途と切ぎれることなく続いている。さながら家族のように。

　秋兎を毎朝起こしにくる幼馴染みが、ちえりだ。

　秋兎のギャルゲーのような境遇に於おけるヒロイン第一号が、ちえりだ。

　ちえりはすっくと立ち上がると、何事もなかったかのように横断歩道を渡って俺たちの前までやってきた。

「おっまたせー」

　ちえりの容姿を一言で表現するのなら、

『可愛かわいい』

　二言で表現するのなら、

『ちんまくて、可愛かわいい』

　が、適切だろう。

　椎しい名なちえりは、可愛い。

　くりくりした大きな目が、可愛い。

　まるっこい頰ほおのラインが、可愛い。

　鼻も耳も唇も、ちえりの顔を構成しているパーツは、全部、可愛い。

　椎名ちえりは、ちんまい。

　どの程度ちんまいかといえば、制服を着ていなければ小学生にしか見えないぐらいにちんまい。

　制服を着ていたとしても、ランドセルを背負わせようものなら、やっぱり小学生にしか見えないだろう。

　ちんまくて、可愛い。

　ロリ可愛いと言い換えてもいい。

　そんなロリ可愛いちえりの顔を、俺おれはまじまじと見つめる。

　転んでぶつけた鼻の頭が少し赤い。

　幼おさな馴な染じみに加えてロリという属性を持つちえりは、その上さらに、ドジっ娘こ属性すらも兼ね備えている。

　今し方こけたのも、ドジっ娘属性の症状の一つというわけだ。

　走れば、まずこける。

「髪留め、歪ゆがんでんぞ」

　俺は、俺の胸よりも低い位置にあるちえりの頭に手を伸ばし、猫の顔の形をした髪留めを直してやった。

「ありがと、春はるくん」

　えへへ、と無防備に笑うちえりに、俺は挨あい拶さつをした。

「おはよう、ちえり」

　駅の前で、俺と秋あき兎とはちえりを待っていた。

　駅といっても、電車に乗るわけじゃない。俺たち三人が通う学校──明みよう神じん学がく園えんは、徒歩圏内にある。

　俺の家からは徒歩で十五分、秋兎とちえりの家からは二十分といったところだ。自転車を使えば早いが、小学校時代からの流れで、俺たち三人は徒歩通学を続けていた。

　小学校の六年間、中学校の三年間、そして今も、俺たち三人は同じ学校に通っている。

　駅前は、俺と秋兎・ちえり組との合流地点だ。今日きようはちえりが忘れ物を取りに引き返していたおかげで『組』じゃなかったけどな。

「おはよっ。ごめんねぇ、忘れ物しちゃって」

「ちえりが忘れ物をするのはいつものことだから驚おどろきもしないが、鞄かばんを忘れるのはさすがにどうかと思うぞ。なにしに学校に行くんだって感じだ」

「それはもちろん、お弁当を食べるためだよっ」

　足を肩幅に、左右の拳こぶしを腰に当てて、ちえりは身長に似合わず立派な胸を張ってみせた。

　そう。胸だけはちんまくなかったりするのだ。ちえりは。所謂いわゆる、ロリ巨乳ってやつだ。

「その弁当だって、鞄に入ってるんだろうに」

「だから、思い出せたんだよ」

「ああ、なるほどな」

「でねでね、秋あきくんてば、ひどいんだよ」

　ちえりは膨ふくれっ面つらになって、その顔を秋あき兎とに向けた。

「私がお弁当を忘れてることに気づいてたのに、教えてくれないんだもん」

「いや、いつ気づくのかなーって」

「ニヤニヤしながら見てたわけか」

　うん、と秋兎は悪びれもせずに頷うなずいた。

「秋くん、ひどいよ～。いじわるだよ。いじめっ子だよ～」

　ちえりの非ひ難なんに、秋兎は「あはは」と無邪気な笑えみを返す。

　これもまた、いつもの光景だ。いつものやりとりだ。

　秋兎はたしかにいじわるでいじめっ子だ。ちえり限定で、だけどな。

　頭に大がつくお人ひと好よしで、人を傷つけることはしないし言わない秋兎が、ちえりに対してだけは、いじわるやいたずらをすることがある。

　それは、秋兎にとってちえりが家族も同然の存在であることの証しよう左さに外ならない。ちえりがいちいちいいリアクションをしてくれるからってのも、もちろんあるだろうが。

「あんまりいじめてやるなよ」

　一応、助け船を出しておく。

「だってほら、ちぃをいじめるのは僕の日につ課かだから」

「秋くんの悪あく魔ま！」

「僕は悪魔じゃないよ。歴れつきとした人間だよ」

「普通の人間は宇宙人やら異世界人やらと友達になったりはしないけどな」

「んー……」

　秋兎は困り顔で後頭部を搔かいた。

「僕はごく普通に生きてるつもりなんだけどなー」

　たしかに、秋兎の素行は至って普通だ。普通に生きていて普通ではありえないような女の子たちに関かかわってしまうのだから、普通じゃない。

「エンディングを迎えたら、普通に生きられるようになるんじゃないか？」

「エンディング？」

「いや、なんでもない……行こうぜ。遅刻しちまう」

　俺おれはふたりに背を向けて、歩き出した。

「そうだね。急ごう」

「待ってよ、春はるくーん」

　幼おさな馴な染じみコンビがついてくる。

　振り返らなくても、わかる。

　ちえりはもう頰ほおを膨ふくらませてはいない。笑っている。

　根本的に、椎しい名なちえりという女の子は、秋あき兎とが隣となりにいるだけで幸せなのだ。笑顔えがおになってしまうのだ。

　そして、その笑顔は──秋兎に向けられる笑顔は、ただでさえ可愛かわいいちえりの、一番可愛い顔だ。

　だから俺は、ちえりの一番可愛い顔を真っ正面から見たことは、ない。




　秋兎のギャルゲーみたいな人生に於おけるちえりのポジションは、これはもう間違いなく、メインヒロインだろう。

　幼馴染みは、強い。

　なら、森もり崎さきは？

　森崎由ゆ布う子このポジションは、なんになるのだろう。




　学校に着くなり、俺は秋兎の下げ駄た箱ばこをチェックした。

（ラブレターらしきものは……ないな）

　森崎が本当に秋兎に告白しようとしているとして……その場所は、まず間違いなく彼女が予行演習をしていた旧校舎の裏だろう。そして、秋兎を呼び出す手段として、森崎はラブレターを使うはずだ。

　どちらかというとおとなしい性格である森崎が、面と向かって秋兎を呼び出すとは思えない。告白のその時まで、なけなしの勇気を溜ためているはずだ。

「春……なにしてるの？　僕の上うわ履ばきを持ち上げて……」

「いや、おまえの下駄箱に危険がないかと……」

「普通、下駄箱に危険なんてないから……」

「油断するな、秋兎。下駄箱は危険だぞ？　画が鋲びようとか仕掛けられてたらどうすんだ」

「うちの学校にそんなことする人いない……と思うけど」

「ああ。だが、絶対にないとは言い切れないだろ？　俺は万が一にもおまえに怪け我がなんてしてほしくないんだよ」

　秋あき兎との男子にしては白い頰ほおを、俺おれは掌てのひらでそっと包み込んだ。

「春はる……そんなに僕のことを……」

　俺を見上げる秋兎の目は、熱あつく潤うるんでいた。

「秋兎……」

「春……」

　見つめ合う瞳ひとみが距きよ離りを縮ちぢめていく。互いの吐息すら感じるほどに。

「って、なんで朝っぱらからＢＬ時空を展開してんだよ俺らはっ！　危うくキスするところだったじゃねーか！」

「春が僕のことを大好きとか言うから……」

「言ってねぇ！」

「じゃあ、春は僕のことが嫌いなの？」

「いや、嫌いってことは……」

「僕は、春のこと大好きだよ？」

「な……っ!?」

　屈託のない笑顔えがおで言われて、俺はおもいっきりたじろいでしまった。

　男に好きと言われて引いたというのももちろんあるが、それだけじゃない。ちょっと嬉うれしいと思ってしまった自分に、戸惑ってしまったのだ。

「お、俺だって、おまえのことは好きっつーか、好きじゃなかったら、とっくに付き合ってねーし……だな」

「嬉しいよ、春。僕たち、相思相愛だね」

　秋兎が俺の手を取って微笑ほほえんだ。

「きゃーっ！」

　悲鳴をあげたのは、俺じゃない。

　いや、悲鳴というより歓声か？

　なんにせよ、助かった。

　危うく、秋兎の相思相愛宣言に「ああ」と頷うなずいてしまうところだった……。

（で、誰だれだ？　今の声は）

　視し線せんを巡らせてみても、声の主を特定することはできなかった。

　俺たちを見ているのは、一人ひとりや二人ふたりじゃなかった。

　どん引き、困惑、蔑さげすみ、好奇……表情は様々だ。

（ただでさえモテないってのに、この上ホモ疑惑までかけられちまったら、俺の高校生活おしまいじゃねーか！）

　同性愛を批判するつもりも差別するつもりもないが、俺が望んでいるのは至ってノーマルな恋愛なんだよ。

「秋あきくんと春はるくんは、本当に仲良しさんだねぇ。妬やけちゃうなぁ」

「あのなぁ、ちえり……ん？」

　ひだまりのような微笑ほほえみを浮かべるちえりの隣となりに、いた。

　彼女が。

「森もり崎さき……」

　森崎由ゆ布う子こが、そこにいた。

　森崎由布子がどういった容姿の持ち主であるかを説明するのは容易である。一言で描写できる。

　普通、だ。

　ブス……は言葉が悪いか。不美人の範はん疇ちゆうからはきっちり逃のがれているが、かといって美少女というわけでもない。

　秋あき兎と絡みの女の子たちが軒のき並なみとんでもない美少女揃ぞろいだったせいか、俺おれの中で美少女のハードルが上がりすぎてるってのは、あるかもしれない。それでも、森崎由布子のランクは普通だ。顔面偏差値でいえば60前後ってところか。

　髪は、おそらくは染めたことも脱色したこともないと思われる、自然な黒。肩の少し先まで、まっすぐ伸びている。艶あでやかってほどでもないけれど、清せい潔けつ感かんはちゃんとある。

　特筆すべき点があるとすれば……あとは、せいぜいメガネか。いっそ牛乳瓶の底みたいなぐるぐるメガネでもしててくれたらキャラが立っただろうに、生憎あいにくと森もり崎さきのメガネは極めて普通の縁ふちなしタイプだった。
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（ん……？）

　特徴のないメガネの少し下、小ぶりな鼻のまわりに、うっすらとそばかすが見えた。

　これは、新たな発見だ。今まで、森崎の顔をまじまじと見たことなんてなかったからな。

　とはいえ、せっかく（？）のそばかすも、特徴と呼べるほどの存在感はない。なにせ、今まで気づかなかったぐらいだからな。

　つくづく、森崎由ゆ布う子こには特徴がない。

　特徴がないのが特徴。ジ○カスタムか。

「み、南みな代しろくん？」

　森崎の口から、俺おれの名前が出た。

　ああ、声はちょっと可愛かわいいかもしれない。

「お、おはよう？」

　疑問系で挨あい拶さつされてしまった。が、これは無言でガン見していた俺が悪い。森崎の表情には、明らかな怯おびえの色が見て取れた。

「あ、ああ。おはよう、森崎」

「おはよう、森崎さん」

　俺に続いて秋あき兎とが挨拶すると、森崎の顔にさっと赤みが差した。

「おはよう……ございます。渡わた会らいくん」

　俺に対する挨拶よりも丁てい寧ねいだった。

（緊きん張ちようしているな、森崎……）

　普段ふだんの森崎は、俺に対しても秋兎に対しても朝の挨拶は「おはよう」で統一されている。

　今日きように限って、秋兎に対してだけ「おはようございます」になってしまったのは、昨日きのうの告白の練習によって、森崎の秋兎に対する気持ちがこの上もなく高ぶっていることの証明だった。

　一昨日おととい……いや、昨日の朝までは、森崎の態度に秋兎への恋心を感じさせるところはなかったように思う。

　森崎が上手うまく隠してきたのか、俺が鈍にぶかっただけなのか。

（いや、森崎がなにを考えているかなんて、ただの一度だって気にしたことなかったな……）

「ゆんちゃんも、秋あきくんと春はるくんのラブラブっぷり、羨うらやましいよねぇ」

　ちえりが森崎の腕に自分の腕を絡めて言った。

　見み慣なれた光景だ。

　森崎はちえりと仲が良かった。

　ちえりは友達が多いほうだが、一番仲が良いのは森崎だろう。

「う、うん。羨ましい……」

「きゃーっ、ってね。おっきな声出ちゃったもんね」

「う、うん……」

　森もり崎さきは耳まで真まっ赤かになってうつむいた。

　さっきの声はおまえだったのか、森崎……。

　まあ、ちえりとよく腐ふ女じよ子し受けしているマンガの話をしてたりするからな。腐女子っ気はそれなりにあるんだろう。

　森崎由ゆ布う子この数少ない特徴の一つと言える……か？

　ちなみにちえりのほうはなかなか重度のオタクで、コスプレが趣しゆ味みだったりする。作るのも着るのも、だ。

　それ系のイベントにも『相棒』と一いつ緒しよにちょくちょく参加していて、カメラ小僧どもにカリスマ的な人気がある。天然モノの、それも極上のロリだからな。ファンサイトまであるんだぜ？　……って、念のために言っとくが、俺おれが主宰してるわけじゃないからな。ブックマークはしてるけど。

「あ、あの……」

　森崎がなにかを言いかけたその時、予よ鈴れいが鳴った。

「急ごうか」

「うんっ」

　歩き出した秋あき兎との隣となりに、すかさずちえりが並んだ。

　俺は森崎を見た。森崎は秋兎とちえりの背中を見ていた。

　森崎はさっき秋兎になにを言おうとしたのだろうか。

（放ほう課か後ご、旧校舎の裏に来てください……か？　まさかな……）

　ちえりがいるこの場面で、さすがにそれはないだろう。

「俺たちも行くか、森崎」

「う、うん」

　きっと、ただの世間話だ。ということにして、俺は秋兎とちえりのツーマンセルに続いた。

「み、南みな代しろくん」

　森崎が俺を呼び止めた。……だけじゃない。ブレザーの袖そでをつかまれていた。それも、かなりしっかりと。

　振り向くと、森崎と目が合った。その目は、真剣そのものだった。ある種の覚悟が窺うかがえた。

「放課後、旧校舎の裏で待ってます」

　きた。

　恐れていた事態が、現実になってしまった。

　呼び出されてしまった。旧校舎の裏に。彼女が告白の練習をしていた場所に。

　あれ？

　でも、なんで俺おれ？

　秋あき兎とじゃなくて？

「か、必ず来てください。お願ねがいします」

「ちょ……」

　森もり崎さきは俺の返事を待ってはくれなかった。逃げるように、秋兎とちえりの後を追っていってしまった。

　一人ひとり取り残された俺は、しばしその場に呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、危うく遅刻しかけたのだった。




　森崎が俺を呼び出した理由を考えてみる。

　第一の可能性。俺に秋兎の呼び出しを頼もうとしている。

　第二の可能性。森崎が好きなのは、実は秋兎じゃなくて俺だった。

　パッと思いついたのは、この二つだ。

　第一の可能性は……まずないだろう。無む駄だに回りくどいだけだ。

　第二の可能性は、さらにない。悲しいが、ない。秋兎と俺という二人ふたりの男子を前にして、女の子たちが好意を抱くのは、必ず秋兎のほうなのだ。まるでそれが世界の法則であるかのように、女の子たちは秋兎を好きになる。森崎だって例外じゃない。

　第三の可能性。森崎は実は人間じゃなくて……たとえば宇宙人とか異世界のモンスターとか、そっち系の存在で……俺を利用して秋兎の命を狙ねらっているとか？

　現実じゃありえない可能性がありえてしまうのが秋兎だ。

　でも……。

　昨日きのう聞いた森崎の告白は、本物だった。秋兎のことを好きだって気持ちが、痛いぐらいに伝わってきた。

　第三の可能性も、だから、ない。

　他ほかにこれといって思いつかないまま、昼休みを迎えることになった。




　秋兎にとってのメインヒロインはちえりだ、とは先にも述べたと思う。

　メインは、ということは、ヒロインは他にもいるということだ。それも、一人じゃない。

　メインではないヒロインたち。所謂いわゆる、サブヒロインというポジションだ。

　サブとはいえヒロインである以上、彼女たちには秋兎の恋人になる資格と可能性があった。いや、あるというべきか。

　なにしろ、秋兎にはまだ明めい確かくに恋人と呼べる存在はいないのだから。

　幽ゆう霊れい少女も、異世界のお姫様も、宇宙人の女の子も、秋兎と固い絆きずなで結ばれながらも恋人になることはなくそれぞれの帰るべき場所へと帰っていった。特殊すぎる女の子たちだったからな。幽霊少女なんて、死んでるしな。生まれ変わり、なんて荒技でも使わない限り、無理だ。

　が、サブヒロインは彼女たちだけじゃない。

　サブヒロインは、秋あき兎との周りに、現在いまもいる。

　その一人ひとりが、鶴つる木ぎ美み汐しおだ。

　秋兎を含めて、クラスの連中は彼女のことをこう呼ぶ。

　委員長──と。

　それは、彼女の肩書でありあだ名だ。

　もっとも、ウチの学校ではクラス委員は各クラスに一人で、だから正しくは『長』じゃないんだけどな。畏い怖ふと畏敬の念を込めて、そこいらのクラス委員との格の違いを表すために、委員長と『長』を付けて呼んでるってわけだ。

　その、クラスの──いや、同学年の誰だれもが敬うやまい畏おそれる委員長が、昼休み、秋兎に声をかけてきた。

　秋兎は学食でなにを食うかを俺と話していたところだった。

「渡わた会らい秋兎」

「よう、委員長」

　声をかけられた秋兎よりも先に、俺おれが応こたえていた。

　鶴木は──あ。

　クラスの連中に倣ならって俺も鶴木を委員長と呼んでいるが、心の中では普通に名字で呼んでいた。理由は後述する。

「話し中にすまんな、南みな代しろ。渡会を少し借りるぞ」

「ああ」

　俺は一歩下がって、秋兎の目の前のポジションを鶴木に譲ゆずった。

　ふわりと木の香りが鼻び孔こうをくすぐった。

　鶴木の家の香りだ。

　鶴木の家は古流の剣術道場をやっていて、鶴木本人も師し範はん代だいを務める腕前だ。

　剣道じゃなくて古流剣術ってあたりが、いかにもギャルゲ時空のキャラクターっぽい。

　当然、美人だ。

　可愛かわいいこと、美人であることは、ヒロインの前提条件だもんな。

　スタイルも抜群だ。スレンダーながらも出るところはしっかり出ていて、外見に関しては非の打ち所がない。

　成せい績せきも常に学年トップで教師からの信望も厚い……と、委員長キャラに必要な要素を完かん璧ぺきに兼ね備えている。まさに委員長の中の委員長、クィーン・オブ・委員長である。

　姿勢の良さにも、彼女の性格というか性質が表れている。

　いついかなる時も──少なくとも学校にいる間は授業中も休み時間も問わず──鶴木の背筋はまっすぐ伸びていて、歪ゆがみがない。

　その様はまるで一振りの剣つるぎのようで──。

　俺おれが心の中で彼女を委員長ではなく鶴つる木ぎと呼んでいるのは、だからだ。

「ん？　なんだ南みな代しろ、私の顔になにか付いているか？」

　鶴木が横目で俺を見た。

「あ、いや……」

　やべっ。またやっちまった。

「私の横顔に見とれていたのか？　なら仕方がないな。私は美人だからな」

　自分で言うか！

　でも、鶴木の場合、自じ画が自じ賛さんの台詞せりふですら様になって聞こえるんだよな。

「だが、女性の顔をまじまじと見るのは感心しないな」

　言いつつ、鶴木はメガネを軽く押し上げた。

　委員長らしく、鶴木はメガネをしている。

　レンズの下側にだけフレームが付いてる、いわゆるアンダーリムタイプのメガネだ。森もり崎さきのフレームなしメガネと比べると若干もっさりしているが、その分、存在感がある。ちゃんと属性になっている。見習えよ森崎。

「あ、ああ。気をつけるよ」

　うむ、と鷹おう揚ように頷うなずいて、鶴木は秋あき兎とに向き直った。

「渡わた会らい、進路希望調ちよう査さ票がおまえだけまだ提出されていない。期限は昨日きのうまでだ」

「あー……うん」

　曖あい昧まいに頷うなずいた秋兎は、なんともばつの悪そうな顔をしていた。

「提出していない理由はなんだ？　ただ忘れただけか？　それとも、進路に悩んでいるのか？　悩んでいるのなら、私に相そう談だんしろ」

「う、うん……」

　進路希望調査票……俺は渡されたその日に、『進学希望』とだけ書いてさっさと提出していた。

　明めい確かくになりたいものがあるとか学びたいことがあるってわけじゃない。真面目まじめに考えるのが面めん倒どうだったから、とりあえず進学希望にしておいたってだけだ。もっと真剣に考えなきゃいかんってことは、わかっちゃいるんだけどさ……。

　秋兎も同じ感じなんだろうか。いや、俺よりも真剣に考えてるからこそ、適当に書けないってことか。

「私に相談すれば、これ以上はないという幸福な進路を提案してやるぞ」

　鶴木はしなやかな人差し指をメガネに添えつつ不敵な笑えみを浮かべた。そして、秋兎の返答を待たずに、『幸福な進路』を口にした。

「私の婿むこだ」

　秋兎も俺も驚おどろかない。

「私の婿むこになれ。渡わた会らい秋あき兎と」

　それは、もう何度も聞いた──聞きき慣なれた、鶴つる木ぎの決きめ台詞ぜりふだったから。

「あの、委員長、だから、その件は……」

「まだ覚悟が決まらないのか？　私のなにが不満だというのだ」

「不満とか、そいうことじゃなくて……。そりゃ、委員長は美人だし頭も良いし、素敵すてきな女の子だと思うけど……」

「強くてスタイル抜群、が抜けているぞ」

「強くてスタイルも抜群で、とにかく、僕なんかには勿もつ体たいないよ……」

「なにを言うか。おまえはその強い私に勝った唯一の男なのだぞ？　おまえには私の婿になる資格がある」

　秋兎は剣の勝負で鶴木に勝ったことがある。異世界のお姫様とあれこれあった時に、秋兎は『あっちの世界』の勇者様に鍛きたえられて、強くなった。二度、俺おれは秋兎が剣を振るう姿を見たことがある。凄すごかった。俺の語ご彙いじゃあの凄さを正確に表現することはできないけれど、人にん間げん業わざじゃなかった。

　秋兎と鶴木が勝負をするに至った理由は、長くなるから、今語るのはやめておこう。

　とにかく、秋兎に負けて以来、鶴木はこうして事あるごとに秋兎に結婚を迫っているってわけだ。

　クラスの女子からこうもストレートに求婚されるなんて、普通、ないよな。

　重ね重ねになってしまうが、普通じゃありえないことが普通にありえてしまうのが、秋兎なのだ。

「あの、えーっと……ごめん、委員長！　僕、急いで学食に行かないと！　Ｓランチ、売り切れちゃうから！　一日限定二十食だから！　行こう、春はる！」

　秋兎が、逃げた。

「お、おう。じゃあな、委員長」

　逃げられ慣れている鶴木は、苦笑交じりに肩を竦すくめただけで、怒ったりはしない。

「急ぐのはかまわんが、廊下は走るなよ」

「ああ」

　秋兎に続いて教室を出たところで、俺は立ち止まり、振り返った。

　ちえりと森もり崎さきは……いないな。屋上か中庭かな。

　同じクラスにも別のクラスにも友達の多いちえりだが、昼はいつも森崎と一いつ緒しよだ。ふたりとも弁当派だから、学食にはまずこない。森崎と話す機き会かいはなさそうだ。顔を合わせたところで、近くに秋兎とちえりがいたんじゃ、話すに話せないけどな。

「春、どうしたの？」

　秋兎が戻ってきた。

「いや……」

「急がないと、Ｓランチがなくなっちゃうよ」

「おまえ、マジでＳランチ食う気かよ」

　Ｓランチは、美味うまいけど高いんだよなぁ。八〇〇円もするんだぜ？　飲み物代抜きで一食五〇〇円を超えちまうのは、高校生にはキツイ。

「鶴つる木ぎから逃げるための口実かと思ったぜ」

「口実だよ。でも、言っちゃったからには食べないと噓うそつきになっちゃうからね」

「それはまあ、そうだな」

　噓が嫌いなんだよな、秋あき兎とは。

「んじゃ、急ぐか」

　そして、俺おれと秋兎は学食へとやってきた。

「僕は定食の列に並ぶけど、春は？」

「あー、俺はパンにするわ」

「そっか。がんばってね」

「おう」

　パンの販売カウンターのほうへと向き直って、俺は軽いため息をついた。いつものことながら人が殺到している。定食類の注文カウンターのほうはちゃんと列になってるんだけど、パンのほうは列もなにもあったもんじゃない。おしくらまんじゅう状態だ。あそこに飛び込んでいってパンをゲットするには、それなりに覚悟と気合いがいる。

「さて、と……」

　首を回し、深呼吸を一つ。いざ突とつ撃げき──しようとしたところで、『先せん輩ぱい』の姿が目に入った。

　珍しいな、学食であの人を見かけるなんて。

「桜さくら子こ先輩」

　声をかけるかどうか、迷ったりはしなかった。

「あら、南みな代しろくん」

　顔だけを振り向かせた『先輩』が、俺を見てふわりと微笑ほほえんだ。微笑んでくれた。

　か、可愛かわいいっ。

　彼女──三みつ三み桜子先輩もまた、ギャルゲ時空の住人だ。つまりは、秋兎の恋人ヒロイン候補の一人ひとりである。

　ヒロインといっても、ちえりがメインヒロインである以上、桜子先輩も鶴木と同様、立ち位置としてはサブヒロインになるわけだけど……桜子先輩のヒロイン度は、かなり高い。鶴木よりも上だと、俺は思っている。

　まず、美人度に於おいて鶴木を凌りよう駕がしている。鶴木の顔面偏差値を75とするなら桜子先輩は80はあるだろう。

　桜さくら子こ先せん輩ぱいは圧倒的な美人でありながら、美形特有の冷たい感じがない。顔つきも表情もやわらかでたおやかで、なんというかもう、見ているだけで癒いやされる。しかも、巨乳だ。巨乳だ。大事なことなので二回言いました。

　いや、ちえりも鶴つる木ぎもけっこうな巨乳なんだが、桜子先輩はワンランク上の巨乳だ。服の上からでも大きさだけじゃなくやわらかさまで見て取れてしまうような、男なら誰だれしも「あの胸に顔を埋めて死にたい！」と思わずにはいられないような、そんな感じの巨乳なのだ。ブラボー、おお、ブラボー！

　……っと、興こう奮ふんしすぎた。巨乳を強きよう調ちようしてしまったが、桜子先輩の外見で一番目立っているのは、長い銀ぎん色いろの髪だろう。これがもう、実に綺き麗れいなシルバーブロンドで、ただでさえ美人の先輩の容姿に輝かがやきを与えている。

　ああ、別に桜子先輩は外国人でもハーフでもクォーターでもないぞ。生きつ粋すいの日に本ほん人じんだ。染めているわけでもない。

　桜子先輩の銀髪は生まれつきのもの……らしい。

　生粋の日本人でありながら、生まれついての銀髪。な？　ただ者じゃない感じ、するだろ？

　もちろん、桜子先輩はただ者じゃない。

　超能力者なんだ。桜子先輩は。

　手を使わないで物を動かす、いわゆるＰＫサイコキネシスの力を、物心つく前から使えたそうだ。桜子先輩の家系には時折、超能力者が生まれるらしく、銀色の髪は『力を持つ者』のしるしってことらしい。

「珍しいですね、先輩が学食なんて」

　桜子先輩がいつも昼をどこでなにを食べているのかなんて知らないけれど、少なくとも学食では見かけないな。

「うん。噂うわさのちくわメロンパンを食べてみたくて」

「ああ、あれっすか……」

　ちくわメロンパンは、読んで字の如ごとく、ちくわとメロンパンがフュージョンした代しろ物ものだ。具体的には、メロンパンの真ん中にちくわが丸々一本突き刺さっている。

　開発者の感性を疑わざるをえないが、これがどういうわけか人気商品になっていて、食べたくても食べられない難なん民みんが続出しているというのだから、世も末だ。

「南みな代しろくんは食べたこと、ある？」

「ないすね」

　俺おれは食べたこともないし食べたくもないが、食べたことのあるヤツによると、意外にイケるらしい。

「そっかー。ところで、秋あき兎とくんは一いつ緒しよじゃないの？」

「……」

　あっと言う間に話題が秋あき兎とのほうにいってしまった。

『彼女ヒロインたち』にとって、所しよ詮せん、俺おれは秋兎の添え物だ。いつものことだから、今更なんとも思わないけどな。……噓うそです。本当は、ちょっと悲しい。俺、桜さくら子こ先せん輩ぱいのファンだから。

「秋兎は定食のほうに並んでます」

「そっかー。私も定食にしようかなー。パン、買えそうにないし……」

　桜子先輩はおしくらまんじゅうの阿あ鼻び叫きよう喚かんを一いち瞥べつして、苦笑いを浮かべた。

　まあ、おっとりした先輩には難易度高いよな、あれは。

　力、使っちゃったらどうですか？　とはさすがに言えなかった。

　先輩がその気になったら、『力』で人波をかき分けるぐらい簡かん単たんなはずだ。

　でも、先輩は『力』を使うことを嫌っている。自分の『力』を忌き避ひしている。

　無理もない。先輩は、『力』で人を殺しかけたことがある。

　殺されかけたのは、他ほかならぬ秋兎だ。

　先輩は、中学時代の後半頃ごろから──所謂いわゆる、思春期の頃から、『力』が急に強くなって、自分でもコントロールできなくなってしまったそうだ。

　このままではいずれ『力』で誰だれかを傷つけてしまうのでは……と思い詰めていた時期に、先輩は秋兎と出会った。そして、色々あって……実際に秋兎は大おお怪け我がをしたわけだけれど、先輩は『力』をかなりコントロールできるようになった……らしい。

　完かん璧ぺきにってわけじゃないらしく、秋兎は今でもたまに先輩の特訓に付き合ってるみたいだけどな。

「俺、買ってきましょうか？」

「え？　悪いよ」

「自分のパン買うついでなんで、気にしないでください。それに俺、桜子先輩のファンですから」

「南みな代しろくん、優やさしいね。でも、本当にいいの？」

「武士に二言はありません」

　俺、武士じゃねえけど。

「なら、お言葉に甘えさせてもらおうかな」

「任せてください。ちくわメロンパン、十個もあれば十分ですか？」

「えっと、とりあえず、一個で……」

「了解っす」

　桜子先輩に向けてぐっと親指を立てつつ改めてカウンター前の混雑を見やり──俺は、その雄叫おたけびを聞いた。

「よっしゃあ！　ちくわメロンパンゲットおおおおおっ！」

　反射的に、俺は「うっ」と呻うめいていた。

　あの声は……。

「どけどけ、ガキども！　どかねぇと蹴けり飛ばしちまうぞ！」

　ぎゃあ！　ぐえっ！　ああん！　悲鳴とともに、数名の男子生徒が宙を舞まった。

（もう蹴ってるじゃねえか！）

　俺おれは心の中だけでツッコんだ。声に出したいところだけど、相手に聞こえようものなら、こっちの命にかかわるからな……。

　思わず身み震ぶるいしてしまった俺の目の前に、その人物は人の波をモーゼの如ごとく切り開いて現れた。

　相変わらずというかなんというか、デカい。

　目の前に立たれると、目つきの悪さも相あい俟まって威圧感がハンパない。

　身長は……たしか、１８０センチちょうどだっけ？　俺よりほんの１センチほど高いだけだが、もっと絶望的な差を感じる。

　デカいのは背だけじゃない。今は両腕いっぱいに抱えられた大量のパンのおかげで見て取れないが、胸もデカい。ちえりや鶴つる木ぎを凌りよう駕がし、桜さくら子こ先せん輩ぱいにも匹敵する巨乳である。つまり、その人物とは女性なのだが、ウエストは胸のサイズに反比例して細く、それはもう見事なモデル体型を誇っている。

　しかも、美人だ。目つきの悪さを差し引いてもなお、顔面偏差値は70を余裕で超えている。

　ただし、服装はひどい。安物と一目でわかる薄うすっぺらなパンツに、男物のワイシャツ。ワイシャツのほうはよれよれな上に裾すそがパンツから半分出ている。ファッションとして着崩しているわけじゃなく、だらしないだけだ。

　教師とは思えない。

「ん？　南みな代しろか」

　いかん。目が合ってしまった。

「せ、先生……」

　彼女──茉ま莉り香か・ナイチンゲールは、遺い憾かんなことに、うちのクラスの担任だったりする。

「おまえもちくわメロンパンを買いにきたのか？」

「えーっと……あの……はい」

「そうか……ふふっ、それは残念だったな」

　偉大なナースと同じ姓を持つ女教師は、不敵に笑えみつつ、頰ほおにかかっていた髪を軽く首を振って払いのけた。

　肩口まである彼女の髪の色は、父方の血を色いろ濃こく受け継いだ、見事な金きん色いろだ。

　茉莉香・ナイチンゲール教きよう諭ゆは、イギリス人と日に本ほん人じんのハーフなのである。

　愛称は、『マリちゃん』あるいは『マリちゃん先生』だが、

「ちくわメロンパンは、アタシが買い占めさせてもらったぞ」

「……でしょうね」

　マリちゃんが抱えている十数個のパンは全部ちくわメロンパンだ。買い占め行為が行われたことは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「欲しいか？」

「欲しいと言ったらくれるんですか？」

「ハンッ。寝言は寝て言えよ、南みな代しろ」

　鼻で笑われてしまった。

「教師が特定の生徒におごるなんて、問題だよなぁ？」

「生徒向けに販売されているパンを教師が買い占めてしまうほうが問題だと思いますけどね」

　ちっちっちっ、とマリちゃんは舌を鳴らした。両腕が塞ふさがっていなかったら、人差し指を振っていたことだろう。

「力ずくで、が抜けてるぞ。南代」

「大問題だ！」

　誰だれかこの暴ぼう力りよく教師をクビにしてくれ。

「で、どうする？　南代」

「なにがですか」

「どーしても欲しいなら、売ってやらんこともないぞ。……一個一〇〇〇円でな」

「高っ！」

　人気のパンもそうでないパンも、学食のパンの値段は一律一〇〇〇円だ。

　一〇〇〇円って、十倍じゃねえか！

「おまえらも、欲しけりゃ売ってやるぞ！　一〇〇〇円だ！」

　マリちゃんは学食中に響ひびく大だい音おん声じようで、転売を宣言した。

　ぼちぼちわかってもらえたかと思うが、我がクラスの担任、茉ま莉り香か・ナイチンゲール教きよう諭ゆは、『型破り先生』キャラだ。もっと端的に言えば、ヤンキー先生だ。

　実際に、学生時代のマリちゃんは、暴ぼう走そう族ぞくの頭を張っていたらしい。……らしいじゃないな。俺おれは、マリちゃんが電話一本でかつての仲間を呼び集める様を見たことがある。三〇〇人は軽く超えていたと思う。集まったみなさんは、誰も彼もいかにもな雰囲気を漂わせていらっしゃって、すっげー怖かった。

　マリちゃん、恐るべし。

　ただ、この手のキャラのお約束として、生徒からの人望は意外とあったりするんだ、これが。

　その証拠に、さっき蹴けり飛ばされていた男子生徒たちは、どいつもこいつもどこか幸せそうな表情で床に転がっている。

　……人望関係ないな。

　いや、転がってる奴やつらはともかくとして、学年を問わず、特に女子生徒から信頼・敬愛されてるってのは、たしかだ。

　俺おれも、マリちゃんのことはなんだかんだで嫌いじゃない……ってか、けっこう好きだけどな。

　カッコよかったもんな。思い出すぜ、去年の文化祭。

　あの時、マリちゃんががんばってくれなかったら、今いま頃ごろ、俺たちの高校生活は、窮きゆう屈くつで息苦しいものになっていただろう。

　そんな、かつては三〇〇人超のいかつい兄貴たちを従え、今は生徒から慕われている、カリスマヤンキー先生のマリちゃんだが、さすがにちくわメロンパンを一〇〇〇円で買おうって奴はいなかった。

「なんだなんだてめぇら！　アタシのちくわメロンパンが要いらないってかよ!?　買えよ！　大赤字じゃねーか！」

　初めっから転売目的で買い占めてたのかよ。

　つくづく、思う。

　やっぱあるよな、ギャルゲ時空。

　でなきゃ、マリちゃんみたいな先生、絶対にクビになってるもんな。

「先せん輩ぱい、すんません。あんな感じなんで、ちくわメロンパンは諦あきらめてください」

　俺は桜さくら子こ先輩を振り返って、両手を合わせた。

　先輩のためとはいえ、悪に屈するのはごめんだ。

「う、うん」

「ん？　三みつ三みもいたのか。相変わらず乳デケーな。揉もませろよ」

　俺の後ろにいた桜子先輩に気づいたマリちゃんが、美び貌ぼうに似合わない下品な笑えみを浮かべて言った。

「こ、こんにちは、ナイチンゲール先生」

　先輩は笑顔えがおで挨あい拶さつの言葉を口にしつつも、両腕で胸を隠して軽く身を捩よじっていた。

「先生、両手塞ふさがってますよね」

「ああ、そういやそうか。チッ」

　俺の指摘に、マリちゃんは盛大に舌打ちした。

　本気で揉む気だったのかよ。

「あ、あの、私、定食にしますね」

　桜子先輩が、逃げた。

　賢けん明めいな判断だ。

　マリちゃんは、男女問わずセクハラ大好きだからな。

　俺も何度後ろからいきなり尻しりを触られたことか……。

「あのデカ乳、いつか揉みしだいてやる……と、南みな代しろ」

「はい？」

「ウサ子こは一いつ緒しよじゃないのか」

「一緒ですよ。定食を注文しにいってます」

　マリちゃんの言うウサ子ってのは、秋あき兎とのことだ。

　秋兎の『兎うさぎ』の字を取ってウサ子ってわけだ。断じてお団子頭のセーラー戦士のことじゃない。

　マリちゃんもまた、秋兎にとっては攻略対象のヒロインの一人ひとりだと、俺おれは思っている。秋兎に攻略する気があるかどうかはともかくとして、マリちゃんにはヒロインとしての素養が、十分すぎるほどに備わっている。

　マリちゃんがかつての仲間を大勢呼び集めた、まさにその一件で、秋兎は活かつ躍やくした。マリちゃんと三〇〇人の元ヤンたち（現役っぽい人もたくさんいたけど）のピンチを救ったのだ。

「ウサ子に伝えておけ。ちくわメロンパンが欲しかったら、アタシんトコへ来いってな。ウサ子なら愛の特別価格、五〇〇円だ」

　以来、秋兎はすっかりマリちゃんに気に入られていた。

「それでも五倍ですけどね！」

　俺のツッコミに「カッカッカッ！」と黄こう門もん様のような笑い声を返して、マリちゃんは学食を出ていった。

「ったく……」

　鶴つる木ぎといい桜さくら子こ先せん輩ぱいといいマリちゃんといい……。

　濃こいよな。

　幽ゆう霊れい少女や異世界のお姫様や宇宙人少女がいなくなった今でも、秋兎の近くにはこんなにも濃い女の子が揃そろっているのだ。

「かないっこねぇよ、森もり崎さき……」

　ため息交じりに呟つぶやいた俺の視し線せんの先では、定食のトレイを持った秋兎と桜子先輩が、楽しげに笑い合っていた。




　昼休みが過ぎ、午後の授業が終わり──放ほう課か後ごになった。

　森崎が俺を呼び出した理由は、わからないままだ。

　今更、考えても仕方がない。

　約束の場所──旧校舎の裏に、森崎はいた。

「早いな」

「私、今週は掃除当番じゃないから……」

「そっか。俺はトイレ掃除だった」

　トイレといっても、来らい賓ひん用ようだけどな。

　うちの学校、生徒用のトイレは業者が入るのに、なぜか来賓用のトイレは生徒が掃除することになっている。

「お、お疲れさま……です……」

　会釈っぽく頭を下げた森もり崎さきは、そのまま黙だまり込んでしまった。

「黙ってないで、用件を言ってくれ。ここは寒い」

「う、うん……」

　頷うなずきはしたものの、森崎は上うわ目め遣づかいに俺おれを見たり視し線せんを外したりを繰くり返すばかりで、用件を言おうとはしない。

　仕方ない。初球はこちらから投げるか……。

「秋兎のことだろ？」

　ビクッと肩を震ふるわせて、森崎は顔を上げた。

　別段、細くもパッチリしているわけでもない目を見開いて、森崎は俺をまっすぐに見た。

「南みな代しろくん」

　覚悟の決まった表情だった。

「昨日きのう、ここで聞いたことを、誰だれにも言わないでほしいの」

　ああ。

　そうか。そういうことか。

「気づかれてたんだな、俺」

　森崎はコクリと頷いて、一本の木を指し示した。

　紛れもなく、それは昨日俺が身を隠していた木だった。

　慎重に気配けはいを殺したつもりだったが、まあ、俺は忍者じゃないしな……。

「南代くんだよね？　昨日、いたの」

「疑問系ってことは、姿まではっきり見たわけじゃないのか」

「うん。でも、南代くんだよね？」

「ああ。でも、なんで俺だって思ったんだ？」

「南代くん、放ほう課か後ご、よくここに来てるから……」

「誰から聞いたんだ？　それ」

　俺が放課後この場所で孤独に浸ひたっていることは、誰も知らない……はずだ。

「誰からも。何度か見かけたことがあるから……」

「つまり、森崎もちょくちょくここに来てたってことか」

　森崎は頷いた。

「全然気づかなかったぞ……」

「私、忍者の末まつ裔えいなんだ」

「マジかっ!?」

「えっ？」

「えっ？」

　見つめ合い、理解する。

「冗じよう談だんか……」

「う、うん……」

　まあ、冗談だよな。普通は。

「あ、あの、なんかごめんなさい……」

「い、いや、今のは俺おれが悪い」

　森もり崎さきは軽くボケただけだ。悪くない。

「なんつーか、秋あき兎との周りには、特殊な人間が集まりやすいっつーかさ……だから、その、真に受けちまった」

　森崎が軽く息を吞のんだのは、秋兎の名前が出たからだろう。

　話を本題に戻すとしようか。

「森崎は、秋兎のことが好きなんだな」

　森崎は顔を真まっ赤かにして頷いた。

「告白の練習だよな、あれは」

　森崎は、今度は、頷うなずかなかった。

「違うのか？」

　森崎は、答えない。

　あれが告白の練習じゃないというなら、では、なんだったというのだろう。

　そもそも、森崎は俺が隠れていることに気づいていながら、なぜ秋兎への好意を叫んだのだろう。

　叫んだ後に気づいたのか。気づいていて、あえて叫んだのか。

　後者なのだとすると、森崎は……。

「告白する気はないってことか」

　森崎は少しの間の後で頷いた。

　そうか。そういうことか。

　秋兎に気持ちを伝えるつもりは、森崎にはなかった。

　ただ、森崎由ゆ布う子こが渡わた会らい秋兎を好きだという事実を自分一人ひとりの胸に秘めておくことが、苦しくてたまらなくなった。

　言葉にして解き放ちたかった。誰だれかに聞いてほしかった。

　その時、たまたま俺がそこにいた……。

　森崎にとって、つまり、あれは儀ぎ式しきだったのだ。

　秋兎を、諦あきらめるための。

「渡会くんには、ちえりちゃんがいるから……」

　秋あき兎ととちえりは別に付き合ってるわけじゃない、と言ったところで意味なんてないだろう。

　秋兎とちえりは付き合ってるわけじゃない。それは事実だ。そして、秋兎は異常なほど女の子に縁えんがある。

　それでも、どれだけ美少女に囲まれても、秋兎が最後に選ぶのはちえりなのだ。秋兎を主人公にした物語のメインヒロインは、椎しい名なちえり以外にはありえないのだ。わかりきっている。

　諦あきらめるな、なんて。

　チャンスはある、なんて。

　口が裂けても言えない。

　なのに、俺おれは、言っていた。

「諦めるのかよ」

　自分のことは棚に上げまくって。

「たいしたことないんだな、森もり崎さきの気持ちは。告白もせずに諦められるんなら、マジ、その程度だったってことだよな。偽物だよ、偽物」

「そんな……こと……っ」

　森崎はさして大きくもない目をいっぱいに見開いて、俺を見た。

　その目に涙が浮かび、満たされ、あふれた。

　森崎は、きっとこう言おうとしたのだろう。「そんなことない」と。

　自分の秋兎への気持ちは本物だと、決して偽物ではないと、そう言いたかったのだろう。

　でも、言えなかった。

　告白せずに諦めようとした事実が、言葉を吞のみ込ませたのだ。

　でもな、森崎。俺は知ってるぞ。

　おまえの秋兎を好きだって気持ちは、偽物なんかじゃない。

　痛いぐらいに伝わってきたんだ。

　おまえのあのエア告白は、秋兎には届いていなくても、俺にはたしかに届いたんだ。

「諦めんなよ。結果なんて、わかんないだろうが」

　やめろ！

　心の中で、俺は自分に向けて叫んだ。

　森崎を煽あおって、それでどうするつもりなんだ、俺は。

　結果がわからないなんて、噓うそだ。

　秋兎が森崎を選ぶことはない。森崎の恋は実らない。

　誰だれよりも、俺がそれを知っている。

　秋兎を諦めようとしている森崎は、正しい。森崎の決断を、俺は支持するべきだ。

　それなのに、俺は。

　俺の口は、真ま逆ぎやくの言葉を吐き続けた。

「そりゃあ、秋あき兎とにはちえりがいるよ。今はまだ幼おさな馴な染じみってだけだけど……そのうち、付き合うとかそういうことになるだろうさ。でもな、今は……今はまだ、ただの幼馴染みなんだよ、あのふたりは。秋兎は、まだ誰だれとも付き合っちゃいないんだよ。今なら、まだ……可能性はあるんだよ。森もり崎さき。おまえにだって、可能性はあるんだよ！」

　声がだんだん大きくなっていってるのが、自分でもわかった。

　なに興こう奮ふんしてんだよ、俺おれ。

「でっ、でも……っ」

「そりゃあ、高い可能性じゃねえよ」

　口だけじゃなく、手まで勝手に動いた。

　俺は両手で森崎の肩を、けっこうな力でつかんでいた。

「秋兎は、モテる。もし……もし万が一、秋兎がちえりを選ばなかったとしても、秋兎のことを好きって女子は、おまえだけじゃない。鶴つる木ぎとか三みつ三み先せん輩ぱいとか……マリちゃんだって秋兎を気に入ってる。すげぇ美人ばっかりだ。地味な森崎は、そりゃあ不利だよ」

　女の子に向けて地味とか。我ながら最低だな、とは思った。

　でも、俺の口は止まらなかった。

「秋兎は、あいつは、ギャルゲーの主人公みたいなもんだ。わかるか？　ギャルゲー」

　森崎は涙に濡ぬれた目をぱちくりさせた。

　そりゃあ、この状況でいきなりギャルゲーなんて単語が出てきたら、驚おどろくよな。

　言った俺自身、どん引きしてるんだから。

「お、女の子とエッチなことするゲーム……のこと……だよね？」

「そりゃエロゲだっ！　あえてその名称を使わずにいたってのに、台無しだよ！」

「ご、ごめんなさい……」

「いや、謝あやまるな。俺が悪い」

　落ち着け、俺。

　俺、落ち着け。

　一度、大きく深呼吸をする。

　……少し、落ち着いてきた。

　自分の暴ぼう走そうを悔いつつも、ここまで言ってしまったら、後戻りはもうできなかった。

「ギャルゲーってのは、要するに恋愛シミュレーションゲームだ。おまえの解釈で、まあだいたい合ってるよ」

　ギャルゲーとエロゲの区分。エッチシーンの有無というのは非常に大きな差であるわけだけど……今は、いい。

「とにかく、秋兎をギャルゲーの主人公とするなら、ちえりはメインヒロインだ。鶴木や三三先輩はサブヒロインのポジションだ。マリちゃんは微妙だけど……でも、まあ攻略対象にはなるのかな、一応」

「う、うん」

　森もり崎さきは頷うなずいてはいるが、わかっちゃいないだろうな。

「森崎、おまえのポジションはちえりの友達だ。残念ながらそれ以上でも以下でもない。立ち絵があるかどうかすらあやしい、モブキャラだ。モブ子こさんだ」

「モ、モブ……？」

「モブ子さんには望みがない。そう思うか？」

　俺おれはつかんだままだった森崎の肩を揺すった。

「……」

　返事は、ない。

　森崎は、ただただ面食らっている。

「望みはあるぞ、森崎」

　俺は森崎の肩を再度……さっきよりも強く揺すった。

「攻略対象外だったサブヒロイン以下のキャラが、妙な人気が出て、移植版やらファンディスクやらで攻略対象に昇格する例は、少なくないんだ。おまえは、それを目指せ。モブ子を脱却するんだ」

　どうだ？　伝わってるか？　駄だ目めか？　俺の言葉、めちゃくちゃになってるもんな。
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「要するに！　要するにだ！　俺おれが言いたいのは、諦あきらめるなってことだ！　俺も協力するから！」

「え……？」

「俺が！　モブ子このおまえを、ヒロインに昇格させてやる！」

　暴ぼう走そう、極まれり。……が、もうこれしかない。

　俺は森もり崎さきに諦めるなと言った。森崎が秋あき兎との彼女になれる可能性なんて皆無に等しいとわかっていながら、諦めるなと言ってしまった。

　無責任にもほどがある。

　俺は、俺の無責任な発言に責任を取らなきゃならない。

「もう一度言うぞ。俺が、おまえをヒロインにしてやる」

　責任を取るどころか無責任の上塗りになる可能性大の俺の言葉に、森崎由ゆ布う子こは、まっすぐに俺の目を見て、決意を示すように胸の前で左右の手をしっかりと握りしめて、こう答えたのだった。

「はい」

　と──。
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「はい」

　と、森もり崎さきはたしかにそう言った。

　でも、あるいはあれは、

「はい？」

　だったのかもしれない。

　おまえはなにを言っているんだ？　的な。

　あの後、俺おれは、

「決まりだな！　じゃあ、具体的にどうするかはまた明日あしたってことで、本日はこれにて解散！」

　と一方的に言い放って、逃げるように去ったのだった。

　ように、というか、逃げた以外のなにものでもないな。

　後悔？　ああしているとも。

　いや、ホント、なんで俺、「おまえをヒロインにしてやる！」なんて言っちまったのか。

　でも、仮に時間を巻き戻せたとしても、俺はきっと同じことを言ってしまうだろう。

　俺は、森崎に秋あき兎とを諦あきらめてほしくないと思っている。

　朝までは……いや、放ほう課か後ご、森崎の話を聞くまでは、告白なんてせずに秋兎のことを諦めてくれればと……そう思っていたってのにな。

「さて……」

　問題は、どうやって森崎をモブ子こさんから脱却させるか……だな。

　方法その一……。

　…………………。

　…………………。

　…………………駄だ目めだ、なんも思いつかん。

　勢いだけで生きてんなぁ、俺。

　ま、焦る必要はない。まだ時間はある。具体的には、丸二日ある。

　また明日、と森崎には言ったが、明日は土ど曜よう日びで明後日あさつては日曜日だったりするんだなこれが。

　じっくりプランを練ろうじゃないか。

　森崎由ゆ布う子こがモブ子を脱却して秋兎のヒロインになれるかどうかは、俺にとっても重要な意味を持つ。

　これは、俺とギャルゲ時空との戦いでもあるんだ。

　世界の法則への挑戦。因果への反逆。

　おお、なんか厨ちゆう二にっぽい。




　じっくりプランを練っている時間は、なかった。

　翌日……つまりは土ど曜よう日びに、俺おれは森もり崎さきにメールで呼び出されてしまったのだ。

　アドレスは、ちえりに教えてもらったそうだ。

「南みな代しろくん」

　待ち合わせの場所に、森崎は俺よりも先に来ていた。

　駅前の……この町で一番大きな本屋。話題書コーナーの前で、俺と森崎は二十四時間ぶりに再会を果たしたのだった。

「ごめんね、呼び出しちゃって。でも、南代くん、昨日きのう、また明日あしたって言ってたから……」

「あ、ああ」

　森崎からすれば、俺と今日きよう会う約束をしていたにもかかわらず、俺から一向に連絡がないから、自分のほうから連絡を取ってきたと、そういうわけか。真面目まじめというか律りち儀ぎというか。

「いや、だが、森崎……おまえ……」

　森崎からメールがきたことにも驚おどろかされたが、俺は今、それ以上の驚きに口をぱくぱくさせていた。

　森崎が、変わっていたのだ。

　その、見た目が。

　まずは、髪だ。髪型は変わっちゃいないが、ほんのりと茶ちや色いろくなっている。長さも……微妙に短くなってるか？

　顔も変わっている。いや、顔そのものが変わったわけじゃないのだが、昨日まではそこに存在していたはずの物がなくなっている。……メガネだ。

　メガネをかけていない森崎を、俺は初めて見た。

　服装は……白のブラウスの上にオレンジのカーディガン。下はベージュのキュロットという、ほどほどに春らしく清せい潔けつ感かんのある組み合わせになっている。

　私服姿の森崎を見るのもやはり初めてなので、変わっているのかどうかはわからない。

「なんだ、その髪は？　メガネはどうした……？」

「う、うん、あのね」

　森崎は昨日までとは違う色の髪を触りつつ、気恥ずかしげに答えた。

「イメチェンを、してみようかなって」

「……」

「昨日、南代くんにモブ子こって言われて……ああ、私、そんなに印象薄うすいんだって思ったら……やっぱり、ちょっと……ううん、けっこうショックで……それで……」

「自分なりに、モブ子を脱却するための努力をしてみた……と？」

「うん。カラーリングって初めてしたよ。あっ、したって言っても、自分でしたわけじゃなくて、美容師さんにやってもらったんだけど」

「メガネは……コンタクトにしたのか？」

「うん。人生初コンタクト。なかなか入らなくて、苦労したよー。目が勝手に逃げちゃうんだけど、あれ、慣なれたら逃げなくなるのかな？」

「俺おれはコンタクトしたことないからわからんが……すぐに慣れるんじゃないか？　俺の妹もコンタクト使ってるが……って、コンタクト談だん議ぎはいい。森もり崎さき、残念なお知らせだ」

「？」

　小首を傾かしげる森崎に、俺は告げた。

「イメチェン、失敗です」

「えっ、似合ってない？」

「いや、似合ってないってことはない。多少なりとも垢あか抜ぬけた……というか、パッと見の印象が明るくなったとは思う。だが、あくまでも多少だ。イメージが変わったとは、お世辞にも言えない。その証拠に、俺、森崎のこと一目で森崎ってわかったもん」

　声をかけてきたのは森崎のほうからだけど、その前から、俺は森崎がそこにいることに気づいていた。

「メガネをやめたら少しは印象が変わるかなって思ったんだけど……」

「地味よりの普通って感じだったのが、本当にただの普通になった感じだな。キャラとしては、むしろ薄うすくなっちまってる」

「そっかぁ……」

「逆のほうがよかったな」

「逆？」

「メガネをやめるんじゃなくて、牛乳瓶の底みたいな、だっさいぐるぐるメガネにするんだ。髪は、もちろん黒いままでな。そのほうが、キャラは立ったな。いわゆる地じ味み子こさんってやつだ。森崎にはピッタリな属性じゃないか」

「地味子……」

「ぐるぐるメガネが嫌いやなら、黒くろ縁ぶちメガネでもいいぞ。できるだけもっさりしたやつな」

　ぐるぐるメガネなんて、そもそもどこで買えるんだって話だよな。

「ご、ごめんなさい……」

「地味子は嫌か？」

　森崎は控えめに首を縦たてに動かした。そして、言った。

「戻りたくない……」

「ん？」

「昔……小学校の頃ころの私が、ちょうどそんな感じだったの。黒縁の、レンズの厚いメガネをかけてて……」

「なるほど」

　森崎は、かつては地味子キャラだったわけだ。で、その頃の自分が好きではないわけだ。

「まあ、そういうことなら仕方がないな」

　森もり崎さきがモブ子こを脱却できるかどうかに於おいて、一番重要なのは、なんといっても森崎本人のやる気だ。

　本人が嫌いやがっていることを無む理り強じいしても、上手うまくはいかないだろう。

「ごめんなさい……」

「謝あやまらなくていい。とりあえず、おまえに自分を変えようって気持ちがあることは、わかったからな」

　昨日きのうの今日きようで、森崎は行動を起こした。自主的に自分を変えようとした。結果としては、よりキャラが薄うすまってモブ度が上がってしまったわけだが……。

「なあ、森崎」

「モブ子」

　森崎が伏せ気味だった目を見開いて──まっすぐに俺おれを見て、言った。

「私のことは、森崎じゃなく、モブ子って……」

「そう呼べと？」

　森崎は頷うなずいた。

「なんでまた？　嫌だろ？　モブ子なんてあだ名」

「嫌……だよ。嫌だけど……嫌だから、がんばれるかなって……」

「そうか……」

　森崎は、どうやら本気らしい。

　本気で自分を変えようとしている。

　昨日の返事は「はい？」じゃなかったんだ。本当に「はい」と答えていたんだな。

「わかった、森崎。……いや、モブ子。おまえのことは、今からモブ子と呼ばせてもらう」

「う、うん」

「改めてよろしくな、モブ子」

　俺から求めた握手に、モブ子は弱くも強くもない力で応じてくれた。

　その手はとてもやわらかくて……ああ、女の子の手ってこんなにもやわらかいものなんだ……と妙な感動を覚えてしまった俺である。




「では、これより作戦会かい議ぎを始める」

「は、はい」

　俺の宣言に、モブ子は緊きん張ちようの面おも持もちで頷いた。

「いや、その前に飲み物を取ってくるか。モブ子は、なにがいい？」

「あっ……じゃあ、抹まつ茶ちやオレを」

「了解」

　俺おれは席を立ち、ドリンクバーに向かう。

　駅前のファミレス──『おれんじぐりむ』に、俺たちは移動していた。

　土ど曜ようの夕方だけあって、店内はそれなりに混んでいる。……が、ウチの生徒の姿はない。いや、いるのかもしれないけど、少なくとも俺が顔を知っているヤツは見当たらない。

　俺とモブ子こが一いつ緒しよにいるところを見られたって、噂うわさになることはないだろうけどな。

　なんつーか、モブ子って、そういう色恋関係とは無む縁えんっぽいイメージなんだよな。モテないって意味じゃなくて、仮にモブ子に彼氏がいることが発覚したとしても、「あ、そうなんだ」で周囲にはスルーされてしまいそうな感じ。

　まあ、その点では俺も同じだろうけどな……。

　切ない。

　飲み物を淹いれて、席に戻る。

「ほい、抹まつ茶ちやオレだ」

「ありがとう」

　カップを受け取ったモブ子は、一口飲んで、

「美味おいしい」

　やわらかく微笑ほほえんだ。

　可愛かわいかった。

「……南みな代しろくん？　どうかしたの？」

「ん？」

「驚おどろいたみたいな顔してるから、どうしたのかなって」

「ああ、いや……」

　いかん。モブ子に見入ってしまった。

　秋あき兎と関係の女の子たちと比べると見劣りするってだけで、モブ子だって、それなりには可愛いんだよな……。

　特に今の、自然な感じの笑顔えがおは、癒いやし系っつーかなんつーか、見ているこっちの心が解ほぐれていくような、好いい表情だった。

「俺も次は抹茶オレにしようかなって思っただけだ」

「そっか。ここの抹茶オレ、美味しいよね。……南代くんは、なに飲んでるの？」

「カフェモカだ」

「ここのドリンクバーにカフェモカなんてあったっけ」

「ココアとエスプレッソを混ぜたんだよ」

「へー、美味しそう」

「飲んでみるか？」

「あ、じゃあ、一口だけいただきます」

　俺おれが差し出したカップを、モブ子こは素直に受け取って、口に運んだ。

「甘苦くて美味おいしい～」

　モブ子は片方の手を頰ほおに当てて、さっきと同じように微笑ほほえんだ。

　やっぱり、可愛かわいい。

　でも、なんだろう……なんというか、こう……胸がときめく感じが、まるでない。

　モブ子が恋愛対象になるイメージが、まったく湧わいてこない。

　女の子にモテた経けい験けんのない俺でさえときめかないのだから、美少女に縁えんがありまくる秋あき兎とは尚なお更さらだろう。

「ココアをアイス用にするのがコツだ。氷で薄うすくなる分、アイス用のほうが濃こくなってるからな」

「へぇ～」

　モブ子からカップを返してもらって、俺も一口飲んだ。あ、間接キスにならないように、ちゃんと飲み口は変えたからな。

「さて……」

　作戦会かい議ぎを始めると言ったものの、具体的なプランはなにもないんだよな……。

「とりあえずは──」

　現状整せい理りをするか、と続ける予定だった俺の言葉は、モブ子が発した一言によって吞のみ込まされることとなった。

「南みな代しろくんは、ちえりちゃんのことが好きなんだよね？」

「…………」

　不意打ちだった。

　前触れもなく、出し抜けに、唐突に、モブ子は俺の心の隠かくし部べ屋やに足を踏み入れてきた。

「……あ……いや、それ、は……」

　頭が真っ白になって、まともに言葉を返せない。

「なん、で、そう、思った……んだ？」

「だって、ちえりちゃんと話してる時の南代くん、すごく……」

「すごく？」

「苦しそうな顔、してたから」

「……そう、か……」

　否定は、できない。

　ちえりと話している時、たしかに俺の胸は苦しいほどにきつく締しめ付けられていたから。

「苦しいよね。好きな人が目の前にいるのって。本当はすごく幸せなことのはずなのに……」

「ああ、苦しいな」

　好きな相手と相思相愛になれないことがわかっているってのは、苦しい。

「おまえも、秋あき兎とに対して同じ気持ちを抱えていたってわけだ」

　同じなんだ。俺おれとモブ子こは。

　同じだから、モブ子は俺の気持ちに気づいた。

「がんばるよ、私」

　カップを両手で握りしめて、モブ子は言った。

「がんばって、もし……もしだけど、私が渡わた会らいくんの……か、彼女になれたら、南みな代しろくんにもチャンスがあるもんね」

「え？」

「えっ？」

　俺を見るモブ子の目は、丸く見開かれていた。俺も同じ顔をしているはずだ。

「そのために、南代くんは私を応援してくれるんじゃないの？」

「あ……」

　そうか。そうだよな。

　モブ子が秋兎と付き合うようになれば、ちえりが空く。俺にもチャンスがあるってことだ。

「ま、まあ、そういうことだ。俺のためにも、モブ子にはがんばってもらわなくちゃな」

　偉そうに言って、誤ご魔ま化かす。

　いや、俺自身、なんでモブ子を応援してるのか、よくわかんないんだよ。

　そもそも、俺がやろうとしてることは、応援なのか？

　……まあいいや。

「とりあえず、現状を整せい理りしてみよう」

　俺は、店員のおねーさんが「よろしければアンケートにお答えください」と言って置いていったアンケート用紙をひっくり返して、記入用のペンを手に取った。

「ヒロインには、大きく分けて二種類ある」

　喋しやべりながら、俺は用紙の裏に『メインヒロイン』と書き、その下にさらさらっとちえりの似顔絵を描かいた。似顔絵っても、おもいっきりデフォルメしてるけどな。

「あ、これ、ちえりちゃん？」

「ああ」

「南代くんって、絵が描ける人だったんだ」

「いたずら描きに毛が生はえたレベルだけどな」

「え～、上手じようずだよ。可愛かわいい～」

　ちょっと照れ臭い。

　コホン、と咳せき払ばらいを一つ、俺は『メインヒロイン』の文字の隣となりに『サブヒロイン』と書き加え、その下に、今度は鶴つる木ぎと桜さくら子こ先せん輩ぱいの似顔絵を描いた。

「委員長と……こっちは、三みつ三み先輩？」

「正解だ。……モブ子こは、桜さくら子こ先せん輩ぱいと話したことはあるのか？」

「あるよ。軽く挨あい拶さつをしたぐらいだけど。綺き麗れいな人だよね、三みつ三み先輩って」

「そうだな」

　ついでに言えば、巨乳だ。

「委員長も……」

　モブ子の表情が曇くもっていったのは、俺おれの言わんとしていることが理解できてしまったからだろう。

「秋あき兎とは、モテる。あいつを好きなのは、おまえとちえりだけじゃない」

「うん……」

　俺はペンの先でちえりの似顔絵を指した。

「ちえりがメインヒロイン……秋兎の彼女の最有力候補であることは、間違いない」

「うん……」

　ペン先をスライドさせる。

「で、こっちが次点候補のサブヒロイン枠だ。スペースがないから描かかなかったが、マリちゃんもいるぞ」

「茉ま莉り香か先生も？」

「まあ教師って立場上、鶴つる木ぎや桜子先輩よりは可能性が低いだろうけどな。侮あなどることはできない」

「私よりは、茉莉香先生のほうがずっと可能性があるってことだよね」

「それはもう」

「あう……」

　俺に力いっぱい肯定されて、モブ子はがっくりとうなだれた。

「秋兎を好きな女の子は、まだまだいるぞ」

「それって、異世界のお姫様とか、宇宙人の女の子のこと？」

　顔を上げて、モブ子は小首を傾かしげた。

「ああ。……ってか、知ってるのか。ちえりに聞いたのか？」

「うん」

「信じたのか？　かなり突とつ拍ぴよう子しもない話だと思うが」

「ちえりちゃんは噓うそを言う子じゃないから、疑ってはいないけど……想像はしにくいかも」

「だよな。でも、全部事実だ。俺は実際に会っている」

「そうなんだ……」

「秋兎は特別なんだ。普通じゃありえない……ギャルゲーみたいな出来事が、あいつの周りでもうこれまでに何度も起きている」

「すごいね……」

「おまえが好きになっちまったのは、そんな、どこまでも普通じゃない奴やつなんだ」

「……私とは正反対だね」

「だな」

　どこまでも普通じゃない秋あき兎とと、どこまでも普通なモブ子こ。ある意味で嚙かみ合っているとも言えなくないかもしれないが……。

「俺おれはおまえをヒロインにしてやるとは言ったが、いきなりメインヒロインってのは、やっぱり難むずかしいと思う」

「う、うん」

「段階を踏もう。おまえがまず目指すべきは、こっち──」

　鶴つる木ぎと桜さくら子こ先せん輩ぱいの似顔絵を丸で囲む。

「サブヒロインだ」

「サブヒロイン……」

　モブ子はゴクリと喉のどを鳴らした。手は左右とも拳こぶしを作っている。

「段階……段階は大事だよね、うん」

　おお、表情にやる気が漲みなぎってるな？

　いきなり頂点を目指すよりも段階を踏んでいくほうが、モブ子には向いてるってことか。

　つくづく地味……いや、堅けん実じつな奴だ。




　目指せ、サブヒロイン！

　ということで、当面の目標は決まったわけだが……さて、なにをどうしたものか。

「それで、私はどうしたらいいのかな？」

　モブ子からも、早速その質問がきてしまった。

「そうだな……」

　腕を組み、唸うなる。

「なにか、困ってることとか、ないか？」

「困ってること？」

「ああ。黒い組そ織しきに命を狙ねらわれてるとか、おまえは実はどこかの小国のお姫様で、政略結婚させられかけてるとか……」

「えっ？」

「ないよな……」

「う、うん……」

　なにかしらそういう特異な設定があれば話が早いんだが……まあ、それが皆無なのがモブ子のモブ子たる所以ゆえんだもんな……。

「うーむ……」

　腕を組んだまま上体を大きく仰のけ反ぞらせた俺おれの目に、見知った顔が飛び込んできた。

　ん？　んん？

「あれー？　春はるくんだ。ゆんちゃんもー」

　パタパタと俺たちの席に駆け寄ってきたのは、ちえりだった。

「ちえり？　なんでちえりがここにいるんだ？」

「へへー、なんででしょー？」

　ウィンク交じりに、ちえりはその場で片方の爪つま先さきを軸にくるっと一回転してみせた。

　膝ひざ丈たけちょうどのスカートの裾すそが軽く舞まい上がって、白いふとももがちらりと覗のぞいた。

「あ、その制服……」

　ちえりは制服を着ていた。といっても、学校のじゃない。

　この店の制服を、ちえりは着ていた。

　理由は、一つしか考えられない。

「おまえ、ここでバイトしてたのか」

「うん、そうだよー。言ってなかったっけ？」

「初耳だ」

　お金がないからバイトしたい、とは言っていたような気はするが。

「このお店って、制服が可愛かわいいよねー」

　そう言って、ちえりはぴょこんと片足を折り曲げてみせた。ふとももちらり、再び。

「まあ、妙にスカートが短いとは思う」

　ひらひらも多めで、ファミレスというよりはメイド喫茶っぽくはある。

　いや、別に制服目当てでこの店を選んだわけじゃないぞ。

　駅付近でファミレスって、ここしかないんだよ。

　だから、客層が男性に偏かたよってるってことは、ない。女性もファミリーも普通にいる。

　制服のデザインも、女性から見ても下品には感じない、絶妙なラインにあると思う。

「ってか、いいのかよ。小学生がバイトなんかして」

「あー、春くんひっどーい」

「よく面接通ったな」

「年ねん齢れいの詐さ称しようを疑われたよ……」

「疑われたのか……」

　うん……と、うなだれるように頷うなずいたちえりは、気を取り直したように顔を上げ、視し線せんを向ける先を変えた。

「ゆんちゃん、雰囲気変わったねー」

「あ、う、うん。ちょっと気分を変えようかなって……」

「明るい感じになったねー」

「そ、そうかな」

「似合ってるよ。すっごく可愛かわいい」

「あ、ありがとう」

　屈託のない笑顔えがおで言われたモブ子こは、真まっ赤かになってうつむいてしまった。

「春はるくんも、そう思うよね」

「あ、ああ。そう……だな」

　すっごくは大おお袈げ裟さだけどな。可愛いとは思うよ。

　同意を示しつつカップを口に運んだ俺おれは、ちえりが次に発した一言に、カフェモカを噴ふくことになった。

「ダメだよ、春くん。カノジョのこと、もっとちゃんと褒ほめてあげなくちゃ」

「ぶーっ！」

　ひゃっ、と短い悲鳴をあげたのはモブ子だ。

「わ、わりぃ……」

　ゲホゲホと噎むせつつ、謝あやまる。

「だ、大丈夫。かかってはいないから」

　テーブルに飛び散ったカフェモカは、モブ子が紙ナプキンで拭ふいてくれた。

「南みな代しろくんは、大丈夫？」

「もー、汚いよ。春くん」

「おまえが変なこと言うからだろ……」

　非ひ難なんの目を向けた俺に、ちえりは小首を傾かしげてみせた。

「変なこと？」

「モブ……森もり崎さきは、俺のカノジョじゃないぞ」

「そうなの？」

　と、ちえりは大きな目をぱちくりさせた。

「昨日きのう、ゆんちゃんに春くんのメアドを訊きかれたから、てっきりゆんちゃんが春くんを呼び出して告白して、付き合い始めたのかなって」

「あー……」

　モブ子は俺のメアドをちえりから教えてもらったって言ってたっけか。

　その翌日に、メガネをやめて髪型と髪色まで変えたモブ子が俺とファミレスでお茶してたら、そりゃ、そう思われても仕方がないか。

「違うぞ。違うからな。森崎は俺のカノジョじゃないし、俺は森崎のカレシでもない」

　ちえりは「そうなの？」という視し線せんをモブ子に向け、モブ子は「う、うん」とぎこちなく頷うなずいた。

「そっかぁ～。お似合いだと思ったのにな～」

「残念そうだな……」

「残念だよ～。春はるくんにもやっと春がきたんだ～って、喜んじゃったもん」

　いや、そこで喜ばれてしまうと、俺おれとしては悲しい限りなんだが。

「お似合いだと思うんだけどなー。ゆんちゃんはすっごくいい子だよ、春くん。どう？」

「どうって言われても……」

「ゆんちゃんは、春くんのこと、どう思ってるの？」

　おいおい。

「えっ、み、南みな代しろくんは……その……すごく親切な人だと思う……よ」

　モブ子こよ、おまえも答えんでよろしい。

「カッコイイし……」

　なんでちょっと赤くなってるんだよっ。そこそこ可愛かわいい女の子にお世辞でも「カッコイイ」なんて言われたら、その……なんだ……照れる。

「だよねー。春くん、優やさしいしカッコイイのに、なかなかカノジョができないんだよねー。なんでだろ？」

「そういう星の下に生まれついちまったんだよ、俺は」

「諦あきらめたらそこで試合終了だよ、春くん」

「……っ」

　だから、おまえにそういうことを言われると胸が痛いんだよ、俺は！　……なんて、口に出して言えるわけもなく。

「あ、でも、だったらふたりはどうして一いつ緒しよにいるの？」

「そ、それはだな……森もり崎さきが今期のアニメのオススメを教えてほしいと……」

　咄とつ嗟さとはいえ、我ながら上手うまくないな、噓うそが。

「なーんだ。そういうことなら、あたしに訊きいてくれたらよかったのに～」

　信じた……だと？

「今期のイチオシはねー、やっぱり『戦いくさ乙女おとめ熱ねつ唱しよう　キュアライブ！』かな。九人の女子高生が、地ち球きゆうとご町内の平和を守るために、アイドル戦士になって悪と戦うの！　ライブシーンの作画がすごくってねー。ワク動どうに投稿された『キュアライブのＯＰオープニングに中毒になる動画』も、たった一週間で一〇〇万再生を超えちゃったんだよー！」

　熱あつく語り出したちえりの目は、俺たちを見ていない。というか、現実を見ていない。

　アニオタめ。……おかげで、話を逸そらせたけどな。

「もう今期の覇は権けん間違いなしって感じ！」

　覇権とか言うな。

「ってか、ちえり。仕事はいいのかよ」

「あっ」

「『キュアライブ！』の魅み力りよくは俺おれが語っておくから、おまえは精一杯働いてこい」

「うん、じゃあまた明日あした……明後日あさつてかな？　学校でね～」

　小さく手を振りつつ、ちえりは仕事に戻っていった。

　ため息一つ、モブ子こに向き直る。

「さて……話の腰が折れちまったな」

「そうだね……」

　ちえりがすぐそこにいる状況というのは、どうにも気まずい。

　なんたって、俺たちは──俺とモブ子は、ちえりから秋あき兎とを奪うための算段をしていたわけだからな。

　秋兎とちえりは付き合ってるわけじゃないから、奪うって表現は正確じゃない。でも、それは言い訳みたいなものだ。

　もし、秋兎がモブ子を選ぶようなことになったら、ちえりは傷つくだろう。モブ子との間にある友情だって、壊こわれかねない。

　だからって、モブ子が秋兎と付き合っちゃいけない道理はない。

　恋をする権利は、誰だれにだってあるはずだ。

　モブ子にだって、俺にだって。

　……モブ子は。

　モブ子は、そのへん、どう考えているんだろうか。

　ちえりとの友情を失う覚悟は、ちゃんとあるんだろうか。

　訊ききたいけど……ここでできる話じゃないな。

　それに、モブ子に覚悟を問う前に、俺は俺自身に問わなくちゃいけない。

　卑ひ怯きよう者ものになる覚悟はあるのか、と。

　モブ子と秋兎をくっつけて、失恋したちえりを俺がもらう。

　卑怯だよな。小こ賢ざかしいよな。

　たとえ、モブ子とちえりの友情を壊す結果になってしまったとしても、かまわない。

　そう、割り切るんだ。

「これからどうするの？　南みな代しろくん」

「とりあえず、店を出るか」

　ちえりがホールにいないタイミングを見計らって、俺たちは店を出た。

「もうあの店で作戦会かい議ぎはできないな……」

「びっくりしたね～。ちえりちゃんがいるなんて」

「まったくだ」

　頷うなずいて、俺はケータイで時間を確かく認にんした。もう、五時か……。

「時間、まだ大丈夫か？」

「門限の八時までに帰ればいいから、まだ平気だよ」

「よし、なら、俺おれの家に行こう。作戦会かい議ぎの続きだ」

「南みな代しろくんのお家うち？」

「あ……」

　しまった。女の子をいきなり家に誘うのは、いくらなんでも軽率だったか。

　果たして、モブ子この返答は──。




「綺き麗れいなお家だねー」

　門もん扉ぴを開けている俺の後ろで、モブ子が言った。

「去年リフォームしたばかりなんだよ」

「へ～」

「ってか、おまえ」

「ん？」

「いや……」

　ノーガードすぎるだろ、という言葉は、とりあえず吞のみ込んでおいた。誘ったのは俺のほうだしな……。いや、しかし、彼氏でもない男に家に誘われてホイホイついてきちゃうのは、女子としていかがなものか。

　おまえ、そこそこ可愛かわいいんだからさ……。俺に下心があったらどうするつもりだったんだよ。

　心の中でため息をつきつつ、俺は玄関を開けた。

「入ってくれ」

「おじゃましまーす」

　モブ子の足が、紺こん色いろのソックス越しに家の床を踏んだ。

　ちえり以外の女の子が家に上がるのって、そういえば、初めて……か？

　これがギャルゲなら嬉うれし恥ずかしのドキドキイベントなはずだけど……まったくドキドキしないのは、相手がモブ子だから……か？

　そこそこ可愛いのにときめかない女、モブ子。

　他人とは思えないな。

　で、そのモブ子はといえば、

「男の子の家に上がるのって、初めて～」

　ちょっとテンションが上がっているようだった。

「緊きん張ちようするよ～」

　言葉とは裏腹に、緊張している様よう子すはない。

「ご家族は？」

「この時間、親はいない。いるのは、犬と……あとは、妹だ」

「あっ」

　モブ子こはぽんっと手を合わせて、

「南みな代しろくんの妹さんって……」

「ああ、ちえりの〝相棒〟だよ。今から、そいつに会いにいく」

「妹さんに？」

　頷うなずいて、俺おれはリビングのほうを見た。

　ご主人様が帰ってきたってのに、愛犬ぱんちゃんは顔を見せにもこない。家に上がり込んできた家族以外の人間に対して、吠ほえもしない。番犬失格もいいところだ。ま、うるさくないからいいけどな。

「どうして、妹さんに……？」

「アドバイスをもらうんだよ。……ついてきてくれ」

　モブ子を伴って、俺は二階に上がった。

　二階には部へ屋やが三つあって、西側から俺の部屋、空き部屋、妹の部屋になっている。

　さて、妹の部屋のドアノブにはホワイトボードが掛けられていて、そこには、




『WARNING!　生放送中につき、入ったら殺す。ノックしても殺す』




　剣けん吞のんな一文が、丸っこい文字でしたためられていた。

「み、南代くん？　なんかすごいことが書いてあるよ？」

「大丈夫」

　おかまいなしに、俺はドアを開けた。力いっぱい、開け放ってやった。

　目に飛び込んできたのは、見み慣なれていてもなお眉まゆを顰ひそめずにはいられないピンクの部屋と、その部屋の主であるゴシックでロリータな格好をした女子中学生だ。

「おい、バカ妹」

　俺が声をかけた時には、既にゴスロリ女子中生──妹の小こ春はるは、こちらを振り返っていた。

　俺を見る目は、眦まなじりが裂けんばかりに大きく見開かれている。もう数秒もすれば、込み上げてきた怒りで真まっ赤かに血走り始めるだろう。

　肩を露ろ出しゆつするタイプの服のせいで剝むき出だしになっている小春の白い肩越しに、パソコンのディスプレイが見えた。

　そこには椅い子すに座った状態で後ろを振り向いている小春と、開け放たれたドアの前で仁に王おう立だちしている俺が映し出されている。つまりは、今この瞬しゆん間かんのこの状況が映し出されている。

　その映像に重なって流れていく、『兄鬼降こう臨りん！』『お兄にいちゃんキター！』『あｗｗｗにｗｗｗきｗｗｗ』『コハルたん、ビーストモード突入ｗ』といったコメントの数々。

「バカは……テメェだ……」

　お、目が血走ってきたぞ。

「生放送中だから入るなって、書いてあったろうが……」

「あったな」

「なら、なんで入ってきた……」

　声もどんどん低くなっている。

「相そう談だんしたいことがあるんだよ」

「理由になってねぇぞ……」

　こめかみもピクピクいってるな。

「南みな代しろくん……？　だ、大丈夫……？」

　ドアの陰から顔を覗のぞかせたモブ子こが、消え入りそうな声をかけてきた。

　さっきまでの高揚感はどこへやら。すっかり怯おびえきっている。

　無理もない。見み慣なれてないと怖いよな、小こ春はるのこの顔は。

　元はいいんだよ。はっきりいって美少女だ。まあ、俺おれの妹だしな。

　ちえりの趣しゆ味みの相棒ってのは、こいつだ。

　一いつ緒しよにコスプレイベントに参加したり、ブログを運営してみたり。所謂いわゆる、『生なま主ぬし』をやってるのは、こいつだけだけどな。

「あ、あれ？　お客さん、いるの？」

　モブ子の存在に気づいた小春の顔が、悪鬼から美少女のそれに戻った。

「しかも女の子じゃん！　春はる馬まがちぃちゃん以外の女の子を家に連れてくるなんて、なになに？　地ち球きゆう滅亡のピンチ？」

「なんでそうなるんだよ。だが、まあ、稀け有うな事態であることはたしかだな。そういうわけだから、協力してくれ」

「おっけー♪」

　小春はキラッと星が出てきそうな笑顔えがおでウィンク、そしてパソコンに向き直り、

「年ねん齢れい＝カノジョいない歴のうちのお兄にいちゃんが、なんと、女の子を連れてきちゃいました！　面おも白しろそうなことになりそうなので、話を聞いてきます！　そんなわけで、時間はまだ余ってるけど、今日きようはおしまい！　みんな、ごめんね～」

　視し聴ちよう者しやに向けて手を振りつつ、放送を終了した。

『兄鬼、カノジョいたのかよ！』『爆ばく発はつ！　爆発！』『３Ｐ展開クルー!?』『俺もお兄ちゃんって呼んで～』『次回も兄鬼乱入期待ｗ』『コハルたん、またね～』『乙おつでした』『ノシ』

　ディスプレイには、そんな視聴者コメントが流れている。

　小春の性格豹ひよう変へんに驚おどろいている視聴者は、いない。

　ちょっと前までは、巧妙に猫を被かぶって萌もえ萌もえぶりっ子キャラを演じていたんだよ。が、生放送中に被っていた猫が剝はぎ取られたことがあって、『素』が知れ渡ってしまった。それでファンが離はなれたかと思いきや、むしろ増えたってんだから、世も末だ。

「で、その女の子はなになに？」

「紹介するよ」

　俺おれの手招きに応じて、モブ子こは恐る恐る部へ屋やに足を踏み入れ、俺の隣となりにやってきた。

「クラスメイトの森もり崎さき由ゆ布う子こ。通称、モブ子だ」

「モ、モブ子こと森崎です。よろしくお願ねがいします……」

　深々と頭を下げたモブ子を、小こ春はるは椅い子すに座ったまま尊大に腕と足を組み、遠えん慮りよなく値踏みする。

「で、こいつは南みな代しろ小春。俺の妹で、オタクだ」

「雑な紹介しないでよ。……よっと」

　小春はぴょんと椅子から飛び降りると、

「明みよう神じん学がく園えん中等部、二年Ｃ組、南代小春です。こちらこそ、よろしくお願いしますね、森崎先せん輩ぱい♪」

　慣なれ慣なれしくモブ子の手を取り、息がかかりそうな距きよ離りまで顔を近づけて、小こ悪あく魔まの微笑ほほえみを炸さく裂れつさせた。

「兄がいつもお世話になってまーす♪　……で、兄とのご関係は？」

「え、えっと、それは……」
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　モブ子こが目で俺おれに助けを求めてきた。

「それは、俺から説明する」

　俺は小こ春はるの手をつかんで、モブ子の手から引ひっ剝ぺがした。

「まず、モブ子は俺のカノジョじゃない」

「なーんだ、つまんない」

「モブ子には、好きな男がいる」

「それって、あきぴょんのこと？」

「よくわかったな」

「だって、春はる馬まの身近な女の子って、みんなあきぴょんのこと好きじゃん？」

「……まあ、な」

　認めたくはないが、事実なので仕方がない。

　ああ、あきぴょんってのは、秋あき兎とのことな。

「で、だ。俺は今、モブ子の恋を応援している」

「んん？」

　小首を傾かしげた小春は、一拍おいて「ああ」と手を打った。

「その子とあきぴょんをくっつけて、春馬がちぃちゃんをゲットしようって寸法？」

　こいつの頭の回転の速さには、舌を巻かされる。だから相そう談だんにきたんだけどな。

「その認にん識しきは、誤りじゃない」

「ふーん……」

「それで、どうだ？　おまえの目から見て、モブ子に望みはあると思うか？」

「あたし、森もり崎さき先せん輩ぱい……モブ子先輩でいいいのかな？　先輩のこと、なにも知らないんだけど……」

「パッと見の印象でかまわないぞ」

「キタンなく言っちゃっていいの？」

「頼む」

　小春は「んー」と唸うなり、足を組み替えて、

「無理だね。あきぴょんのカノジョになるには、先輩は、普通すぎるよ」

　そう、評した。

「モブ子ってあだ名も、サブヒロイン以下の攻略対象外って意味でしょ？」

「さすがは俺の妹。話が早いな」

「まーね」

　組んでいた腕を解ほどいて両手を腰に。遮さえぎるもののなくなった胸を大きく反そらしてみせた小春だが、強きよう調ちようされるような膨ふくらみは、そこにはなかった。端的に言えば、貧乳である。本人は特にコンプレックスに感じてはいないようだし、貧乳であることを差し引いても、こいつは十分すぎるほどに美少女なんだけどな。

「おまえの言うとおり、モブ子こは普通だ。なにもかもが普通で、どこにもとっかかりがない。キャラが立っていない。故のモブ子だ。そんなモブ子を、俺おれはメインヒロインは無理でも、せめてサブヒロインの位置まで昇格させたいと思っている」

「攻略対象内にするってことね」

「ああ」

「具体的には、どうやって？」

「それを、おまえにも一いつ緒しよに考えてもらいたいんだ」

　こいつに頼るのは嫌いやだが、仕方がない。

　なにせ、こいつは──。

「……まあ、別にかまわないんだけどさ、協力しても」

「おお、ありがたい」

「でもさ、春はる馬ま、忘れてるみたいだから言っとくけど」

「忘れちゃいないさ。おまえだって、秋あき兎とのことが好きなんだよな」

　小こ春はるが言ったとおり、俺の身近な女の子は、みんな秋兎のことが好きだ。その『身近』『みんな』には、小春も含まれている。

　秋兎からすれば、小春は親友の妹……攻略対象としてはありがちかつそれなりに有力なポジションになるわけだが……小春の場合は、微妙なんだよな。

　本人は否定するだろうが、こいつは、秋兎のことを本気で好きなわけじゃない。

　言ってるだけ。あるいは、思い込んでいるだけだ。

『手段』なんだ。小春にとって、秋兎は。

「み、南みな代しろくん」

　モブ子が俺のシャツの袖そでを引っ張ってきた。

「こ、小春ちゃんも秋兎くんのことが好きなの？　それなのに、ダメだよ、そんな……」

「大丈夫」

　俺はモブ子の顔の前に掌てのひらをかざして、彼女の言葉を遮さえぎった。

「だろ？」

「そりゃ、まーね」

　小春は再び腕を組んで、形のいい小鼻をつんと反そらした。

「あたしがモブ子先せん輩ぱいに負けることなんて、絶対にないし」

　たいした自信だが、強がりじゃないことを、俺は知っている。

「こいつはさ、今でこそこんなこじれたキャラになってるけど、二年前までは、すげー内気だったんだ。いっつも、俺や秋兎の後ろに隠れて、おっかなびっくり生きてた。でも、そんな自分が嫌だったらしくてさ、一念発起して、自分を変えたんだ」

　自分を変えるってのは、そう簡かん単たんなことじゃない。

　ものすごいエネルギーが要いる……んだそうだ。小こ春はるに言わせれば。

　自分が嫌いってコンプレックスだけじゃ、足りないんだそうだ。

　思い出す。

　二年前のあの日、小春は、突然、俺おれの部へ屋やのドアを蹴け破やぶって、宣言したんだ。

「あたし、秋あきくんのこと、好きになるから！　秋くんを好きになって、秋くんに好かれるあたしになるから！　なってみせるから！」

　そう、あの日までは、小春は秋あき兎とのことを、ちえりと同じように「秋くん」って呼んでたんだよな。

　小春は、宣言どおりに自分を変えた。

　今のこいつのキャラが、果たして秋兎好みなのかって点は大いに疑問は残るが。

　ともあれ。

　秋兎を好きって気持が先にあって、自分を変えようとしているのがモブ子こなら、小春は逆だ。自分を変えたいって思いがまずあって、自分を変えるための手段として、秋兎を好きになった。

　モブ子の恋のライバルとしては、こいつは非常に微妙で曖あい昧まいなポジションになるわけだ。

　ギャルゲーでいえば、本ほん編ぺんでは攻略対象外だけど、ファンディスクで攻略対象になっちゃう系ってところか。

　だからまあ、油断はできない。

　ちなみに。

　変わったっていっても、オタクなのは元からな。

「内気キャラってのも、立派な属性ではあるんだけどねー」

　小春がモブ子を見て、言う。

「でも、あたしは嫌いやだったの。ウジウジオドオドした自分が嫌で嫌で、今のままじゃ、あきぴょんのカノジョには絶対になれないって思って、がんばったの」

「自分を変えるって意味じゃ、モブ子の先せん輩ぱいってことになるな。成功例かどうかは微妙なところだけどな」

「大成功に決まってんでしょ！　みんなのアイドル　コハルちゃん様をなんだと思ってんのよ」

「知るかよ。何様なんだよ」

「天使！　あるいは女め神がみ！」

「女神だなんだとおだてられて裸写真を投とう稿こうなんてするんじゃねーぞ」

「するかっつーの。あたしは自分を安売りなんてしないもーん。あたしの裸を見ていいのは、あきぴょんだけ♡　春はる馬まにも、ぱんつぐらいなら見せてあげてもいいわよ？」

　小春は俺を上うわ目め遣づかいで見つつ、フリフリした短いスカートの裾すそを両手で軽くつまみ上げてみせた。ちょっと視し線せんを下げたら、絶対領域のその奥が見えそうな感じではある。

「いらねーよ。妹のぱんつで喜ぶほど、飢うえちゃいねー」

　いや、飢えてはいるんだけどさ。

「とまあ、こんなヤツだから、遠えん慮りよはいらない」

「ほ、本当にいいの……？」

　モブ子このその問いは俺おれに向けられたものだったが、俺が答えるよりも先に、

「全然、オッケーっすよ！」

　小こ春はるが会心の笑顔えがおで答えていた。ピースサイン付きで。

「頼りにしているぜ、妹。ということで、早速だが、知恵を貸してくれ」




「まー、一番手っ取り早い方法としては、やっぱり、モブ子先せん輩ぱいが、明めい確かくな属性を持つことじゃない？」

　ポッキーを指揮棒の如ごとくフリフリさせつつ言った小春は、座る場所をベッドの上へと変えていた。

　さっきまで小春が座っていたＰＣチェアには、モブ子が座っている。

「ぞ、属性……ですか」

「モブ子先輩、敬語じゃなくていいっすよ。先輩に敬語使われちゃうと、あたしも話しにくいんで」

「は、はい……じゃなくて、うん？」

「オッケーっす。で、モブ子先輩に似合いそうな属性は……やっぱり、地じ味み子こ属性かなって、コハルちゃんは思うのです」

「地味子……」

　モブ子の顔にさっきからずっと滲にじみっぱなしだった困惑の色が、一気に濃こさを増した。

　そんなモブ子の反応に小春は「ふむ」と小さく頷うなずき、

「やっぱり、地味子は嫌いやっすよね～」

　そう言って、手にしていたポッキーをポリポリと齧かじった。

「そりゃあ、自分を変えたい人って、暗かったり消極的な自分が嫌で、変わりたいって思うんですもんね。好き好んで地味になりたい人なんていないっすよ。地味子路線は、やめましょう」

　モブ子の表情の変化を見て、小春は察したんだろう。モブ子が地味な自分にコンプレックスを持っていることを。

「ご、ごめんなさい……」

「気にしない気にしない。んじゃ、もっと明るい方向へのキャラチェンジを考えてみましょうか」

　イメージチェンジじゃなくキャラチェンジって言っちゃうあたりが、こいつらしい。

「それなんだがな、小こ春はる」

　俺おれは、モブ子こが今日きよう、髪を切ってカラーを入れ、メガネからコンタクトへ変えたことを──モブ子なりにイメチェンを図はかったことを、小春に話した。たいしてイメージが変わらなかったことも。

「にゃるほどね～。つまり、形から入る作戦は、既に失敗しちゃってるわけだにゃ」

「まあ、そういうことになるな」

「モブ子先せん輩ぱいには、きっと、こう変わりたいっていう明めい確かくなビジョンがないんじゃないかな。どうですか？　先輩」

「あ……それは、そうかも……」

　なるほどな。

　明るくなりたいとか可愛かわいくなりたいとか、たとえ本気で思っていたとしても、具体的なビジョンがないと、形から入るやり方は上手うまくいかないってことか。

「小春ちゃんは、アイドルになりたかったの？」

「アイドルってか、小こ悪あく魔まですね～」

　うふっ、と小春は小悪魔っぽく笑った。

「男にも女にもモテモテで～、みんなに愛されて～、でも、あたしは誰だれのことも好きにならないの。あたしは、あたしに向けられた愛を、適当に玩もてあそんで、全部ポイ捨てしちゃうの」

「そんな嫌いやなヤツになりたいのか、おまえ」

「嫌なヤツでいいんだもーん。だってこれが、あたしなりの復ふく讐しゆうなんだから」

「ふ、復讐？」

　突如出てきた物ぶつ騒そうな単語に、モブ子が驚おどろきと怯おびえが入り交じった声をあげた。

「あー、こいつ、根暗時代にクラスの連中からイジメられてたんだよ。ハブりっていうのか？　徹てつ底てい的てきに無視されてさ。それでまあ、こんなふうにこじれちまったわけだ」

　小春は俺に向けて「べーっ」と舌を出しはしたが、訂正の言葉を口にはしなかった。

　自分でも、『こじれた』実感はあるんだろう。

「せっかく人気者になったんだ。好き好んでぼっちになるような真似まねはすんなよ」

「あきぴょんがいるもーん。あきぴょんは、なにがあったってあたしを嫌いになったりはしないもん」

「そりゃ、そうかもしれんが……」

「春はる馬まもね」

「俺は容赦なく見捨てるからな」

「ぶー。そんなこと言うと、もうぱんつ見せてあげないんだからねっ」

「誤解を招く言い方はやめろ！　おまえが勝手に家の中を下着姿でうろちょろしてるんだろうが」

　見み慣なれすぎて、小こ春はるのぱんつに有あり難がたみなんてありゃしない。

　いや、妹のぱんつに有り難みなんてそもそもないのだが。

「おまえは小こ悪あく魔まじゃなく、ただのバカだ」

「そのバカに知恵を借りようとしてる春はる馬まはなんなのよー」

「バカ呼ばわりされたくなかったら、さっさと案を出せ」

「それが妹様にお願ねがいする態度かこんにゃろー！」

「いいなー……」

「ん？　なにがいいんだ？」

　つかみかかってきた小春をひらりと躱かわして、俺おれはモブ子こに訊たずねた。

「南みな代しろくんと小春ちゃんを見てると、家族って感じがするなーって」

「そうか？」

「うん。羨うらやましいよ。私、一人ひとりっ子こだから」

「ゴスロリで生なま主ぬしの妹なんて、ロクなモンじゃないぞ？」

　言いながら、俺はぱんつ丸出しで壁かべにキスしていた小春の腕をつかんで立ち上がらせた。

「可愛かわいい妹さんじゃない」

「そうだぞ！　こんな可愛い妹の抱ほう擁ようを避けていいと思ってるのかー！」

「なにが抱擁だ。敵意まんまんだったじゃねーか」

「敵意じゃない！　殺意だ！」

「なお悪いわ！」

　怒ど鳴なり合う俺と小春を、モブ子は楽しげに眺めている。

　一人っ子のモブ子には、こんな騒そう々ぞうしいやりとりも羨ましく見えるんだろうか。

　ってか、一人っ子だったんだな、モブ子。

　モブ子って、あんま、一人っ子ってイメージないよな。かといって、兄弟がいそうって感じもしないし……。

　全すべてに於おいて印象の薄うすいモブ子さんである。

「脱だつ線せんはおしまいだ。小春、案を出せ」

「えっらそーに。それが人にものを頼む態度かってーの」

　小春は文句を言いつつも椅い子すに座り直した。

「可愛くて賢かしこいコハルちゃん様のことだ。名案の一つや二つ、もう思いついてるんだろ？」

「そりゃーね」

　足を組み、新たに箱から取り出したポッキーを指揮棒のように振りつつ、小春は得意げな顔で言った。

「変えるものを、変えるの」

「わかるように言え」

「だーかーらー、自分を変えるのがダメなら、他ほかのものを変えるしかないじゃないってこと」

「なにを変えりゃいいんだよ」

「たとえば」

　ポッキーを振り振り、いたずらっぽい笑えみを浮かべて、小こ春はるは言った。

「環かん境きよう、とか」




「なるほど、その案はアリだな」

　自分を変えるなら環境を変えろ、と小春は言った。

　そして、環境を変えるための具体的な案を一つ、提示した。

「やってみる価値は、ありそうだ」

「成功の保証はしないよ～」

「可能性があるってだけで十分だ。なあ、モブ子こ」

「え？　う、うん……」

　自信なさげに頷うなずいたモブ子は……弱気というより、この作戦の趣しゆ旨しがよくわかっていないっぽいな。

「しっかりしろよ。この作戦が上手うまくいったら、秋あき兎とと一いつ緒しよにいられる時間が増えるぞ」

「そ、そうだよね。うん、がんばるよ」

　小さくガッツポーズを取ったモブ子に、俺おれは大きめの声をぶつけた。

「声が小さい！」

「は、はいっ。がんばります」

「まだ小さいよ！　もっと大きな声で！」

「がんばります！」

「ぜんっぜん気持ち伝わってこない！　もう一回！」

「がんばります!!」

「気合いだ気合いだ気合いだ！」

「き、気合いだ気合いだ気合いだ！」

「１！　２！　３！」

「ダーッ！」

「流されやすいなぁ、おまえ」

「えっ？　あっ……」

　高らかに拳こぶしを突き上げた格好のまま、モブ子は顔を真まっ赤かに染めた。

　可愛かわいいじゃないか。

「いじわるだよぅ、南みな代しろくん……」

　両手で顔を覆おおったモブ子こを尻しり目めに、俺おれは小こ春はるに声をかけた。

「おい、妹。もう一つ、頼みがある」

「にゃ？」

　一応とはいえ、ちえりとの約束だからな。

　俺自身が語れない以上、語れる人間に語ってもらうしかない。

「『戦いくさ乙女おとめ熱ねつ唱しよう　キュアライブ！』の魅み力りよくを、熱あつく語ってくれ」

　いや、実は俺、観みてないんだよ。このアニメ。
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「小規模コミュニティを作るのよ」

　と、小こ春はるは言った。

「放ほう課か後ごに少人数で集まって、じゃれ合う空間。たとえば、生徒会とか部活とか」

　ギャルゲーでありがちな、そして、最近ではマンガでもアニメでもラノベでもお約束になっているシチュエーションだな。

　学園モノで、主人公がなんらかの小規模コミュニティに属していないほうが、今は珍しいだろう。

　秋あき兎ととモブ子こを同じ小規模コミュニティに放り込めば、その時点で、モブ子はただのモブキャラから一段階昇格できる。一いつ緒しよにいられる時間だって当然増えるわけで、一いつ石せき二に鳥ちようだ。




「というわけで、小規模コミュニティを作るぞ」

　モブ子が家にやって来た二日後──つまりは月げつ曜よう日びの昼休み。

　ちえりと連れ立って教室を出ていこうとしていたモブ子を捕まえて、作戦会かい議ぎを始めたところである。

「それって、生徒会とか部活とかのこと……だよね？」

「ああ」

「でも、生徒会は……」

「生徒会選挙まではまだ間があるからな。選択肢には入ってない」

「それじゃあ、部活？」

　俺おれは頷うなずいた。

「俺たちで、部活を作るんだ」

　幸いなことに、モブ子も俺も部活には所属していない。秋あき兎ととちえりもな。

「部員は俺とおまえと秋兎とちえりと……あと一人ひとり。知り合いに部活やってないのが何人かいるから、当たってみよう」

「顧こ問もんの先生もいるよね」

「それは、マリちゃんにでも頼んでみるか。秋兎がいれば、引き受けてくれるだろ」

「質問です」

　モブ子が小さく手を上げた。

「なんだ？」

「部活って……何部を作るの？」

　当然の問いだった。

　その問いがくることはわかっていたから、俺は用意していた答えを即座に放った。

「それは、後で決める。メンバー集めが先だ」

「そう、なの？」

「ああ。部活の内容は、なんだっていいんだよ。いや、よくないな。スポーツ系はナシだ。文化系も、真面目まじめに打ち込んじゃう系はダメだ。みんなで茶でも飲みながらダベっているだけってのがベストだな」

　モブ子こは眉まゆを八の字にして、視し線せんを上に向けている。

　どんな部なのか想像がつかなくて、困っているんだろう。

「部の内容は、今は考えなくていい。勧誘は俺おれがやる。その後はよろしく頼むぜ、部長」

「部長？　部長って、誰だれ？」

　俺は無言でモブ子を指さした。

「わ、私？」

「当たり前だろう。おまえのための部なんだから」

「で、でもっ」

「『部長』ってのは、立派なキャラ設定だ。本気でモブ子を脱却したいと思っているのなら、受け入れろ」

「でも……」

「でもでも言うな。おまえが部長をやらないなら、部活作戦は中止だ。いいのか？」

「よ、よくない……です」

「だろ？　秋あき兎とと放ほう課か後ごを過ごすためだ。がんばれ」

「うん……。でも、私に部長なんて務まるのかな。クラス委員とは違うよね……」

「ん？　クラス委員の経けい験けんがあるのか？」

「うん。中学の時に」

「ほう……」

「意外って思った？」

　俺は正直に頷うなずいた。

　目立つポジションに進んでなろうとするタイプじゃないよな、モブ子は。

「誰だれもなりたがる人がいなくて、いつまでも決まらなくって、結局、クジ引きで決めたの。私、昔っからクジ運なくて」

「ああ、そういうことか……ん？」

　俺は納得しかけて、首を捻ひねった。

「立候補が誰もいない場合って、普通は推すい薦せんになるんじゃないか？」

「なったよ。でも、誰も推薦しなかったの」

「そうか……」

　想像してみる。

「クラス委員になりたい人、挙手してください」

　誰も手を挙げない。

「クラス委員をやってもいいと思う人、挙手してください」

　誰だれも手を挙げない。

「クラス委員に相応ふさわしいと思う人を、推すい薦せんしてください」

　誰も手を挙げない。

　静まり返った教室。あるいは、各おの々おの勝手に雑ざつ談だんして、ざわついていただろうか。

　どちらにせよ、感心できる光景じゃない。

　そりゃ、俺おれだって、クラス委員なんてやりたくないし、やったこともないけどさ。

「悪い子じゃなかったんだけどね、みんな。でも、クラスのためにがんばろうって子は、一人ひとりもいなかったの。私も含めて」

「で、どうなったんだ？　そのクラス」

　俺はその質問をしたことを、数秒後、後悔することになる。

「学級崩ほう壊かいしちゃった」

　モブ子こは困ったような、疲れたような笑えみを浮かべて、答えた。

「みんな、授業中に騒さわいだり、歩き回ったりして、授業にならなかった。体育祭にも文化祭にも、うちのクラスだけ参加しなくて……。なんで、あんなことになっちゃったんだろ。みんな、悪い子じゃなかったのに。何か決定的な出来事があったわけじゃないのに。気づいたら、取り返しのつかないことになってたの」

「それは……苦い思い出だな」

　それ以上、かける言葉が見つからなかった。

「そんなことがあったから、ちょっと不安だけど……でも、がんばるね。南みな代しろくんと小こ春はるちゃんが考えてくれた作戦だもんね」

　モブ子は胸の前で両手を握りしめて、笑ってみせた。

「ああ……まあ、真面目まじめにやる部活じゃないし、大変ってことはないだろ。俺も、できる限りのフォローはする」

「うん。ありがとう」

「今はこんなところか……。続きは、放ほう課か後ごだな」

「南代くんは、学食？」

「ああ。ちょっくら、いってくる」

「いってらっしゃい」

　手を振るモブ子に見送られて、俺は教室を出た。

　出てすぐのところで振り向くと、モブ子はまだ手を振ってくれていた。

　なんだろう。

　照れる。




　階段の踊場で、マリちゃんと遭遇した。

　目が合った。

　やべっ、と思って方向転換しようとしたが、遅かった。

「南みな代しろ、ちょうどいいところで会った」

　声をかけられてしまっては応じないわけにはいかない。強引に逃げだそうものなら後が怖い。

「な、なんでしょう」

　浮かべた笑えみが思いっきり引ひき攣つっているのが、自分でもわかった。

「なにビビッてんだ、おまえ」

「い、いや、だって」

　マリちゃんは、左右の手にある物をぶら下げていた。

　それを見た瞬しゆん間かん、嫌いやな予感が全身を駆け抜けて、俺おれは逃げようとしたのだった。

「なんすか、それは」

「見てのとおりの鳥とり籠かごだ」

　鳥籠。

　その時点でもう色々とおかしいのだが、問題は、鳥籠の中身だった。

「質問を変えます。なんすか、そのカラフルでデカい鳥は」

　マリちゃんが持っている二つの鳥籠には、それぞれ鳥が入っていた。

「ただのインコだよ」

「いやいやいや。インコって大きさじゃないでしょ」

　嘴くちばしなんか、人の指ぐらいなら軽く食いちぎってしまいそうなゴツさだ。

「無知だな、南代。こいつらは間違いなくインコだ。ベニコンゴウインコとルリコンゴウインコ。調しらべてみろ」

「…………」

　俺はケータイを取り出し、マリちゃんが口にした二つの名称を、検索してみた。

　ベニコンゴウインコにルリコンゴウインコ……たしかに、出てきた画像と一致するな。

　頭と胸が赤く、羽がカラフルなほうがベニコンゴウインコで、頭と羽が紫がかった青あお色いろで、胸が黄き色いろいのがルリコンゴウインコか……。

「こんなデカいインコがいるのか……」

　セキセイインコやオカメインコとは、まるっきり別の種類の生き物に見えるな。

「間近で見ると、意外と可愛かわいい顔してるぞ」

　歩み寄ってきたマリちゃんが、左手の鳥籠──ルリコンゴウのほうだ──を、俺の顔の前に差し出してきた。

　まじまじと見る。

　可愛いというより、これはもうほとんど、恐竜……なんて思っていると、

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　突然、ルリコンゴウが鳴いた。鳴いたなんて生なま易やさしいもんじゃない。耳を塞ふさがずにはいられないような、バインドボイスだった。

「……耳、いってぇ」

「どうだ？　可愛かわいいだろう」

　俺おれと同じ距きよ離りで咆ほう哮こうをくらったはずなのに、マリちゃんは平然としていた。高級耳みみ栓せんのスキルでもついてるのか、この人。

「まあ、羽の色は綺き麗れいだと思いますけど……」

　それは、噓うそでもお世辞でもなかった。

　赤も黄き色いろも瑠る璃り色いろも、すごく鮮あざやかで、眩まぶしいぐらいだ。

「気に入ってもらえて、なによりだ」

　マリちゃんはうんうんと頷うなずいて、そして、言った。

「南みな代しろ……おまえ、こいつら、飼え」

　嫌いやな予感、的中である。

　マリちゃんの美び貌ぼうには、さわやかな笑えみが浮かんでいる。

　ここで俺が、「いやー、先生、そりゃさすがに無理っすよー、あはははー」とか言っても、許してもらえそうな雰囲気だ。

　だが、決してそんなことはない。

　断りの言葉を口にしようものなら、その瞬しゆん間かん、マリちゃんの笑顔えがおは悪あつ鬼き羅ら刹せつのそれへと、文字どおり変貌するだろう。

「おまえとウサ子こと、一羽ずつ分けてもいいぞ」

　さあ、どうする？　どうする、俺。

　あんなデカい鳥、一羽だって飼うのは大変なんじゃないのか？　家にはぱんちゃんだっている。

「おまえはどっちにする？　ベニか？　ルリか？　両方いっとくか？」

　やはり、ご免めん被こうむるという選択肢は俺には与えられていないようだ。

　これから昼飯返上で部活のメンバー集めをしなきゃいけないってのに、鳥の相手なんてしている暇は……。

　……ん？　部活？

　ひょっとして、これは、天啓なんじゃないのか？

「先生」

　俺はマリちゃんにまっすぐ向き直り、言った。

「いいですよ。鳥、飼います。ただし、条件があります」

　マリちゃんは軽く目を眇すがめて、ニヤリと口角を持ち上げた。

「アタシに条件を出すとは、いい度胸してるじゃないか。言ってみな」




　意気揚々と、俺おれは学食に足を踏み入れた。

　昼休みに入ってからけっこう時間が経たっているから、注文カウンターの列は短くなっている。……が、昼飯を食ってる場合じゃない。

　秋あき兎とを捜す。すぐに見つかった。

「おう、秋兎。桜さくら子こ先せん輩ぱいも、こんにちは」

　テーブルでカレーうどんを食べていた秋兎の隣となりには、桜子先輩の姿があった。

「こんにちは、南みな代しろくん」

　桜子先輩は、今日きようも可愛かわいいなぁ。たおやかだなぁ。

「桜子先輩は、今日は弁当っすか」

「あ、うん」

　桜子先輩の弁当箱は、ピンク色で小さくて、いかにも『女の子』って感じだ。角度的に中までは見えないけれど、桜子先輩の弁当なんだ。彩り豊かで美味おいしいに決まっている。

「先輩もいるなら、ちょうどいいや」

　俺は並んで座っているふたりの向かいに腰を下ろして、テーブルの上に身を乗り出した。

「ど、どうしたの？　春はる」

　目をぱちくりさせているふたりに向けて、俺は言った。

「部活を、やろう」

　俺は秋兎と桜子先輩の顔を交互に見た。

　この場に桜子先輩もいたのは、好都合だった。

　モブ子こに言った『心当たり』の一人ひとりが、桜子先輩だった。先輩が特定の部に所属していないことを、俺は知っていた。

「どうだ？　秋兎。どうです？　桜子先輩」

「どう、って言われても、唐突すぎて反応に困るんだけど……」

「わ、私も、どうお返事したらいいのか……」

　さすがに言葉足らずだったか。

「つまり、俺が作った部に、ふたりに入ってほしいんだ」

「春、部を作ったの？」

「いや、これから作る」

「どうしたの？　急に。春は部活とか、そういうの好きじゃなかったよね？」

「まーな。何か一つのことに必死に打ち込むってのは、好きじゃなかった。でも、考えを改めたんだ。放ほう課か後ごを漫然と過ごすのは、貴重な青春の浪費なんじゃないかってな」

「それで、部活？」

　俺おれは深く頷うなずいた。

「部を作るには、部員が五人要いるんだ。俺と、あと一人ひとりは決まってる。秋あき兎とと先せん輩ぱいが入ってくれたら四人で……実現が見えてくる」

「何部を作るの？」

　桜さくら子こ先輩から、質問がきた。

「インコ部です」

　と、俺は答えた。

「インコ部です」

　ふたりが、「聞き間違えたかな？」的な表情になる前に、俺はもう一度言った。

「インコ……って、あの、インコ……？」

　可愛かわいい桜子先輩は、首を傾かしげても可愛い。

「はい、あのインコです」

　セキセイでもオカメでもないけどな！

　だがしかし、インコであることに違いはない。

「えーっと……春はる」

　秋兎が箸はしを丼どんぶりの上に置いて、まっすぐに俺の目を見てきた。

「つまり……どういうこと？」




　勧誘、成功。

　秋兎と、それに桜子先輩も、インコ部に入ってくれることになった。

　秋兎に関しては、まあ、断られることはないだろうと思っていた。

　なにせ秋兎だからな。放ほう課か後ごの小規模コミュニティなんて、そんなギャルゲ的なシチュエーション、あいつが断るはずがない。いや、逃げられるはずがないと言うべきか。

　桜子先輩は、秋兎がＯＫすれば先輩もＯＫしてくれるだろうという、希望的観かん測そくのとおりになった。

　桜子先輩の加入は非常に大きな意味を持つ。具体的には俺のモチベーションがはね上がる。

　俺とモブ子こと、秋兎と桜子先輩で、四人。

　部設立のために必要なあと一人も、既に確かく保ほしている。

　あの場で、秋兎がちえりに電話して、勧誘してくれたのだ。

　ちえりの返事は、「イベント間際はあんまり参加できないかもだけど、それでもいいなら、いいよ～」だった。

　イベントとはつまり、オタクが集まって薄うすい本を売ったり買ったりするアレだ。ちえりの場合はコスプレメインだが。

　ともあれ、無事、メンバーは集まった。

　これで、部を作れる──という話を、モブ子こにした。

「し、質問です」

　話が一段落したところで、それまで黙だまって聞いていたモブ子が小さく手を上げた。

「なんだ？」

「インコ部っていうのは、あの、一体、どんな……」

「ああ」

　その話を、まだしてなかったっけか。

「簡かん単たんに言えば、マリちゃんから押しつけられたインコを飼育する部だ」

「茉ま莉り香か先生のインコ……なの？」

「正せい確かくには、マリちゃんの叔母おばさんの、だな。その叔母さんが長期の海外旅行に行くとかで、インコをマリちゃんに預けたんだと。で、そのインコを、マリちゃんが廊下でたまたま目が合った俺おれに丸投げしてきたってわけだ」

「災さい難なんだったね」

「そうでもないさ。おかげで、部の中身が決まったわけだしな。それに、インコの世話をする代わりに、顧こ問もんをマリちゃんに引き受けてもらったしな」

「それじゃあ……」

「ああ。部を作るのに必要なパーツは、全部揃そろったってわけだ」

　すごい、とモブ子は小さく手を叩たたいた。

　放ほう課か後ごの教室は、まだけっこうな人数が残っていて、ざわついている。

　しかし、あれだな。昼休みといい今といい、俺とモブ子がふたりで喋しやべってても、誰だれもなにも言ってこないんだよな。「なに、おまえら付き合ってんの!?」とか言ってこいっての。いや、言われたら言われたでウザいんだけどさ。

　なんて思っていると──。

「なんだ。おまえたち、付き合っていたのか」

「うわあっ!?」

　不意に耳元で声がして、俺は机から転げ落ちかけた（モブ子の机に座っていたのだ）。

「つ、鶴つる木ぎっ」

　俺を驚おどろかせた犯人──鶴木美み汐しおは、俺とモブ子の顔を交互に見て、そのクールな美び貌ぼうに笑えみを浮かべた。

「いつからそういう関係になったんだ、おまえたち。まったく気づかなかったぞ」

「気づかなくて当然だ。俺とモ……森もり崎さきは、付き合ってるわけじゃないからな。ってか、びっくりさせんなよ。心しん臓ぞうが止まるかと思った」

「簡かん単たんに背後を取らせるおまえが悪い。男子家を出いずれば七人の敵ありと言うだろう？　いついかなる時も、油断は禁物だ」

「おまえは俺おれの敵なのか……」

「さて？」

　鶴つる木ぎはメガネを指で押し上げつつ悪戯いたずらっぽく小首を傾かしげた。

「ったく……」

　まあ、少なくとも、モブ子こにとっては敵か。恋がつく敵──恋こい敵がたきだ。

「しかし、そうか。付き合っているわけではないのか。道理で」

「道理で？」

「ああ。ひやかしておいてなんだが、恋人同士……というふうには、見えなかった」

「そりゃあまあ、実際違うしな」

「だがな、予感はあったぞ。おまえたちは、将来、結婚する」

「なんだ、そりゃ」

「ただの予感だよ。だが、私の予感はけっこう当たる。三割は当たる」

「超高校級の占い師かよ！」

　三割はけっこうって言えるのか!?

「好き勝手言いやがって。森もり崎さきからも、なんか言ってやれ」

　俺はモブ子を見て──絶句した。

「お、おい。なんで泣いてんだよ」

　モブ子は、泣いていた。

　大きく見開いた目から、ぽろぽろと涙の粒を零こぼしていた。

「あっ……ご、ごめんなさい」

　俺の呼びかけに、モブ子は慌てて涙を拭ぬぐった。

「妙なことを言って、すまなかったな」

　鶴木が謝あやまりながら、ハンカチを差し出した。

「森崎がそんなに南みな代しろを嫌っているとは、思わなかった」

「おい」

「ち、違うの」

　鶴木から受け取ったハンカチで濡ぬれた目め許もとを押さえつつ、モブ子は首を横に振った。

「南代くんの奥さんになった自分を想像したら、涙が出てきちゃって……」

「それは、やはり南代のことが嫌いなのではないか？」

　モブ子はまた首を振った。

「…………」

　言葉が見つからず、俺は首の後ろをさすった。

　俺のことを嫌いってわけでは、どうやらないらしい。でも、嬉うれしくて泣いてるって感じでもないんだよな。

　悲しくて泣いているようにしか、見えない。

「なんでもないの。ごめんなさい……」

　なんでもないのに泣くわけがない。とはいえ、本人がなんでもないと言っている以上、深く追及するわけにもいかないよな……。

「話を変えよう。南みな代しろ、部を作るそうだな」

　鶴つる木ぎが、俺おれの視し線せんをモブ子こから外させた。ナイスだ。

「え？　あ、ああ。なんで知ってるんだ？」

「ふふ……実は、昼休みにおまえたちの会話を盗み聞きしていたのだ」

「マジかよ」

「冗じよう談だんだ。ついさっき、渡わた会らいに聞いたというのが真相だ」

「なるほどね」

「水くさいな、南代。なぜ、私を誘わなかったのだ」

「おっと」

　そうきたか。

「いや、誘おうとは思ったんだよ。でも、鶴木、生徒会選挙に出るんだろ？　ぼちぼち、忙しくなってくるんじゃないかってさ」

　噓うそは言ってない。桜さくら子こ先せん輩ぱいに断られたら、鶴木を誘うつもりだったんだ。鶴木よりも桜子先輩を優ゆう先せんしたのは、別に俺が桜子先輩のファンだからってわけじゃない。いや、それも理由の一つではあるけれど、一番の理由は、鶴木に言ったとおりだ。

　たかが生徒会選挙と思うなかれ。

　うちの学校は伝統的に生徒会の権力が強い。だから、選挙もそれなりに熾し烈れつで……会長選ともなると、学内の有名人・権力者を、何人も相手にしなきゃならなくなる。

　そんな会長選に、鶴木は出馬を表明していた。

「インコの世話をする部……だそうだな。その程度なら、差し支えはないだろう」

「まあ、それもそうか……って、鶴木、入りたいのか？　インコ部に」

「入りたい」

　即答だった。

「おまえも知ってのとおり、私は渡会に惚ほれている。渡会が部活動をするというのなら、同じ部に入りたいと思うのは、当然だろう？」

「ど、どうだろうな……」

　入部の動どう機きとしては、あまり褒ほめられたモンじゃないだろう。

　俺が言えた義理じゃないから、批判はしないけどな。

　しかし、ホント、鶴木は素直っつーか、堂々としてるっつーか……自分の気持ちを隠さないよな。

　すごいと思うよ。

　俺おれには、自分が誰だれを好きかなんて公言する勇気は、ない。

　俺にはできないことが、鶴つる木ぎにはできる。

　感心する。

　でも、感心はしても、憧あこがれはしないんだよな。

　鶴木と俺とじゃ、きっと人種が違うんだと思う。

　自分の気持ちを……ちえりへの想おもいを、公言どころかちえり本人にさえ伝えられずにいる俺の気持ちは、鶴木にはわからないだろう。

　堂々と言えてしまう鶴木の気持ちが、俺に理解できないように。

　だから、憧れない。

　鶴木みたいに、自分の気持ちを堂々と口にできるようになりたいとは、思わない。

「改めてお願ねがいしよう。南みな代しろ、私をインコ部に入れてくれ」

「ああ、まあ、いいんじゃないか？　たぶん」

「たぶん？」

「こういうのって、決定権があるのは部長だろ？　俺は部長じゃないからな。部長は──」

　俺は視し線せんでモブ子こを示した。

「おお、部長は森もり崎さきだったのか」

　森崎に向き直った鶴木は、膝ひざを落として、森崎と目の高さを揃そろえた。

「どうだ、森崎。私には、インコ部に入る資格はあるか？」

「えっ、あっ」

　至近距きよ離りで鶴木に見つめられたモブ子は、仰のけ反ぞり気味だ。

　マリちゃんほどではないとはいえ、鶴木の眼力も相当だからなぁ。モブ子じゃなくたって、ビビる。

　モブ子はオロオロと視線をさまよわせた挙げ句、俺を見た。

　どうするの？　と問いかけてくるその目に、俺は頷うなずきで答えた。

　鶴木は……ちえりや桜さくら子こ先せん輩ぱいも、モブ子にとっては恋こい敵がたきだ。そんな彼女たちを部に招き入れるのがハイリスクな行為だってことは、わかっている。が、ヒロインが集まってこその小規模コミュニティだ。これはもう、仕方がない。

　立場的……というかキャラ的に圧倒的に不利なモブ子が勝つためには、リスクは受け入れて立ち向かうしかない。虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えず、だ。

　モブ子は目だけで頷いて、

「あの、えっと……資格は、ある……と思います」

　鶴木に、そう返した。

「そうか！　感かん謝しやするぞ、森崎。いや、部長」

「ぶ、部長……」

　モブ子この顔が青ざめたのは、鶴つる木ぎにがっしりと手を取られたせい……ではなく、部長と呼ばれたせいだろう。

　自分がクラス委員をやっていたクラスが崩ほう壊かいしたってのが、けっこうなトラウマになってるのかもな……。

　とはいえ、せっかく手に入れた『部長』というキャラ設定を生かさないわけにはいかない。

「よろしく頼むぜ、部長」

　俺おれはモブ子の肩に手を置いて、そう声をかけた。

「う、うん。がんばる」

　答えたモブ子の顔色は、青を通り越して白くなっていた。

　だ、大丈夫か？




　インコ部の主しゆ賓ひんである二羽のインコを見た各部員の反応。

「きゃーっ、可愛かわいいーっ！」

　が、ちえり。

「インコって、ベニコンゴウとルリコンゴウだったんだぁ」

　は、桜さくら子こ先せん輩ぱい。

「ずいぶん、立派な鳥だな。インコというから、もっと小さいものと思っていたが」

　と、鶴木。

　そういえば、モブ子以外には、インコ部のインコが大型インコだって話はしてなかったな。

「おまえも、なんかリアクションしろよ」

　インコが大型だと知らなかった組の中で、一人ひとり、秋あき兎とだけが、驚おどろいた素振りもなく二羽のインコをボーッと眺めていた。

「え？　ああ、ごめん。ルークのことを思い出してたんだ」

「ルーク？」

「レティが飼ってたロック鳥の名前だよ」

「ああ……」

　レティってのは、一時期、秋兎の家にいた異世界のお姫様の名前だ。名前ってか愛称で、本当の名前は、レティシア＝アインスフィア＝ハ、ハイド……なんだっけ？　長すぎて、忘れちまったよ。

「つまりは、異世界の鳥か」

「うん。ロック鳥はすごく大きな鳥で、本来は獰どう猛もうな性格らしいんだけど、レティに雛ひなの頃ころから飼われてたルークは、大人おとなしくて賢かしこくて……ルークのおかげで、僕とレティは魔ま王おうの居城に突入することができたんだ」

　遠い目をして語る秋あき兎とは、知らないヤツの目には、痛い妄想を語るオタク野郎に見えることだろう。でも、俺おれは知っている。秋兎の話が噓うそでも妄想でもないことを。

　こいつは、本当に異世界に行って、勇者的な活かつ躍やくをしていたりするのだ。

「三みつ三み先せん輩ぱいは、詳しいんですか？　インコ」

　桜さくら子こ先輩にそんな質問をしたのは、ちえりだ。

　そういえば、先輩は『ベニコンゴウ』『ルリコンゴウ』って、品種名を口にしてたな。

「詳しいってほどじゃないけど……インコは、うちにもいるから。コザクラインコっていう、もっと小さなインコだけど」

「なるほど～」

　そうか。桜子先輩は現役の鳥飼なのか。それは心強い。

「この二羽、名前はなんというのだ？」

　鶴つる木ぎが俺に訊きいてきた。

「ベニコンゴウがベニ、ルリコンゴウがルリだってさ。安あん直ちよくだよな」

　鶴木は笑った。

「覚えやすくてよいではないか」

「まあな」

　頷うなずきつつ、俺はモブ子こに視し線せんを送った。──が、目は合わない。

　俺の斜め後ろにいるモブ子は、両手を頰ほおに当てて、深くうつむいていた。

　俺はそーっと後ずさりして、小声でモブ子に話しかけた。

「どうした？　具合でも悪いのか？」

　モブ子は顔を上げずに、ふるふると首を横に振った。

「なら、顔上げろよ」

　ふるふる。

「とりあえず、うつむいてる理由を教えろ」

「わ、渡わた会らいくんが同じ空間にいるから……」

「つまりは、照れてるわけか」

　こくこくと、今度は頷いた。

「ふむ……」

　学級崩ほう壊かいのトラウマが発動して落ち込んでたってわけじゃないらしい。

「同じ空間ってことなら、いつも同じ教室で授業受けてるだろ」

「教室じゃない場所で渡会くんと一いつ緒しよにいることって、なかったから……」

「ここだって、教室っちゃー教室だけどな」

　インコ部は、旧校舎の四階、南角の教室を、部室としてあてがわれていた。

　秋には取とり壊こわされることが決まっている旧校舎は、現在はもう、部活棟としても使われていない。つまりは、インコ部の貸し切り状態ってことになる。

　どうしてこうなったのかといえば、部活棟に空きがなかったってのが一つ。もう一つは、インコの声だ。

　うるさいんだよ、こいつら。特にルリがうるさい。初対面の時に俺おれもくらったあの耳を塞ふさぎたくなる叫び声は、新校舎じゃ迷惑極まりないからな。

「照れる気持ちはわかるが、秋あき兎とと同じ空間にいられるからって、それで満足するんじゃないぞ。自分からガンガン話しかけて、アピールしていけ」

「そ、そんな、急には……」

　ますます深くうつむきかけたモブ子こに顔を上げさせたのは、ちえりだった。

「ゆんちゃん！」

「は、はいっ」

　名前を呼ばれ、弾はじかれたように顔を上げたモブ子に、ちえりは言った。

「とりあえず乾杯！　乾杯しようよ！」

　ちえりは、左右それぞれの手に、掲げるようにペットボトル入りのジュースをもっていた。

　ここに来る前に、学食の自じ販はん機きで人数分買っておいたのだ。

「ゆんちゃんが、音おん頭どとって～」

「わ、私？」

「だって、ゆんちゃんが部長なんでしょ？」

　鶴つる木ぎ以外のメンバーにも、部長がモブ子だってことは、伝えてあった。

　なんで言い出しっぺの俺じゃなくてモブ子が部長なのか。秋兎もちえりも桜さくら子こ先せん輩ぱいも、意外がってはいたものの、追及はしてこなかった。

「そ、そっか。私、部長だもんね」

「はい、森もり崎さきさん」

　秋兎がモブ子にジュースを差し出した。

「あ、ああ、ありがとう」

　モブ子は、礼を言った声も、ジュースを受け取った手も、震ふるえまくっていた。

「どうしたの、森崎さん。もしかして、寒い？」

「だ、だだ、大丈夫」

　全然大丈夫じゃなさそうなモブ子は、「あ、あり、ありがとう、渡わた会らいくん」、再度、秋兎に礼を述べて、俺を見た。そして、錆さびついたロボットのようなギクシャクした動きで、俺の隣となりにやってきた。

「わ、わわ、渡会くんが、私のこと、心配してくれたよ」

「そりゃ、そんだけ震えてたら、誰だれだって心配する」

　小声で話しかけてきたモブ子に、俺も小声で応じた。

「ジュースも、くれたし」

「乾杯用のジュースを渡しただけだ」

「私、このジュース、一生の宝物にする」

「それじゃ、乾杯できないだろ」

「どうしよう、南みな代しろくん。私、幸せすぎて死んじゃいそうだよ……」

「だったら、もっと嬉うれしそうな顔をしろっ」

　モブ子こは笑ってはいたものの、その笑えみはひどくひきつっていた。

　秋あき兎とを見ると、心配顔でこちらを──というより、モブ子を見ていた。

　あれは、「僕、森もり崎さきさんになにか悪いことしちゃったかな」って顔だ。

　違うぞ、秋兎。おまえはなにも悪くない。女の子を片っ端から惚ほれさせてしまう秋兎の存在そのものが悪いといえば、悪いが。

　モブ子に視し線せんを戻す。

　モブ子は秋兎に渡されたジュースを両手でしっかりと握りしめて、目を潤うるませていた。

　ジュースを渡されただけで、心配するような言葉をかけられただけで、たったそれだけのことで泣いてしまいそうになるほど、こいつは秋兎のことが好きなんだな……。

「部長の初仕事だ、しっかりやれよ」

　俺はモブ子の肩を押して、みんなのほうを向かせた。

「感極まっちまってるみたいで、上手うまく挨あい拶さつできないかもだが、大目に見てやってくれ」

　俺はみんなに言った。

　こんな時にフォローするのが、俺の役目だ。

「がんばれ、ゆんちゃん」

　ちえりはガッツポーズを取りつつ、モブ子に声援を送った。

「がんばって、森崎さん」

　秋兎も。

「上手く喋しやべる必要はない。大事なのは気持ちだ、森崎」

　鶴つる木ぎも。

　なにも言いはしなかったけれど、桜さくら子こ先せん輩ぱいも、あたたかな眼差まなざしをモブ子に向けてくれていた。

　よかった、と俺は思った。

　いつもどこか存在感のないモブ子に、みんなが注目してくれている。

　今この場での主役として、認めてくれている。

　クラスではともかく、このインコ部というコミュニティの中では、モブ子はモブじゃない。

　それだけで、俺は、この部を作ってよかったと、そう思った。

　さあ、モブ子。

　あとはおまえ次第だ。

　みんなが応援してくれてるぞ。

　しっかり、応こたえてみせろ。

　そんな俺おれの心の声が聞こえたわけじゃないだろうが、モブ子こは今にも零こぼれそうになっていた涙を指で拭ぬぐって、顔を上げた。

「あ、あの、わ、私、は……」

　モブ子は、声は震ふるえていたけれど、目はまっすぐにみんなのほうを向いていた。

「今まで、無為に過ごしてきてしまった放ほう課か後ごの時間を、充実したものにしたくて、この部を作りました。私のわがままに付き合い、入部してくれたみなさんには、本当に感かん謝しやしています。ありがとうございます」

　みんなに向けて深く頭こうべを垂れたモブ子は、次に、なぜか俺のほうを向いた。

「南みな代しろくん。南代、春はる馬まくん」

　そして、俺の名前を呼んだ。その声は、もう震えてはいなかった。

「こうして無事に部を立ち上げることができたのは、全部、春馬くんのおかげです。春馬くんには、なんと言って感謝したらいいのかわかりません。ありがとうじゃ全然足りないって思うけど、でも、他ほかに思いつく言葉はないから、言います。ありがとう、春馬くん」

　言い終えると、モブ子ははにかんだように微笑ほほえんだ。

　うっ、か、可愛かわいい。

　決して美少女ってわけじゃないのに、たまに、すごく可愛く見える瞬しゆん間かんがあるんだよな、こいつ。

「春はる、顔が赤いよ」

「西日のせいだ！」

　俺は自分の頰ほおをバシバシと叩たたいて、深呼吸をして、モブ子に言った。

「たいしたことはしちゃいないが、感謝の気持ちは、とりあえず受け取っておくよ」

　うん、とモブ子は頷うなずいた。

「さあ、乾杯だ」

　モブ子はもう一度頷いて、秋あき兎とたちのほうに向き直った。

「春」

　秋兎がジュースを投げてよこしてきた。キャッチして、蓋ふたを開ける。

「では、改めまして……インコ部、始動です」

　モブ子がジュースを軽く掲げるようにして持つと、みんな同じ様にした。もちろん、俺も。

「ベニちゃんとルリちゃんに、ここにはいないけど、顧こ問もんを引き受けてくれた茉ま莉り香か先生に……そして、みんなに。かんぱーい！」

『かんぱーい！』




　部長としての初仕事を、モブ子こはちゃんとやってのけた。

　本人が不安がっていたから、こっちまで不安になっていたが、なんのなんの、いい挨あい拶さつだった。俺おれへの礼は、余計だったけどな。

　上手うまくいく、と思った。

　小こ春はるが提示してくれたこの『小規模コミュニティ作戦』は、きっと上手くいく。

　そんな、俺の確かく信しんめいた思いを、しかし、モブ子は思いがけない形で裏切ったのだった……。




「ほーらほらほら」

　秋あき兎とがルリを撫なでくっている。

　撫でられているルリのほうは、無様ぶざま……？　うん、まあ、無様で合ってるな。せっかくの立派な見た目が、台無しな格好だもんな。

　ひっくり返って腹を出し、だらしなく開いた嘴くちばしからは舌がだらりと垂れ出て、目なんて半分白目を剝むいている。

　見み慣なれた光景だから、呆あきれるだけで今更驚おどろきゃしないが、初しよ見けんの時は、痙けい攣れんしてるのかと思って焦ったもんだ。

　あれは、秋兎の愛あい撫ぶが気持ち良すぎるが故の、恍こう惚こつの表情ってことらしいが、なんというか、まるっきり犬だ。

　現役のインコ飼いである桜さくら子こ先せん輩ぱいによれば、

「人に慣れたインコって、犬みたいな反応、見せてくれるよ」

　ということらしい。こうも言っていた。

「でも、あんなでろんでろんな姿は初めて見たかも……」

　俺としては麗うるわしの桜子先輩の口から『でろんでろん』という、なんともいえない単語が聞けて得した感じだが、それはまあ、どうでもいい。

「うりうりうり」

「ア、アッ、アアッ、アアアーッ！」

　絶頂に達したらしいルリが、インコにあるまじき声をあげて、ぐったりと全身を弛し緩かんさせた。

「ふーっ」

　息を吐きつつ手の甲で額ひたいを拭ぬぐった秋兎は、何かをやり遂げた男の顔をしていた。

「ご苦労」

　と、俺は秋兎に声をかけた。

　インコの世話をするのがインコ部の一応の仕事ではあるが、『世話』には、餌えさやりや鳥とり籠かごの掃除のほかにも、インコの遊び相手になってやることも含まれている。

　鳥籠から出してやって、文字通り、羽を伸ばさせてやるわけだ。

　伸ばすどころか、弛たるみきってるけどな。

　もう一羽のインコ──ベニコンゴウのベニのほうはといえば、こちらは既に昇天済み……って、死んだわけじゃないぞ。秋あき兎とのゴールドフィンガーにやられて、絶ぜつ賛さん、放心中だ。

「つくづく、ビーストテイマーだな、おまえは。いや、この場合はバードテイマーか」

　昔っから動物には好かれるヤツだったが、ここまでとは……。

「んー、別に、言うことを聞かせられるってわけじゃないよ」

「んじゃ、ただの鳥たらしだな」

「それ、褒ほめ言葉？」

「褒めてる褒めてる。おかげで、二羽とも元気なもんだ」

　インコ部始動から、半月──ルリもベニも、本来の飼い主と離はなれ離ばなれのストレスでしょぼくれたり具合を悪くしたりってことは、なかった。

　インコ部のお題目というか大義名分の部分に関しては、上手うまくいっていると言える。

「とまあ、とりあえずはこんな感じでやってます」

　俺おれは振り返って、机の上にどっかりと腰掛け、煙草タバコをくわえているガラの悪い美女に声をかけた。

「そりゃ、けっこう」

　美女──２─Ｃの担任にしてインコ部の顧こ問もん、マリちゃん先生こと茉ま莉り香か・ナイチンゲール教きよう諭ゆは、退屈そうに煙を吐いた。

　この日は、珍しく──というか、初めて、マリちゃんがインコ部に顔を出していた。

　まあ、自分が担任やってるクラスのＨＲだってしょっちゅうすっぽかすからな……。

　怠たい惰だで気まぐれで、でも、いざという時には頼りになる。そんな、雄ライオンみたいな人だ。

「で、ありゃ、なんだ？」

　くわえたままの煙草の先で、マリちゃんは部室の隅を──そこにいる、一人ひとりの女生徒を指し示した。

　その女生徒と、目が合った。

　気まずそうに微笑ほほえんだその女生徒は、モブ子こだ。

「あれは、森もり崎さき由ゆ布う子こです」

「知ってるよ。アタシが訊ききたいのは、そういうことじゃない」

「はあ」

「アイツも、部員なんだろ？」

「そうですよ」

「なら、なんでアイツはあんな隅っこでじっとこっちを見てるだけなんだ？　あのマスクはなんだ？　風邪かぜか？　教室じゃしてなかったろ」

「あー……」

　隅の席に肩身狭そうに座っているモブ子こは、たしかにマスクを装着していた。教室じゃしてなかったってのも、そのとおりだ。

「風邪かぜじゃないですよ。……あいつ、鳥アレルギーなんです」

「なんだ、そりゃ」

　いやもうホント、なんだそりゃですよ。

「本人も、つい最近まで知らなかったんです。自分が鳥アレルギーだってこと」

　あの日──インコ部立ち上げの日、乾杯のその後で、突如、モブ子がくしゃみを連発し始めた。

　その時は誰だれも何も思わなかったが、翌日、部室に入るなり、モブ子はまたくしゃみを連発した。「風邪か？」と訊たずねた俺おれに、モブ子は首を横に振って答えた。

　埃ほこりのせいかもしれないと全員で部室を掃除してみたが、モブ子のくしゃみは翌日以降も続いた。

　さすがに一度医者に診みて貰もらったほうがいいだろうということで、病院に行かせたところ、鳥アレルギーであることが発覚したのだった。

　症状としてはくしゃみが止まらなくなる程度ですんでいる。マスクをしてインコから離はなれていれば、くしゃみも出ない。

　ただ、おかげでインコの相手をしていることが多い秋あき兎ととは距きよ離りが空いてしまい、モブ子が秋あき兎とと会話をする場面は、激げき減げんしていた。いや、せっかく同じ部なのに、会話の量がほとんど増えていないといったほうが正せい確かくか。
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　ちえりはバイト、鶴つる木ぎと桜さくら子こ先せん輩ぱいも色々と忙しい身だから、今日きよう、顔を出している部員は俺おれとモブ子こと秋兎の三人だけだが、ちえりも鶴木も桜子先輩も、いる時は秋兎の傍そばにいる。その秋兎がたいていインコの傍にいるから、インコに近づけないモブ子は、部屋の隅に鎮ちん座ざしているだけの置物状態だ。みんな気を遣つかって話を振ってはくれるけど、物理的に距離があると、どうしたって会話にならないんだよな。

　しょうがないから俺はモブ子の傍にいるわけだが、秋兎＋モブ子以外の女子三人とモブ子＋俺で、同じ部へ屋やにいても世界が分断されちまってる感じだ。

　部としては上手うまくいっていても、これじゃあ意味がない。

　俺だって、ちえりとロクに話せてないし。

　しかも、厄やつ介かいなことに、当のモブ子は、秋兎と同じ空間にいられるってだけで、割と満足しちゃってるんだよな。

　マスクで顔の下半分が隠されていても、部室にいる間、モブ子が幸せそうに微笑ほほえんでいるのが俺にはわかる。

「インコ部の部長が鳥アレルギーか。ハッ、なかなか笑える冗じよう談だんだな」

「俺は笑えません……」

「ま、アタシとしちゃ、インコどもの世話さえしっかりやってくれりゃ、文句はないさ。……よっと」

　マリちゃんは机から飛び降りて、秋兎に声をかけた。

「おい、ウサ子こ。インコを撫なでくるのは楽しいか」

　ぐったりしたままのルリとベニを胸に抱えて、秋兎は答えた。

「楽しいですよ。鳥は、好きです」

　マリちゃんは質問を重ねた。

「なら、鳥と人間の女は、どっちが好きだ？」

「はい？」

「人間の女を撫で回したくなったら、アタシに言いな。おまえになら、好きなだけ触らせてやる」

　マリちゃんは舌なめずりしつつ、校内第二位の巨乳を自らの掌てのひらで押し上げてみせた。

　あ、第一位は、桜子先輩な。

「え、遠えん慮りよしておきます」

「そうか？　まあ、気が変わったらいつでも言いな」

　秋兎の苦笑いに見送られて、マリちゃんは部室を出ていった。

「よかったな、秋兎。おまえには、あのナイスバディを好きにできる権利があるってよ」

「いやいやいや。あれは、冗じよう談だんで言ってるだけだから」

「そうか？」

　俺おれは、そうは思わないけどな。

「なあ、秋あき兎と」

　ん？　と小首を傾かしげた秋兎に、俺は訊たずねた。

「おまえ、好きなヤツとか、いるのか？」

　訊ねながら、俺は横目でモブ子こを見た。

　モブ子は目をまん丸に見開いて、俺を見ていた。

「いるよ」

　秋兎は、なんのてらいもなく答えた。

「いるのか」

「うん、いるよ」

「そ、そうか」

　秋兎の物言いがあっけらかんとしすぎていて、俺のほうがたじろいでしまった。

　モブ子を見る。肩に力が入っているのがわかった。

　どうする？

　このまま、秋兎の好きな相手が誰だれなのか、確たしかめるか？

　その答えを聞く覚悟が、おまえにあるか？

　俺の視し線せんでの問いに、モブ子は小さく頷うなずいた。

　わかった。なら、訊きくぞ。

「それは、誰なんだ？」

　秋兎は、やはりあっけらかんと答えた。

「そんなの、春はるに決まってるじゃないか」

　秋兎は笑っていた。屈託のない笑顔えがおだった。

「…………おい」

「春がお婿むこさんになってくれたらなーって、ずっと思ってるよ。僕がお婿さんになってもいいけど」

「いや、そーじゃなくてだな。俺は真面目まじめに訊いてるんだよ」

「ん？」

「俺は、おまえに好きな女の子がいるのかどうか、もしいるなら、それが誰なのかを知りたいって言ってるんだ」

「どうして？」

　逆に問われた。

「どうして、僕が誰を好きなのか知りたいの？　それを知って、春はどうしたいの？」

「うっ」

　嫌いやな切り返しをしてきやがった。

「春はるが答えてくれたら、僕も答えるよ」

　答えられるわけがなかった。

「この話は、これで終わりだね」

　秋あき兎とは、無言の俺おれに背中を向けて、ルリとベニを鳥とり籠かごへと運んだ。

　モブ子こを見る。モブ子は、脱力してうなだれていた。

　答えが聞けずにがっかりしたってよりも、ホッとしたってところだろう。

　秋兎が、好きな女の子の名前としてモブ子の名前を挙げることは、ない。そりゃもちろん、可能性はゼロじゃないが、限りなくゼロに近い。

　もし、秋兎が俺の問いに答えていたら──モブ子じゃない女の子の名前を答えていたら、その限りなくゼロに近かった可能性が、本当にゼロになっちまうもんな。

　でも──。

　俺は視し線せんを秋兎に戻す。

　でもな、秋兎。

　俺は、答えを知ってるんだ。

　おまえには、好きな人がいる。

　心に決めた、たった一人ひとりが、ちゃんといる。

　ちえりだ。

　おまえは、昔っから、本心の見えないヤツだった。

　裏表があるわけじゃない。噓うそをつかない。おまえはいつだって素直で正直で、でも、おまえが心の底で何を考えているのかは、いつだってわからなかった。

　心の底から笑った顔を、おまえが俺に向けたことは、ない。

　おまえが心の底から笑った顔を見せる相手は、ちえりだけだ。

　ちえりだって同じだ。ちえりがおまえに見せる笑顔えがおは、他ほかの誰だれに対するものとも違う。

　結局、おまえが最後に選ぶ相手はちえりなんだ。

　なあ、秋兎。

　いつまで、おまえはちえりと『ただの幼おさな馴な染じみ』でい続けるつもりなんだ？

　俺は、それが知りたいんだ。

（ダメだ……）

　思考が内向きになってきてる。

　今は、モブ子のことだけ考えるんだ。

　…………よし。

「なあ、秋兎。森もり崎さきも」

　俺おれはふたりに声をかけた。

「インコの餌えさを買ってきてくれ。今から。ふたりで」

　モブ子こは顔を上げて目をぱちくりさせているだけだったが、秋あき兎とからは言葉が返ってきた。

「餌なら、まだけっこう残ってるんじゃない？」

「こいつら、デカイだけあって食うからな。あっという間になくなっちまうんだよ。だからまあ、補充ってことで」

　というのは、もちろん建前で。

　本当の目的は、モブ子と秋兎をふたりっきりにすることだ。

　今ここで俺が消えたって、ふたりきりにはなる。が、部室じゃモブ子の鳥アレルギーのせいで、どうにもならないからな。

　ふたりっきりにするなら、外だ。ちえりも鶴つる木ぎも桜さくら子こ先せん輩ぱいもいない今日きようは、絶好のチャンスだ。生かさないわけにはいかない。

「買いにいくのはいいけど、春はるは？　一いつ緒しよに行かないの？」

「ああ、俺は行かない。てか、行けない。野や暮ぼ用ようがあるんだ」

「そっか。それじゃあ──」

　秋兎は屈託のない表情と口く調ちようで、モブ子に声をかけた。

「森崎さん、僕とふたりで行こうか」

　モブ子こは、ガタッ！　と勢いよく椅い子すから立ち上がって、

「ひゃ、ひゃいっ！」

　と、裏返った声をあげた。

「んじゃ、よろしく頼んだぜ、おふたりさん」

　俺は鞄かばんを担いで、出口に向かった。

　モブ子は出口のすぐ近くにいるから、部室から出ようとすると目の前を通り過ぎることになる。

　すれ違いざま、俺はモブ子を見た。目が合った。

　がんばれよ、と俺は声には出さず、唇の動きだけで言った。

　モブ子は小さく、だけど高速で──擬ぎ音おんにすると、プルプルプルッ！　って感じで首を横に振った。

（がんばれって言われても、どうしたらいいかわからないよ！）

　と、その目は叫んでいた。

「がんばれ」

　俺は、今度は、目の前のモブ子にだけ聞こえる程度の小声で言って、部室を出た。

　がんばれよ、モブ子。

　ここから先は、おまえ自身がどうにかするしかないんだ。

　おまえの魅み力りよくを、秋あき兎とに教えてやるんだ。

　魅力──。

　おまえは、普通に見えて、良いところがたくさんある女の子なんだ。

　たとえば、そう──。

　モブ子の一番の魅力は──。

　えーっと……。

　…………。

　…………普通なところ？




　部室を出た俺おれは、例の校舎裏で小一時間ほどボーッとしてから、家に帰った。

　その間、モブ子こからの連絡はなにもない。

　買い物だけならもうとっくに終わっているはずだが、さて、ふたりは今も一いつ緒しよにいるんだろうか。

　連絡がないってことは、そういうことなんだろうな。

　うーん……。

　気になるな。

　こっちから、メールの一つでも送って、様よう子すを窺うかがってみるか？

　いや、でも、まだ一緒なんだとしたら、無粋な真似まねになっちまうよな……。

　ああ、でも、せっかく秋兎とふたりっきりになったのに、会話がちっとも弾まなくて、打うち拉ひしがれてる可能性だってあるよな……。

　やっぱり、メールしてみるか？

　俺がケータイを握りしめて悩んでいると、突如、手に振動を感じた。

「うおっ!?　……あ？」

　電話だった。

　発信者は、今まさに俺がメールを送るべきか迷っていた相手、モブ子──ではなく、秋兎だった。

　秋兎から電話がかかってくるのは珍しいことじゃないが、このタイミングでかかってきたのは、気になる。……嫌いやな予感がする。

　軽い緊きん張ちようを覚えつつ、俺は通話ボタンを押した。

『もしもし、春はる!?』

　こっちが喋しやべるよりも先に、秋兎の妙に切迫した声が聞こえてきた。

「どうした？」

『大変なんだ！　森もり崎さきさんが──』

　嫌な予感は、的中した。
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『森もり崎さきさんが、急に泣き出して、どこかへ行っちゃったんだ！』

　秋あき兎との様よう子すがやけに緊きん迫ぱくしていたから、生命に関かかわるような事故に遭いでもしたのかとこっちも焦ったが、どうやらそういうことではないらしい。

　ただ、モブ子この身に良くない事態が起きたことはたしかだ。

　秋兎に深呼吸をさせ、落ち着かせて、話を聞いたところ──。

　俺おれが部室を出た後、秋兎とモブ子は駅前商店街のペットショップへ行き、インコの餌えさを買ったそうだ。

　ここまでは、モブ子の様子に特に変わったところはなかったらしい。

　ペットショップを出たふたりは、学校へ戻るために来た道を引き返し──せっかくふたりっきりにしてやったのに、なんでまっすぐ学校へ戻ろうとしてんだよどこかで茶でもしろよとかそういったツッコミは、とりあえず置いておく──駅前に差し掛かったところで、モブ子が不意に足を止めた。

　モブ子の視し線せんの先には、一人ひとりの女性がいた。

「由ゆ布う子こ！」

　その女性は、モブ子の名前を呼びつつ駆け寄ってきた。

　そして、こう言ったのだという。

「お母かあさん、やっと夢が叶かなったの！　一いつ緒しよに暮らせるのよ、私たち！」

　秋兎は、モブ子の横顔を見やり、彼女の表情の変化に気づいた。

　モブ子は、泣いていた。

　驚おどろいたように見開いた左右の目から、ぽろぽろと大粒の涙を零こぼしていた。

　モブ子は、自分を抱きしめる女性の腕を振ふり解ほどいて、その場を走り去ってしまった──ということらしい。

『追いかけたんだけど、見失っちゃって。僕もパニックになっちゃって、もうどうしたらいいか……』

　秋兎には、弱点がある。

　女の子の涙に弱いんだ。

　世間一般で言うところの、『男は女の涙に弱い』とは、ちょっと意味が違う。

　トラウマがあるんだ。秋兎は。女の子の涙に。

　女の子に目の前で泣かれると、トラウマが甦よみがえって取り乱しちまうんだよな。

「わかった。森崎のことは、俺に任せてくれ」

　そう言って、俺は通話を切った。

　さて……。

　秋兎の話からするに、ふたりの前に現れた女性は、モブ子の母親らしい。そして、どうやら今現在、モブ子は母親とは一緒には暮らしていないらしい。

　……意外だな。

　何もかも普通なモブ子こは、家庭環かん境きようもごくごく普通で……それはつまり、両親は健在で、夫婦仲は円満で、親子関係も良好で……家庭になにかしらの『事情』があるなんて、考えたこともなかった。

　……とりあえず、モブ子にメール……いや、電話してみるか。




　モブ子は、電話に出た。一回目のコールの途中だったから、ケータイを握りしめていたのかもしれない。

　電話に出てくれないどころか連絡がつかないことも覚悟していたから、よかった。

『春はる馬まくん……』

　モブ子の声は、おもいっきり涙声だった。鼻を啜すする音が、絶え間なく聞こえてくる。

「大丈夫か？」

　の問いに、モブ子は、

『大丈夫』

　と答えた。

　だが、もう一度、

「本当に大丈夫か？」

　と問うと、

『……ごめん。あんまり、大丈夫じゃないかも……』

　という答えが返ってきた。

　そりゃあ、大丈夫じゃないよな。全然、大丈夫な声してないもんな。

「今から、会えるか？」

　会ってどうするんだ？　と自問する。

　モブ子が抱えているであろう家庭の事情に、たかが高校生にすぎない俺おれが首を突っ込んでどうこうなんてできるはずもない。

　でも、それでも、泣いているモブ子を一人ひとりになんて、しておけない。

　もちろん、モブ子がそれを拒こばむならどうしようもないが──。

『うん……』

　モブ子は、今から俺が傍そばに行くことを、許してくれた。

「今、どこにいる？」




　旧校舎の裏に、モブ子はいた。

　そこはさっきまで俺がいた場所であり、俺がモブ子のエア告白を目もく撃げきした場所でもある。

「余計に気が滅め入いるだろ。こんな薄うす暗ぐらいところにいたら」

「そうでも、ないよ」

　今はもう使われていない花か壇だんの縁ふち──正せい確かくには、花壇を形成していたブロックに腰掛けていたモブ子こは、俺おれを見上げて、涙に濡ぬれた顔に疲れたような微笑ほほえみを浮かべた。

「渡わた会らいくんから聞いたんだよね？」

「ああ、心配してたぞ」

「そっか……渡会くん、私のこと、心配してくれたんだ。ちょっと嬉うれしいな……」

「そりゃあ、女の子にいきなり泣いて走り去られたら、誰だれだって心配する」

「そうだよね……。謝あやまんなきゃ……」

「それはまあ、後でいい」

　俺はモブ子の隣となりに腰を下ろした。日当たりの悪い場所だから、ブロックがやけに冷たい。

「モブ子、少し、ケツあげろ」

「え？　うん……」

　言われるままモブ子は腰を浮かせた。そこに、俺は自分のハンカチを滑り込ませた。

「ありがとう。春はる馬まくんは、優やさしいね」

「普通だよ」

　そこで、会話は途と切ぎれた。

　モブ子は抱えた膝ひざの間に顔を埋めて、何も言わない。

　俺も、何も言わない。というより、言えない。

　赤の他人の俺が、モブ子の家庭の事情を根掘り葉掘り訊きくわけにはいかない。

「ねえ、春馬くん」

　モブ子が顔を上げないまま、沈ちん黙もくを破った。

「なんだ？」

「聞いてくれる？　私の、家の話」

「俺なんかが聞いていい話なのか？　秋あき兎と、呼ぶか？」

　モブ子は、やはり膝に顔を埋めたまま、首を横に振った。

「春馬くんに、聞いてほしいの」

「……そっか。なら、聞く。聞かせてもらう」

「ありがとう」

　モブ子は顔を上げて、俺に、彼女が抱えている家庭の事情を話してくれた。




　モブ子の両親は、モブ子が小学五年の時に、離り婚こんしたのだという。

「私のお母かあさん、結婚前からアパレル関係の仕事をしてたんだけど、自分のお店を持つことが夢だったの」

　モブ子の母親は、夢を叶かなえた。自分の店を持ったのだ。しかし、その店は一年足らずで潰つぶれてしまった。残ったのは、借金だけだ。

　借金は夫──モブ子この父親が返済し、森もり崎さき夫妻は、離り婚こんした。

　モブ子の親権は、父親が持つことになった。母親は娘と暮らすことを切望したが、彼女には娘を養っていけるだけの経済力がなかった。

「お母かあさん、家を出ていく時に、言ったの。私は夢を諦あきらめないって。いつかまた自分の店を持って、由ゆ布う子こを迎えにくるって」

　モブ子の母親は、自分のその言葉を、実現させた。

　一度失敗している彼女が再び店を持つに至るまでには、相当の苦労があったことだろう。

「お母さんがまたお店を持って、そのお店が繁はん盛じようしてるって話は、聞いてたの」

　だが、モブ子は、母親が約束を覚えているとは思っていなかった。

「嬉うれしかったか？　母親が迎えにきてくれて」

　俺おれの問いに対するモブ子の答えは、「びっくりした」だった。

「お母さんは私との約束なんて……ううん、私のことなんて、忘れちゃってると思ってたから」

「でも、忘れてなかったんだろ？　おまえのことも、おまえとの約束も」

「うん……」

「だったら、やっぱり、嬉しいんじゃないのか？」

「そうだね……」

　少しの間を置いて、

「嬉しいよ。お母さんは、私やお父とうさんよりも仕事が好きな人だったけど、でも、それでも、私はお母さんのことが大好きだったから。お母さんが迎えにきてくれて、嬉しい」

　モブ子は、そう続けた。

「だよな」

　親が迎えにきてくれて、嬉しくない子供なんていない。

　俺だって、そうだった。

　どうしようもなく道を踏み外してしまった親でも、やっぱり、嬉しかった。

「あ……」

　ふと、ある場面が脳裏をよぎった。

　鶴つる木ぎに、「おまえたちは将来、結婚する」といい加減な予言をされて、モブ子が泣き出した場面だ。

　あの時は、モブ子がなんで泣き出したのか、わからずじまいだった。

　でも、今、モブ子の話を聞いて、答えがわかった。ような気がする。

　あの時、モブ子は、自分が俺と夫婦になった未来を想像して──その想像が、破局した両親の姿と重なってしまったんだ。

　当時の感情が甦よみがえって涙が出てきた──のであって、俺おれと夫婦になるのが泣くほど嫌いやだってわけじゃない。よな？

「……で、どうするんだ？　母親と一いつ緒しよに暮らすのか？」

「どうしよう……」

　モブ子こは、また膝ひざの間に顔を埋めた。

「お父とうさんはね、もし本当にお母かあさんが私を迎えにきたら、その時は、私の好きにしていいって言ってるの」

「そうか……」

「私ね、お母さん、大好き」

「ああ」

「でも、お父さんのことも、同じぐらい好きなの」

「うん」

「選べないよ」

「…………」

　俺には、何も言えない。

「でも、選ばなきゃいけないんだよね……。今度は、ちゃんと……」

　モブ子はゆっくりと顔を上げた。

「昔……お父さんとお母さんが離り婚こんした時、私、選べなかったの。お父さんは、私に、どっちと暮らしたいか訊きいてくれたのに……私は、選べなかったの」

「それは……仕方がないだろ」

　ううん、とモブ子は首を振った。

「選ばなきゃいけなかったの。私は、私の気持ちと選択を、ちゃんと声に出して伝えなきゃいけなかったの。でも、私にはできなかった。何も言えなかったの」

　モブ子が、片方の手を俺に差し出してきた。

　俺は、この手をどうすればいいのだろう。

　モブ子は、俺にどうしてほしいと思っているのだろう。

　わからない。わからないが……俺はその手を取り、軽く握っていた。

　俺が、そうしたいと思ったから。

　モブ子は悲しげに微笑ほほえんで、俺の手を握り返してきた。

「春はる馬まくんの手は、あったかいね」

「おまえの手は、冷たいな」

　すっかり冷えきっちまってる。なんだかかわいそうだ。

「私、今度はちゃんと選ぶよ。選んで、自分の気持ちを伝えるよ。……私は、もう、子供じゃないんだから」

「……そうだな」

　高校生の俺おれたちは、社会的に見たら、きっとまだ子供だ。でも、俺たち自身は、自分を子供とは思っちゃいない。

　大人おとなでもなく、子供でもない。

　まだ自分の全部に責任を持てない俺たちは……自分の行動の結果を、その責任を、大人に背負ってもらわなきゃならない俺たちは、だからこそ、自分の意志に、しっかりと向き合わなきゃいけないんだ。しっかり向き合って、選択し、行動しなきゃいけないんだ。

「ねえ、春はる馬まくんは、ちえりちゃんのどんなところが好きなの？」

「なんだよ、急に」

「知りたいなーって」

「…………」

　ちえりのどんなところが好き……か。

　改めて問われてみると、答えにくいな。

　俺は、ちえりのどんなところが好きなんだろうな。

　ちえりは、可愛かわいい。可愛い女の子を嫌いな男なんていない。

　それに、あいつは、明るくて無邪気で、誰だれにだって分け隔てなく接する。

　誰の目から見たって、ちえりは魅み力りよく的てきな女の子だ。

　でも、俺がちえりを好きな一番の理由は、別にある。

　俺がちえりを好きになったのは──そのきっかけは、あの日だ。

「かくれんぼをしたんだ」

「かくれんぼ？」

「ああ。俺がこの街に越してきて、最初の冬だ」

「それって、小学生の時？」

「小学一年だな。……この街に越してくる前に、俺ん家ちも色々あってさ、俺、すっげーひねくれてたんだ。いっつもまわりを睨にらみつけて、誰ともロクに口も利こうとしなくてさ。そんなだから、友達なんてできるはずもないわけだ」

「渡わた会らいくんとちえりちゃんは？　ふたりとは、その頃ころからの友達なんだよね？」

　俺は頷うなずいた。

「例外なんだよ、あのふたりは。近所の子供たちから嫌われて避けられてた俺に、あいつらだけは話しかけてきたんだ。無視しようが怒ど鳴なりつけようが、ニコニコ笑って話しかけてくるんだ。わけわかんねーよな」

「友達になりたかったんじゃないかな」

　モブ子は言った。

「渡会くんもちえりちゃんも、きっと、春馬くんと友達になりたかったんだよ」

　俺おれは笑った。

「そう言ってたよ、秋あき兎とは。俺と友達になったら、きっと楽しいだろうなって思ったんだと」

「渡わた会らいくんらしいね」

「俺には未いまだにわかんねーけどな。当時の俺は、ホント、どうしようもなくひねくれてたからさ。実際、ちえりは俺のこと、初めは怖がってたしさ」

「そうなの？」

「ああ。いっつも秋兎の背中に隠れてさ、俺を見るあいつの目は、なんつーか、野良犬を見てるみたいだったな」

「なんだか、意外……」

「だろ？　怯おびえてるちえりの顔なんて、想像つかないよな」

「それでも、ちえりちゃんは春はる馬まくんに会いにいってたんだね」

「秋兎にくっついてな。怖いんなら、会いになんてこなきゃいいのにさ。……あいつ、信じてんだよ。秋兎が俺と友達になりたがってるなら、きっと俺はいい人に違いないってさ」

　モブ子はくすっと笑った。

「そのへんは、ちえりちゃんらしいね」

「ああ。あいつは、いつだって秋兎を信じてるんだよな。……で、まあ、かくれんぼの話になるわけだ」

「うん」

「秋兎が、あんまり毎日毎日俺のトコにきて、一いつ緒しよに遊ぼうって誘うからさ、俺もいい加減根負けして、一緒に遊ぶようになったんだ」

「お友達になったんだね」

「友達なんてモンじゃなかった。俺は、秋兎のことが嫌いだったし、ちえりのことはもっと嫌いだった。当時の俺は誰だれも信じられなくなってたからな。秋兎のことを何の疑いもなく信じきってるちえりの目が、本当に反吐へどが出るほど嫌いだったんだ」

「春馬くん……」

「あの日、かくれんぼをしようって言い出したのが誰かは、忘れちまった。俺たちはかくれんぼをして遊ぼうってことになって、秋兎が鬼になったんだ。……海っ側にふっるい神社があるの、知ってるか？」

「うん」

「あそこ、神社の裏が山になってるだろ？　俺、あの山ん中に、ちえりを連れていったんだ。ここなら絶対に見つからないって言ってさ」

　モブ子の目が、驚おどろきで見開かれた。

「ちえりを泣かしてやりたかったんだ。遭そう難なん上等って思ってたし、死んだら死んだで、別にかまわないって思ってた。な？　ロクなガキじゃなかったろ、俺。……で、まあ、案の定、遭難したわけだ。日は沈んで真っ暗、気温もガンガン下がっていって、いや、マジで、死ぬかと思ったよ。泣いたね」

「ちえりちゃんが？」

「いや、俺おれが。笑っちまうよな。死んでもかまわないとか思ってたくせに、いざ遭そう難なんしてみたら、怖くて怖くて、びーびー声をあげて泣いちまった。そんな俺を、ちえりは一いつ生しよう懸けん命めい宥なだめてくれたんだ」

「ちえりちゃんは、泣いてなかったの？」

「ああ。泣くどころか、笑ってたよ。秋あきくんが必ず見つけてくれるから、大丈夫って言ってさ。わけがわからなかったよ。なんで、そこまで他人を信じられるのかってさ。今だって、正直、わからねぇよ。でも、俺はあの時、秋あき兎とを信じるちえりの強さに救われたんだ。ちえりが隣となりにいて、俺の手を握りしめて笑ってくれていなかったら、俺はきっと、気が狂ってた。秋兎が見つけてくれるまで、もたなかった」

「渡わた会らいくんは、見つけてくれたんだ」

　俺は頷うなずいた。

「ちえりの信頼を、あいつは裏切らなかったよ。大人おとなたちも大勢捜してくれてたけど、俺たちを見つけてくれたのは、秋兎だった。擦り傷だらけの泥だらけになりながら、それでも、あいつは笑顔えがおで俺とちえりに手を差し伸べてくれたんだ」

「すごいね、渡会くんは」

「そうだな。でも、俺は、秋兎と同じぐらいに、ちえりもすごいと思ったよ。誰だれかを信じることで、人は強くなれるってことを、ちえりが俺に教えてくれたんだ」

　信じるってのは、とても怖いことだ。信じて、裏切られれば、信じていた分だけ傷は深くなる。実際、あの頃ころの俺は、信じていた人に裏切られて、傷ついていた。もう誰も信じない。そんなふうにさえ思っていた。

　秋兎を信じて、絶望の中でも笑顔を失わなかったちえりは、俺に、こう思わせてくれたんだ。

　俺も、ちえりみたいに誰かを信じてみたいって。

「ちえりは秋兎を信じて、秋兎はちえりの信頼に応こたえた。すごいふたりだよ。俺は、きっと今でも、ちえりみたいに誰かを信じきることはできないし、秋兎みたいに自分を信じてくれた人に報むくいることもできない。俺にはできないことが、あいつらにはできる。すげー眩まぶしいよ。太陽なんだよ。俺にとって、あいつらは。……って、メチャクチャ恥ずい台詞せりふ言ってんな、俺」

　ううん、と首を振ったモブ子この目は、温かかった。

「春はる馬まくんは、その時、ちえりちゃんのことを好きになったの？」

「ああ。秋兎が差し伸べた手をちえりがつかんで……その時のちえりの顔が……秋兎に向けた笑顔が、すげー可愛かわいかったんだ。俺にも、同じ笑顔を向けてほしい。そんなふうに思ったのが、たぶん、最初だ」

「わかるなぁ、その気持ち」

　モブ子こは温かな目を細めて、言った。

「私も、同じだから」

「同じ？」

「うん。私が渡わた会らいくんを好きになったきっかけも、ちえりちゃんの笑顔えがおなの」

「話してくれよ」

「恥ずかしいよ」

「その恥ずかしい話を、おまえは俺おれにさせたんだぞ。おまえも話してくれなきゃ、対等じゃない」

　あはは、とモブ子は笑った。

「そうだよね。それじゃあ、私も話すね」

「ああ」

「私、高校に入って最初にできた友達が、ちえりちゃんだったの。ちえりちゃん、いつも嬉うれしそうで楽しそうで、私、ちえりちゃんの笑ってる顔が、大好き」

「その気持ちは、とてもよくわかる」

「だよね。……でね、私、ある時、気づいたの。ちえりちゃん、ある人にだけは、特別可愛かわいい笑顔を見せるってことに」

「秋あき兎と、だな」

「うん。渡会くんはちえりちゃんにとって特別な人なんだなって思って、ちえりちゃんが特別に思う渡会くんってどんな人なんだろうって気になって、ずっと渡会くんのことを見てるうちに……」

「好きになってた、と」

　モブ子は頷うなずいた。

「なるほどな。たしかに、俺と同じだ」

　ちえりの笑顔を見て、俺はちえりを好きになった。ちえりの笑顔を見て、モブ子はちえりが笑顔を向ける相手である秋兎を好きになった。

　本当に、よく似てるんだな、俺たちは。

「私、最低だよね……」

「ん？」

「ちえりちゃんが渡会くんを好きなのを知ってて、自分が渡会くんの彼女になりたいなんて……」

「それは……」

　俺は、ずっと気になっていたことを訊きいてみることにした。

「なあ、モブ子。おまえ、ちえりとの友情を壊こわす覚悟は、あるのか」

「あるよ」

　即答だった。

「もし、奇跡が起きて渡わた会らいくんが私を選んでくれたとしたら、ちえりちゃんは、きっと笑顔えがおで祝福してくれると思う」

「そうだな。ちえりは、そういうヤツだ。でも……」

「うん。ちえりちゃんが許してくれたとしても、ちえりちゃんと私は、今までどおりではいられないよね」

「そうだな……」

「私、いっぱい悩んだよ。いっぱい悩んで、渡会くんを好きって自分の気持ちを、捨てようとした。捨てようって、一度は決めたの。でも、春はる馬まくんに諦あきらめるなって言われて、気づいたの。ああ、また私、同じことしようとしてるって」

「同じこと？」

「お父とうさんとお母かあさんが離り婚こんした時、私、本当は、離婚なんてしないでって言いたかったの。家族三人で、これからもずっと一いつ緒しよに暮らしたいって、そう言いたかったの。でも、言えなかった。お父さんとお母さんはもう一緒にはいられないって、それはもうどうしようもないことなんだって、子供の私にもわかったから。でも……っ！」

　モブ子こは、小さく叫んだ。

「私はお父さんを選ぶこともお母さんを選ぶこともできなかったし、離婚しないでほしいって、私の一番の願ねがいを口にすることもできなかった。家族がバラバラになっちゃうって時に、私は私の気持ちを、なにも伝えられなかったの……！」

　モブ子の叫びは、悲痛さを増していく。

「あの時だってそう！　中学の時、うちのクラスだけ、体育祭も文化祭も不参加で、学校中の笑いものになっちゃって……！　こんな状態のまま卒業したら、きっと将来、自分の中学時代を振り返った時に、後悔することになるって……そうみんなに言いたかったのに、言えなかった！　クラス委員だったのに……！」

　モブ子の目から、また涙があふれ出した。

「私はいつだってそう！　大事な時に自分の気持ちを伝えられなくて、後悔するの！　だから……」

　モブ子の言葉は、そこで途と切ぎれた。けど、もう、十分だった。

　おまえの決意は、覚悟は、十分伝わったよ。

「おまえに謝あやまんなきゃいけないな」

「え……？」

　涙に濡ぬれたモブ子の目が、俺おれを見た。

「モブなんかじゃないよ、おまえは」

　俺おれは今まで、モブ子こ──森もり崎さき由ゆ布う子このことを、どこにでもいる、ちょっと地味めな、普通の女の子だと思ってた。

　異世界のお姫様でもなければ幽ゆう霊れいでもない。

　宇宙人でもなければ超能力者でもない。

　幼おさな馴な染じみでもなく、メガネの委員長でもない。

　特別な個性も背景もない、群衆モブの一人ひとりだと思っていた。

　でも、違った。

　森崎由布子には、個性も背景も、ちゃんとある。

　後悔、悲しみ、愛情、友情、恋心。そして、決意と覚悟。

　たくさんの想おもいを抱えて、森崎由布子という女の子は、今、ここにいる。

「他ほかの誰だれにも代われない、特別な、たった一人だよ。もう、おまえをモブ子なんて、呼べないな」

　ううん、とモブ子は首を横に振った。

「私はモブ子だよ。モブ子で、いいの」

　泣き顔のまま、モブ子はやわらかく微笑ほほえんだ。

「だって、私は特別じゃないから。みんな、同じだから」

　みんな、同じ。

「そうか。そうだな……」

　モブ子が両親の離り婚こんやクラスの崩ほう壊かいに大きな後悔を抱えているように、親友の好きな相手に恋こい焦こがれているように、みんな、いろんな事情や想いを抱えながら生きているんだ。

　俺だって、そうだ。

　群衆モブとは、他の誰にも代われない、特別な、たった一人の集まりなんだ。

「おまえは、モブ子だ」

「うん」

　気づく。

　モブ子の手が、冷たくなくなっていた。

　俺の手がモブ子の手を温めてやることができたのだろうか。それとも、俺の手がモブ子の手と同じぐらいに冷えて、冷たいと感じなくなっただけだろうか。

　どちらにしろ、俺とモブ子は今、同じ体温を共有していた。

「春はる馬まくん」

「なんだ？」

　モブ子は涙に濡ぬれた目で、それでもまっすぐ前を向いて、決断を口にした。

「私、お母かあさんと暮らす」

　そして、モブ子は、ある事実を俺に告げたのだった。

　その事実に、俺おれは大いに打ちのめされることになる。




　モブ子こが告げた事実──。

　それは、彼女の母親が経営する会社が、関かん東とうを中心に展開しており、母親もまた、関東に在住しているというものだった。

　モブ子は母親と暮らすことを選択・決断した。

　それは、モブ子が転校してしまうことを意味していた。

　俺は驚おどろき、狼狽うろたえた。

「高校を卒業してからってわけには、いかないのか？」

　モブ子は微苦笑を浮かべてこう答えた。

「お母かあさんを、待たせたくないの」

　自分との約束を果たすためにがんばってくれた母親に報むくいたい。それがモブ子の意志だった。

　モブ子は自分の意志を貫くことを選択した。

　モブ子に意志を貫いてほしいと思う俺には、引き留めることはできなかった。

　そう。俺はモブ子を引き留めたいと思ったんだ。

　モブ子がいなくなってしまうという事実に、俺は、どうしようもなく打ちのめされたんだ。

　ついこの間まで、挨あい拶さつに毛が生はえた程度の会話を交わすだけの、『友達の友達』あるいは『ただのクラスメイト』だったのに。

　なあ、モブ子。

　俺のこの気持ちは、何なんだろうな。

　ちえりへのものとは、違う。

　俺はちえりとキスしたいとは思っても、おまえとキスしたいとは思わない。

　ちえりと恋人同士になった妄想はしても、おまえと恋人同士になる未来なんて、まるで想像がつかない。

　だから、この気持ちは、きっと恋じゃない。

　でもさ、おまえがいなくなっちまうって、教室にも部室にもおまえの姿はないんだって想像しただけで、心が痛いんだ。

　心が、まるで真っ二つに引き裂かれちまったみたいに、痛むんだよ。

　どうしてくれるんだよ。

　それに、おまえ。

　秋あき兎とのことは、いいのかよ？




『明日あした』

　というタイトルのメールがモブ子から送られてきたのは、夜の十一時を少し回ったところだった。

　本文には、一言、こうあった。

『放ほう課か後ご、渡わた会らいくんに告白します』




　タイミングとしては、きっとまだ早い。

　モブ子こと秋あき兎との距きよ離りは、たいして縮ちぢまっちゃいない。

　でも、俺おれは、モブ子からのメールに、『やめろ』とは返信しなかった。できなかった。

『がんばれ』

　俺はそう返信した。

　モブ子には、もう時間がないんだ。

　俺がモブ子にしてやれることは、もう、ない。

　祈って、見守るだけだ。




　そして、翌日。

　モブ子の様よう子すは、いたって普通だった。気負っているふうには見えず、秋兎やちえりとも、いつもどおり、言葉を交わしていた。

　昼休み、学食にて、秋兎が玉たま子ご丼どんを食べている最中にケータイを取り出した。

「メールか？」

　という俺の問いに、秋兎は「うん」と頷うなずき、その直後、軽く眉まゆ根ねを寄せた。

「誰だれからだ？」

　思わず、俺は質問を重ねていた。

「友達から」

　秋兎は答え、ケータイをポケットに戻してから、言葉を足した。

「放課後、呼び出されちゃった」




　モブ子は、とりあえず、秋兎を呼び出すことには成功したようだ。

　本気なんだな、モブ子。

　俺の脳裏には、あの日、旧校舎の裏で目もく撃げきした、モブ子のエア告白の光景が、何度も何度も再生されていた。

　あの時、秋兎への恋心を訴えるモブ子の前に、秋兎の姿はなかった。

　でも、今日きよう、モブ子は秋兎本人を目の前にして、想おもいを口にするんだ。

　その時が、刻一刻と迫っている。




　時間の流れというヤツは、早く感じることも遅く感じることもあるが、決して止まることはない。

　運命の時は、放ほう課か後ごは、容赦も遠えん慮りよもなくやってきた。

「春はる。さっきも言ったけど、友達に呼び出されてるから、部活、少し遅れるよ」

　ＨＲが終わると、秋あき兎とは俺おれのところにやってきて、そう言った。そして、教室を出ていった。

　モブ子この姿は、もう、教室にはなかった。

　秋兎と話している間に、出ていったらしい。

　俺は──。

　俺は、秋兎の後をつけた。

　モブ子の告白を、見届けるために。

　告白を覗のぞき見みするなんて無粋な真似まねだってことは、百も承知だ。

　俺だって、悩んださ。

　でも、やっぱり、心配なんだよ！

　というわけで、俺は秋兎の後をつけ──その場所に、たどり着いた。

　校舎裏だ。

　秋兎はそこで足を止め、待ちの姿勢に入った。

　おい、どういうことだ、これは。

　嫌いやな汗が背中を伝った。

　モブ子がエア告白をしていたのは、校舎裏だった。──が、校舎裏は校舎裏でも、ここは違う。

　モブ子がエア告白をしていたのは旧校舎の裏で、秋兎が待っているのは新校舎の裏だ。

　同じ校舎裏でも、新のほうは通用門がある上に部活棟への通り道にもなっているから、この時間、人通りは多い。

　モブ子は、ここを告白の場所に選んだのか？　旧じゃなくて？

　それとも、秋兎が勘違いをしているのか？

　柱の陰から様よう子すを見てみたが、十分経たってもモブ子は現れない。

　俺はモブ子に電話をかけた。

『は、はい』

　１コール目が鳴り始めてすぐに、モブ子は出た。

「なにやってるんだよ、おまえっ」

『えっ？』

「えっ？　じゃない！　今どこにいるんだ!?」

『こ、校舎の裏……』

「それは、新旧どっちの校舎の裏だ」

『どっちって……あっ！』

　今の『あっ！』で状況は大体理解できた。

　モブ子こは、校舎の裏に秋あき兎とを呼び出した。

　そう、こいつは、指定の場所を、校舎の裏としか書かなかったのだ。

　認にん識しきの違いだ。

　モブ子や俺おれにとって校舎の裏といえば旧校舎の裏だが、普通は新校舎の裏のほうをイメージするだろう。

「新校舎の裏にいるぞ、秋兎」

『えええっ！　あっ、ありがとう！　すぐ……すぐ行くからっ！』

「ちょっ、待っ──！」

　俺の制止を聞かず、モブ子は通話を切ってしまった。

「バカ……！　おまえがこっち来て、どうすんだよっ」

　人通りの多い新校舎の裏で、衆しゆう人じん環かん視しの中で、おまえは告白しようってのか！

　おまえが秋兎のところに行くんじゃなく、秋兎を呼べってんだよ！

　そう言おうと再び電話をかけたが、モブ子は出なかった。

　慌てているわ走っているわで、振動に気づいていないんだろう。

　慌てていたのは、俺も同じだった。

　俺が秋兎に言えばよかったんだ。旧校舎の裏に行くように。

　なのに、俺は、物陰で狼狽うろたえるばかりで……。

　モブ子が息を切らして秋兎の目の前にたどり着くまで、何もできなかった。

　モブ子は肩を大きく上下させながら、今にも泣きそうな顔で、秋兎に向かって両手を合わせている。

　対する秋兎は、穏おだやかな笑顔えがおでモブ子に何か言っている。

　……ここからじゃ、よく聞こえないな。

　もっと近づきたいが、ここから出たら、ふたりに見つかっちまう。

「わっ、渡わた会らいくんっ！」

　モブ子の声が、はっきり聞こえた。

　不自然にトーンの上がったその声は、通行人の注目を集めてしまった。

「お、なんだあれ？」

「告白？」

「告白かな？」

「告白じゃね？」

「誰だれ？　あれ？」

「男のほうは、二年の渡会秋兎だろ」

「女のほうは？」

「知らね」

「渡わた会らい先せん輩ぱいって、カノジョいるんじゃなかったっけ？」

「三年の、三みつ三み先輩でしょ？」

「ああ、あの巨乳の」

「いや、渡会のカノジョは、椎しい名なちえりだろ？　あの、コスプレの」

「あー、俺おれ、その人のブログ見たことある。可愛かわいいよな」

「私、渡会先輩は、卒業したら鶴つる木ぎ先輩と結婚するって聞いたよ」

「鶴木先輩って？」

「知らないの？　クイーン・オブ・委員長」

「知ってる知ってる。美人だよなー。怖いけど」

「で、あの女、誰だれ？」

　足を止めた連中から、そんな会話が聞こえてきた。

　なんだよ、おまえら。立ち止まってんじゃねーよ。さっさと行けよ。見み世せ物ものじゃないんだよ！

　叫びたい衝しよう動どうを必死に嚙かみ殺して、俺はモブ子こを見守る。

　モブ子は、真まっ赤かな顔をうつむかせて、胸の前で絡み合わせた両手の指を、せわしなく動かしている。

　口は、パクパクと動いてはいるものの、明めい確かくな言葉は出ていない。

「くそっ……」

　自分の想おもいをどんな言葉で伝えるか。

　モブ子は、考えてきていたはずだ。

　今日きよう一日、その言葉を、頭の中で何度も何度も繰くり返してきたはずだ。

　でも、今、モブ子の頭の中は、真っ白になっちまってる。

「あの、バカ……っ」

　よりにもよって、なんで普段ふだんはないドジっ子こ属性を発揮してんだよ!?

　俺の視し線せんの先で、モブ子は、時折顔を上げては何かを言おうとして言えず、またうつむく──を繰くり返している。

　その繰り返しの末に、モブ子の目に、涙が滲にじむのが見えた。

「モブ子……」

　涙は見る間にモブ子の瞳ひとみを満たして、あふれた。

　想いを伝えられないまま、モブ子の心は、折れようとしていた。

「終わっちまうのか？　これで」

　モブ子は、母親と暮らすことを決めた。

　遠からず、モブ子はこの街から、この学校から──俺の目の前から、いなくなる。

　だから、これが最後の機き会かいで──。

　終わりなのか？

　いいのか？　このまま終わっちまって。

　ちえりとの友情にヒビを入れる覚悟をしてまで伝えようとしたモブ子この想おもい。

　このまま、伝えられないまま終わっちまって、それでいいのか？

「いいわけ、あるかっ！」

　俺おれは柱の陰から飛び出し、叫んだ。

「がんばれ、モブ子ーっ！」

　モブ子が俺を見た。

　秋あき兎とも俺を見た。

　ギャラリーも、みんな。

　その場にいた全員の視し線せんが俺に集まり、静寂が訪れた。

　やっちまった、と思った。

　なにやってんだ俺は、と思った。

　俺のこの行動は、きっと正しくない。

　それは、わかっていた。

　それでも、俺は。

　モブ子のために、なにかをしてやりたかったんだ。

　今、俺がモブ子のためにしてやれること。

「がんばれよ！　モブ子、おまえ、がんばれよっ！」

　あらん限りの声で、俺はモブ子に声援を送った。

「すごいヤツなんだよ、おまえは！　おまえは、おまえが思ってるより、ずっと……ずっと、すごいヤツなんだよ！　おまえは……おまえは……っ！」

　目が、熱あつい。

「おまえは、俺にできなかったことをやったんだよ！　俺だけじゃない！　秋兎にも、ちえりにもできなかったことを、おまえはやってのけたんだよ！　本当にすごいヤツなんだよ、おまえは！」

　叫びながら、俺は泣いていた。

「だから、俺は、おまえに……っ！」

　モブ子への応援のはずなのに、当のモブ子には、俺の言葉の意味は、伝わっちゃいないだろう。

　でも、俺にはわかる。

　わかったんだ。

　俺が、おまえの恋を応援したいと思った、一番の理由。

　あの日、薄うす暗ぐらい旧校舎の裏で秋あき兎とへの想おもいを叫んでいるおまえを見て、俺おれは、俺の心は、震ふるえたんだ。

　おまえのあのエア告白は、秋兎への想いを断ち切るための儀ぎ式しきだった。

　おまえは、おまえの恋に、自分なりに決着をつけようとしてた。

　たとえそれが、『諦あきらめ』という形だとしても、それは、おまえがおまえの恋に、しっかりと向き合って出した答えなんだよな。

　おまえは、自分の恋を、ちゃんと前に進ませようとしたんだよな。

　俺には、できなかったことだ。

　俺は、ちえりに自分の想いを伝えることも諦めることもできないまま、何年も過ごしてきた。

　俺は、自分の恋を、叶かなえる方向にも諦める方向にも、どっちにも進めることができなかった。

　俺の恋は、もうずっと止まったままだった。

　秋兎だってそうだ。

　ちえりだってそうだ。

　どっちかが一歩踏み出せば、すぐにだって恋人同士になれるってのに、その一歩を踏み出せずにいる。

『幼おさな馴な染じみ』という関係の上で、足を止め続けている。

　でも、おまえは踏み出したんだよ、モブ子こ。

　立ち止まっている俺たちより、おまえは一歩前に出たんだ。

　そんなおまえに、俺は、そう──憧あこがれたんだ。

　憧れて、期待したんだ。

　おまえみたいになりたいって、思ったんだ。

　おまえなら、何かを変えられるんじゃないかって、そう思ったんだよ。

　鶴つる木ぎみたいに、自分の想いを堂々と表に出せる人間もいる。

　すごいと思う。すごいとは、思うよ。

　でも、俺は鶴木には憧れない。

　想いのままに、胸を張ってどんどん前に進んでいける鶴木には、立ち止まってそのまま動けなくなった俺の気持ちは、理解できないだろう。

　人間の種類が違うんだ。

　どう足搔あがいたって、俺は鶴木みたいにはなれない。

　でも、モブ子、おまえは俺と同じ種類の人間だ。

　立ち止まって動けなくなってしまう側の人間だ。

　そのおまえが、一歩を踏み出したんだ。

　そんなおまえを、俺は、心から応援したいって。

「おまえに……俺は……おまえは……おまえなら……」

　駄だ目めだった。

　俺おれの心は、感情は、かつてないほどに昂たかぶっていて、荒ぶっていて、ぐちゃぐちゃで──言葉にならなかった。

「春はる……」

　俺の名前を呟つぶやいた秋あき兎とと、目が合った。

　何も言えない俺は、必死に目で訴えた。

　なあ、秋兎。モブ子こは、おまえが好きなんだ。

　そいつは今、おまえに想おもいを伝えるために、勇気を振り絞っておまえの目の前に立っているんだ。

　必ず告白するから、どうか、聞いてやってくれ。

　彼氏になってやってくれとは言わない。

　でも、どうか、そいつに好かれたことを、誇りに思ってやってくれ。嬉うれしいと思ってやってくれ。

　そいつは、おまえが今まで出会ってきた女の子たちほど、美少女じゃないかもしれない。でもさ、笑うとけっこう可愛かわいいんだよ。

　今は泣いちまってるけどさ、笑うと、本当に可愛いんだよ。

　ホッとするっつーか、ずっと見ていたくなるような、そんな笑顔えがおをするんだよ。

　だから、そいつが、笑顔になれるように──渡わた会らいくんに告白できてよかったって、そう言って、笑って去っていけるように、そいつの告白を、しっかり受け止めてやってくれよな。

　秋兎は──。

　秋兎は、俺の無言の訴えに、微笑ほほえんで、頷うなずいた。そして、モブ子に向き直った。

　モブ子は──。

　モブ子は、涙に濡ぬれた目を見開いて、俺を見ていた。

　俺は首を振る。

　違うぞ、モブ子。

　おまえが見るべき相手は、俺じゃない。

　秋兎を見ろ。

　まっすぐに秋兎を見て、想いを伝えるんだ。

　モブ子の口が動いた。

　声は聞こえなかったが、それでも、モブ子が何と言ったのかはわかった。

「ありがとう」だ。

　モブ子は、俺に向けていた目を秋兎に向けて、堂々と、淀よどみのない声で、その言葉を口にした。

「好きです」

　と──。

「私は、渡わた会らいくんが、好き、です」

　短い告白だった。

　俺おれがあの日旧校舎の裏で聞いたエア告白よりも、ずっと短い……。

「ああ……」と俺は息を漏らした。

　失望したんじゃない。

　確かく信しんして、安あん堵どしたんだ。

　モブ子この想おもいは、正しく伝わった。

　言葉にしなければ伝わらないことは、ある。だけど、飾りすぎた言葉は真実味を失う。

　モブ子の告白の言葉は短かったけれど、想いはちゃんと込められていた。

　痛いぐらいに、伝わってきた。

　だから、秋あき兎とにも、きっと。

　秋兎は顔を半分だけ振り向かせて俺を見、眩まぶしそうに目を細めて──。

　そして、モブ子に向けて、返事をしたのだった。

「ありがとう、森もり崎さきさん。森崎さんみたいな素敵すてきな女の子に想われて、とても光栄だよ。本当に嬉うれしい。どうか、これからも、いい友達でいてください」
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　モブ子この恋は、終わった。










　　　　　Epilogue




　翌日、モブ子は学校を休んだ。

　告白の後──モブ子は、泣いていなかった。それどころか、笑っていた。

　晴れ晴れとした、誇らしげにも見える笑顔えがおで、秋あき兎とが差し出した手を取り、握手に応じていた。

　だから、意外とダメージはないのかな、とも思ったが。

　そりゃまあ、そうだよな。

　フラれるってわかっていても、実際にフラれるってのは、やっぱキツイよな。

　今の俺おれにはよくわかるよ。

　そして、今日きよう──あの告白から、二日後。

　昇降口で、俺はモブ子を待っていた。

　今さっき予よ鈴れいが鳴ったところだから、もう五分もしないうちに一時限目の授業が始まる。

　秋兎とちえりとは、一いつ緒しよに登校はしたが、ふたりは今ここにはいない。俺は一人ひとりで、モブ子を待っていた。

　来るかどうかは、わからないけどな。

　昨日きのうも今朝けさも、連絡はしていない。

「来いよ」とも言っていないし、「来れるか？」とも訊きいていない。

　遅刻ギリギリで登校してくるようなヤツじゃないから、今日きようも休みの可能性が高そうだ。

　でも、まあ、チャイムが鳴るまでは待ってみるか……。

　秋あき兎ととちえりの話をしておこう。

　昨日きのう一日、そして今日の登校中も、秋兎とちえりがモブ子こを話題に出すことは、なかった。もちろん、俺おれもな。

　だから、ちえりがモブ子の告白の件を知っているのかどうかは、不明だ。

　秋兎がわざわざ自分からちえりに話す……ってのは、ないだろう。

　ただ、けっこうな人数があの場面を目もく撃げきしていたからな。人づてでちえりの耳にも入ってるって可能性は、大いにあった。

　実際、さっき俺も、すれ違った名前も知らない下級生の女子に、「あの人、告白の人だ」って指さされてクスクス笑われたしな。

　告白したのもされたのも、俺じゃねーっての。

「春はる馬まくん？」

「お、おうっ？」

　不意に名前を呼ばれて、俺はキョドった声をあげてしまった。

　いつの間にか、傍かたわらにモブ子がいた。

「どうしたの？　こんなところで」

「待ってたんだよ。おまえを」

　モブ子の顔をまじまじと見て、気づく。

　目の周りが、赤い。

　俺の視し線せんに気づいたモブ子は、気恥ずかしそうな顔で、自分の目許に指先で触れた。

「まだ、ちょっと赤いでしょ」

「ああ」

「今日も休んじゃおうかなーって思ったんだけど、でも、やっぱり、よくないから」

「何がよくないんだ？」

「学校をサボるの」

「生き真面目まじめなヤツだな」

　別に、無理して来なくたっていいのにさ。

　こいつのことだから、きっと、自分が何日も休んだら秋兎に気まずい思いをさせるとか、そんなことを考えたんだろうな。

　要いらぬ気き遣づかいだってのに。

　でも、まあ、俺としては。

　おまえの顔が見れて嬉うれしいよ。

「春はる馬まくんは、どうして私を待っててくれたの？」

「報告したいことがあるんだ、おまえに」

「あ」

　モブ子こは小さく手を上げた。

「私にも、あります。報告したいこと」

　お？

「なんだ？」

「私から、言っていいの？」

「ああ」

　俺おれの報告は、たいして面おも白しろい話じゃないからな。

「じゃあ、私から……。えっと、昨日きのう、ちえりちゃんと電話でお話ししました」

「マジか」

「マジです」

　それは、けっこう驚おどろきの報告だ。

「ちえりちゃんから電話がかかってきて……ちえりちゃん、私が渡わた会らいくんに告白したこと、知ってた」

「そうか……」

　やっぱり、知ってたか。

「で、ちえりは何て？」

「ゆんちゃんは、偉いねって」

「ああ……」

　モブ子は苦笑を浮かべて細い肩を竦すくめた。

「私は、全然、偉くなんてないのにね。友達が好きな男の子を好きになって、告白までしちゃった、嫌いやな子なのに……」

「いや……」

　俺には、モブ子を偉いと褒ほめたちえりの気持ちが、よくわかる。

「でね、これからも友達でいてね、って言われちゃった」

「ちえりらしいな」

「うん……」

　モブ子が秋あき兎とに告白したことを知っても、ちえりがモブ子との友情を終わらせはしないだろう……という想定はあった。実際そうなったわけだが、モブ子からすれば、罵ののしられて絶交されたほうが気が楽ってのは、あるよな。

「ちえりは、今までどおり、明るく笑っておまえに話しかけてくるだろうな」

「うん……」

「おまえにとっちゃそのほうが辛つらいだろうが……耐えるしかないな」

「うん……」

「でも、辛いだけでもないよな」

　頷うなずくごとにうつむき加減になっていたモブ子こは、顔を上げて、笑った。

「ちえりちゃんが今までどおり笑いかけてくれるなら、私、嬉うれしい。ちえりちゃんのこと、大好きだから」

「同じだと思うぜ、ちえりも」

　ちえりだって、複雑な思いを抱えているはずだ。

　それでも、ちえりがモブ子との友情の存続を望んだのは、モブ子のことが好きだからだ。

「ちえりは、他ほかに何か言ってたか？」

「私、負けないよって」

「宣戦布告されちまったわけだ」

　いや、この場合、ちえりのほうが受けて立ったってことになるのかな。

　どちらにせよ、モブ子は近々転校しちまうわけだから、秋あき兎とをめぐってちえりと争うことはもうないんだけどな。

「よし、んじゃ、次は俺おれの報告を聞いてくれ」

「あ……うん」

「ん？　まだ、何かあったか？」

　ううん、とモブ子は首を横に振った。

「たいしたことじゃないから、春はる馬まくん、どうぞ」

「そうか？　なら……」

　俺は軽く首を回して、一度深呼吸をして、告げた。

「俺、ちえりに告白した」

　モブ子から、言葉によるリアクションは返ってこなかった。

　モブ子は、目を大きく見開いて──そのまま、時が止まったように動かない。

　これは、あれだな。驚おどろきすぎて言葉が出ないというより、俺の言葉の意味がわからず、フリーズしちまってる感じだ。

　モブ子のフリーズを解除するために、俺は同じ言葉を、もう一度口にした。

「俺、ちえりに告白した」

　モブ子が、まばたきをした。

「それって……」

　俺が何を言っているのか。何を言おうとしているのか、徐々に飲み込めてきたらしい。

「ちえりに、好きだって言ったんだ」

「い、いつ……？」

「一昨日おとといだよ。おまえが秋あき兎とに告白した後、ちえりを呼び出して、告白したんだ」

「あ……あの、えっと……」

「結果か？」

「う、うん……」

「フラれたよ。好きな人がいるって、はっきり言われた」

（ありがとう、春はるくん）

　ちえりの声が、耳に甦よみがえった。

（春くんみたいな素敵すてきな男の子に想おもってもらえるなんて、私、すっごく嬉うれしいよ）

　ちえりの返事は、秋兎がモブ子こにした返事とほとんど同じだった。

　ただ一点、決定的に違っていたのは、

（でも、ごめんなさい。私、好きな人がいるの）

　好きな人がいることを、明言したことだろう。

　秋兎は、言わなかった。

　俺おれが秋兎の立場なら、ちえりみたいに、「好きな人がいる」と言って断っただろう。

　それが一番、相手を納得させられるフリ方だからだ。

　でも、秋兎はそうはしなかった。

　なぜだろう。

　秋兎がちえりを好きなことは間違いない。

　間違いない……と思っていたが、間違っていた……ってことなんだろうか。

　わからない。わからなくなった。

「は、春はる馬まくん」

　名前を呼ばれて、俺は目と意い識しきをモブ子に向けた。

「あの……私、なんて、言ったら、いいのか……」

　モブ子は、俺にかける言葉を見つけられずに、困っていた。

「笑ってくれ」

「笑えないよっ！」

　モブ子は声のトーンを上げて、下げた。

「笑えるわけ、ないじゃない……」

　泣なき腫はらして、まだ腫れが引いていないモブ子の目に、新たな涙が滲にじんだ。

「フラれるのは、悲しいよ。苦しいよ……」

「だよな」

　俺はモブ子の頭に手を乗せて、撫なでた。

「おまえの気持ちが、よくわかったよ。キツイよな、やっぱ。フラれるのってさ」

「うん……」

　ずずっ、とモブ子こは鼻はなを啜すすった。

「泣くなって。人に見られたら、どうすんだよ」

「だって、春はる馬まくんがフラれたんだよ？　春馬くんが私と同じ思いをしてるんだって思ったら、悲しくて……」

「大丈夫だよ、俺おれは。そりゃあ、ヘコみはしたけどさ。よかったって思ってるんだよ。ようやく前に進めたんだからな。……おまえのおかげだよ」

「ご、ごめんなさいっ！」

　モブ子は涙の滴しずくを散らす勢いで頭を下げた。

「なんで謝あやまるんだよ」

「だって、私が渡わた会らいくんに告白したせいで、春馬くんまで……」

「あのな、モブ子」

　俺は軽く屈かがんで、うつむいているモブ子の顔を横から覗のぞき込んで、言った。

「俺がおまえの影えい響きようでちえりに告白したのは、たしかだ。でもな、告白を決めたのは俺の意志だし、フラれたのも俺が招いた結果だ。おまえに謝ってもらう必要なんて、ないんだよ」

「で、も……」

「謝るんじゃなくてさ。どうせなら、応援してくれよ。俺はまだ、諦あきらめちゃいないんだからさ」

「え……？」

　モブ子が顔を傾けた。目が合った。

「俺がちえりを好きになって、今年ことしで十年目だぜ？　そんだけの間、俺はちえりに片かた想おもいを続けてきたんだ。一回フラれたぐらいで、諦められるかっつーの」

　俺は曲げていた膝ひざを伸ばして、胸を張った。

「俺は、諦めないぜ」

　俺は宣言する。

　俺に勇気をくれた少女の目の前で。

　去りゆく彼女への、せめてもの餞はなむけとして。

　俺が諦めない宣言したところで、モブ子は別に嬉うれしくもなんともないかもしれないけどさ。

　それでも、俺にはこれしか思いつかなかったんだよ。

「あっ、あの……」

　モブ子が顔を上げるのと同時に、また小さく手を上げた。

「わ、私……も……」

「なんだ？」

　モブ子は、上げていた手を自分の胸に当て、深呼吸を一つ。そして、言った。

「私も、諦あきらめない」

　んん？

「それって、秋あき兎とを……ってことか？」

　モブ子こは頷うなずいた。

「いや、でも、おまえ……」

「ダメ……かな？」

「ダメじゃない。ダメじゃないが……おまえ、転校するって……」

「やめました」

　その言葉を、モブ子はまずさらっと言い、一拍置いて、今度はきっぱりと言った。

「やめました。転校」

「へ……？」

「さっき言いそびれちゃったけど、私、卒業まで、こっちにいることにしたの」

「それ、は……」

　モブ子が、転校をやめた。

　それは、俺おれにとって、喜ぶべきニュースのはずだ。

　だけど。

「いいのかよ。おまえ、母親を待たせたくないって……」

「迷ったよ。迷って、一度は、すぐにお母かあさんのところに行くって決めた。でも……」

「でも？」

「春はる馬まくんと、同じだよ。諦めたくないって、私も思ったの」

　モブ子は肩を竦すくめて笑った。

「渡わた会らいくんに告白して、フラれて……これで、悔くいはないって思ったの。フラれはしたけど、渡会くんにありがとうって言ってもらえて、握手してもらえて……それをいい思い出にして、お母さんのところに行けるって思ったの。……でも、ダメだった。家に帰って、自分を振り返ってみたら、悔いだらけだったよ」

　モブ子の目に、また涙が浮かんできた。

「渡会くんと、もっといっぱいお話しできていたらって。せっかく、春馬くんが部を作ってくれたのに、私、渡会くんが同じ空間にいるってだけで満足しちゃって、何もできなかった。何もしなかった。それじゃあ、ダメだったんだよ」

「モブ子……」

「私、悔しくて、情けなくて……」

　モブ子は涙を自分の指で拭ぬぐって、まっすぐに俺を見た。

「このまま終わりたくないって、思ったの」

　俺を見つめるモブ子の目は、涙とは別の輝かがやきを宿していた。

「ねえ、春はる馬まくん」

「お、おう」

「私、自分が思っていたより、もっと、ずっと……渡わた会らいくんのこと、好きだったみたい。……だから、諦あきらめない」

「……そうか」

「春馬くん？」

　モブ子こが、目を丸くして上うわずった声を出した。

「どうしたの？　急に……」

「なにがだ？」

　問い返す俺おれの顔を、モブ子は無言で指差した。

　俺は自分の顔を触って、理解した。

　温かくも冷たくもない液体が、頰ほおを伝っていた。

　俺は、泣いていた。

「なんで、泣いてるの？」

「なんでって……」

　なぜ、俺は泣いているのか。

「そんなの、決まってるだろ……」

　自問するまでもなかった。

「おまえが、転校をやめるって言うから……っ」

　自分が泣いていると自覚したら、もう駄だ目めだった。

　感情が、あふれて止まらない。

　俺は両手で顔を覆おおって、きつく歯を食いしばった。そうしていないと、大声で泣きじゃくってしまいそうだったから。

「えっ、えっ、ど、どうしよう……」

　モブ子がオロオロしているが、俺にはどうしようもない。

　しゃくり上げることしか、俺にはできない。

「春馬くん」

　モブ子の手が、俺の手に触れた。

「手を下ろして。顔を見せて」

　俺は力いっぱいに首を横に振った。

　見せられるかよ、こんな情けない顔。

「顔を、見せて」

　優やさしい声で、モブ子はその言葉を繰くり返した。

「ね……？」

　モブ子この顔が見えた。

　俺おれが自分の意志で手を下ろしたわけじゃない。

　俺は絶対に手を下ろすまいと力を入れていたのに、モブ子は、魔ま法ほうみたいな、力じゃない力で、俺の手を剝はがしてしまったのだった。

　目が合うと、モブ子はにっこり笑って、俺の手を剝がした魔法の手で、今度は俺の涙に濡ぬれた頰ほおを包み込んだ。

「泣かないで」

　モブ子の魔法の手に導みちびかれて、俺は彼女の細い肩に顔を埋めた。

「私は、ここにいるから」

　モブ子の腕が、俺の後頭部に回された。

　甘くて、優やさしい匂においがした。

　女の子ってなんていい匂いがするんだろう、と、俺は泣きながら感動していた。

　泣かないで、なんて言われても、それは無理な相そう談だんだった。

　なあ、モブ子？

　わかるか？

　おまえが転校するって言い出した時の、俺の気持ちが。

　自分の半分をばっさり切り取られちまったみたいな、喪そう失しつ感かんが。

　わからないよな。

　わかってないよな、おまえ、絶対。

　だから、これは、罰だ。

　罰として、おまえの肩を俺の涙まみれにしてやる。鼻水だってつけてやる。

　我慢しろよ？

　いや。

　うん。

　ホント、ゴメン。

　引くよな。

　キモイよな。

　男が、こんなふうに泣いてさ。

　でも。

　本当に嬉うれしいんだよ、俺は。

「うあっ、ああっ、あああああ……」

　もう歯を食いしばる力もなくなって、俺は、モブ子の肩でいつまでもだらしなく涙を流したのだった。
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　一限目の本ほん鈴れいはとっくに鳴っていて、遅刻はもう確かく定ていで。

　だから俺おれたちは、手を取り合って、学校を飛び出した。

　真面目まじめなモブ子こは、サボりに難なん色しよくを示すかと思ったが、そんなことはなかった。

　俺が差し出した手を、嬉うれしそうに笑って、つかんでくれた。

「俺は、ちえりを諦あきらめない！」

　走りながら、俺は、鞄かばんを持った左手を高く突き上げて、そう宣言した。そして、モブ子を見た。

　目が合うと、モブ子ははにかみつつも俺と同じように鞄を持った手を天に掲げて、声を張った。

「私は、渡わた会らいくんを諦めない！」

　顔を見合わせて、俺たちは笑った。

「一人ひとりずつだ、モブ子！」

「えっ？」

「一人ずつ、倒していくぞ！」

「それって……」

「ちえりに、鶴つる木ぎに、桜さくら子こ先せん輩ぱい……ヒロイン候補を、一人ずつ倒していく！」

　とりあえず、三人だけ名前を挙げたが、マリちゃんに小こ春はるに……他ほかにも、まだまだヒロイン候補はいる。

「た、倒すって……どうやって？」

「それは、これから考える！」

「ええーっ!?」

　勢いよく言ってはみたものの、俺おれは相変わらずノープランで。

　でも、そう、これからだ。

　俺たちには、まだ、これからがあるんだ。

　時間は、決して無限じゃない。

　卒業まで、という、明めい確かくなタイムリミットがある。

　モブ子こが俺の目の前からいなくなる時は、必ず来る。

　だけど、その時まで、モブ子の傍かたわらには俺がいる。いたいと思う。俺の傍らにはモブ子がいる。いてほしいと思う。

　お互いに別の誰だれかを想おもいながら、それでも俺たちは手を取り合って、エンディングに向けて走り続ける。

　サブヒロインにすらなれないモブ子と主人公になれない俺が、どんなエンディングを迎えるのか。

　ハッピーエンドか、バッドエンドか、それともやっぱりノーマルエンドか。

　まだ、誰にもわからない。










　　　　　あとがき




　はじめまして。あるいはお久しぶりです。志し村むら一かず矢やです。

　新作、『モブ恋こい』ようやくお届けすることができました。

　ラブでコメな学園モノです。

　……と書くと、なんだかライトノベルとしては極めて普通のように思われてしまうかもしれませんが、まさにその『普通』こそが、この作品の主題だったりします。

　普通じゃない男の子に恋をしてしまった普通の少女と、そんな彼女の、叶うはずのない恋を叶えるために奮ふん闘とうする少年の、普通だけど特別で、特別だけど普通な物語。それが、『モブ恋』です。

　……あまり上手うまく要約できた気がしないので、まだ読んでないよーという方は、まずはお読みいただければと思います。




　胸のキュンキュン、止まらないよ！

　突然何言い出すんだこいつと思われたかもしれませんが、胸がキュンキュンしております。

　作家生活が十年を超えた現在でも、作品を発表する度に胸がキュンキュンします。

　新作ともなると、読者さんの反応が楽しみやら怖いやらで心しん臓ぞうは常時通常の三倍速。動どう悸きが気になって受診したところ、洞どう性せい頻ひん脈みやくと診断される一幕もあったりしましたが、私は元気です。




　最近は電でん撃げき文ぶん庫こだけでも月に十数冊、他のレーベルも合わせれば膨ぼう大だいな数のライトノベルが出版されています。そんな中、この『モブ恋』を手に取ってくれたあなたには、もう「ありがとうございます」としか言えません。そして、「次巻も手に取ってやってください」とお願ねがいするしかありません。

　というわけで、『モブ恋』はもうちょっとだけ続きます。




　最後になりましたが、『竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私わたし』に引き続いて魅力的なイラストで作品に花を添えていただいたぎん太た先生に御礼申し上げます。




　では、また。





志村一矢
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志し村むら一かず矢や

あれこれ書いてきましたが、バトル要素を含まない日常系の学園モノは実は初めてだったりします。画像に込められた願いはただ一つ。どうかこの作品の花が咲きますように……！
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イラスト／ぎん太た

元チュアブルソフト所属で美少女ゲームの原画を担当。現在フリーのイラストレーター。ゲームを作っている当時からいわゆる「モブ子」には力を入れてしまい、人気投票上位を狙ってましたので、「モブ恋」描かせていただいてとても嬉しいです！　地味可愛さの探求によりいっそう精進したいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「志村一矢先生」係

「ぎん太先生」係











初出



「Prologue」、「Strategy1 その少女を、俺はモブ子と呼んだ。」／『電撃文庫MAGAZINE Vol.38』（2014年7月号）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




「Strategy2 イメチェンしてみよう!」以降は書き下ろしです。
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